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公益社団法人計測自動制御学会2012年度（平成24年度）事業報告（案） 

（事業期間 2012年（平成24年）年1月1日～12月31日） 

 
なお，定款第4条に定められた事業との関連づけについては，「Ⅱ 事 業」（20～54頁）に示す． 

 

 

Ⅰ 概  況 

１ 一般事項 

 2012年度の事業活動は，2月22日に開催された公益社団法人としての第2回定時社員総会（計測自動制御学

会としては，通算第51回定時総会）に報告された2012年度事業計画にもとづいて遂行された．  

 

１． 2012年度の基本方針にもとづく事業運営 

 2012年度事業計画の冒頭では，SICEの2012年度事業運営にあたっての基本認識と基本方針が次のように述

べられている． 

2012 年度は，創立50 年を経過した1年目として，2011 年度の50周年記念事業での総括を活かし，SICE

の新しい姿への飛躍を本格的に始動する幕開けの年度となる．その一方で，経済情勢の悪化，理工系学生の

減少，企業における計測・制御の位置づけの変化などによる，会員数の減少傾向をはじめとして，SICE を

取り巻く社会情勢は依然厳しくなってきている．こうした現在の社会情勢も踏まえ，さまざまな側面で新た

なSICEのあるべき姿を実現していくための取り組みを行う． 

また，2010年度ホップ，2011年度ステップを経て大きく飛躍〈ジャンプ〉するために2012年度は2010

年度からの3つの柱を継承しつつ，下記の基本方針で運営していく． 

1) SICE Anytime Everywhere (いつでもどこでもSICE) 

2) 新しいSICEに向けた学会基盤の強化 

3) 産業界・関連周辺分野との連携強化による価値創造のプレゼンス向上 

これら3つの柱を実現するため，(1)～(7)の事業を推進する．(各事業計画の概要記述は割愛) 

(1) SICEの継続性のある発展に向けた中期事業計画の作成 

(2) 創立50周年記念事業のポスト・イヤーの実施と定常事業活動への移行 

(3) 国際標準化事業の定着を含むアジアの中核学会としての国際化の推進 

(4) 新しい論文集事業の推進と会誌事業の強化 

(5) 社会構造，環境変化に対応した新しいSICEに向けた学会基盤の維持・強化 

(6) 新生ライフエンジニアリング部門と大震災対応新組織の活動を含む新たな将来ビジョンの創出の

推進 

(7) 続プロセス塾の完遂と教育・人材育成事業の推進 

以上の 2012 年度事業計画の基本方針にしたがって，理事会を中心とした事業運営がなされ，各直轄委員会，

各支部，各部門における機関において事業活動が活発に行われた．とりわけ，創立50周年記念事業（以下，「Y50」）

の定常事業への移行を実施し，また2011年度の3つのタスクフォース「価値創造TF」，「国際化TF」および「大

震災 TF」の成果を，それぞれ，企画委員会中心の中期事業計画の作成，国際委員会が推進する新しい戦略的国

際化活動，および新設した社会的課題抽出・展開専門委員会における「人間・自然と共生する社会システム設計

と実現」のテーマでの提言活動，として引き継ぎ，2013年度に向けたさらなる活動の基礎を固めた． 

 

２． 2012年度事業活動概要 

2012年度の会務運営については，公益社団法人移行に伴い開始した業務執行理事による会務分担での業務の遂

行という枠組み，および，監事による監査体制を引き続き実施してきている．内部統制の仕組みやルールの見直

しを行い，新たな運営体制を確立しつつある．2009年度より開始した会務のグループ化を継続し，各委員会にま

たがる重要な課題を会務横断型に括ったミッションとし，課題の骨太で本質的な解決を目指して，委員会を次の

4つのグループに分け，それぞれ副会長が担当して，一層の横断的運営の強化を図りつつ事業運営を行った． 

・部門・支部グループ（部門，将来ビジョン，支部）  新 副会長 

・知財グループ（会誌編集，論文集，英文論文）   新 副会長 

・事業グループ（国際，事業，Annual Conference(AC)）  内山副会長 

・総務グループ（総務，財務，IT，会員・広報）           内山副会長 

 なお，白井会長は，グループ統括などの学会全般共通事項を担当している．  
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 また，数年前より定着しつつある3月中の理事担当会務および委員会の実質的引継ぎはほぼ達成され，総会で

の新体制確定から間を置くことなく活動を促進すべく具体的活動が早期にスタートできた． 

以下に7つの主要課題ごとの事業計画に対応し，2012年度の事業活動の概要を報告する． 

 

(1) SICEの継続性のある発展に向けた中期事業計画の作成 

2013年度から5年間のSICE中期事業計画（以下，「中計」と略記することもある）の実体としての内容を2012

年度中に作成するために，3月の会長・総務委員会会議での昨年度からの引継ぎを含む検討会を皮切りに，企画

委員会にて，狙いと目標とその構成，体制を決定し，新しいSICEへの変革に向けた 

・SICE中期ビジョン（案）：「計測・制御・システムの中核学会として，①諸分野を横断して知を究め，新し

い価値を創造し，②関連分野・産官学のハブとなり発信・連携することで，社会的課題の抽出・解決に貢献す

る．」 

・SICE中計4つの柱（案）：「社会へのプレゼンス」，「会員サービス」，「国際性」，「組織運営」につい

ての2017年のあるべき学会の姿と中期目標案 

・各組織の中期活動計画（案）（原則としてすべての直轄委員会，部門，支部） 

を作成し，これらの年度毎のローリングを含む管理・運用方針（案）も準備した． 

以上からなるSICE初の中期事業計画（2013-17年5ヵ年）を2013年1月の理事会にて策定した．   
 

(2) 創立50周年記念事業のポスト・イヤーの実施と定常事業活動への移行 

 2月の第3回Y50組織委員会にY50中間報告書を提出した．東日本大震災の影響を含む予算規模3割強もの

圧縮のもとでの成功裡での本番年終了は財務面でも品質面でも高評価となった．また，Y50ポスト・イヤーとし

て，現場見学会や体験セミナーなどの記念事業を引き続き実施するとともに，7月以降の新規イベント活動を事

業推進協議会が，VPP活動を将来ビジョン委員会が，そしてY50のコンテンツを会員・広報委員会が引き継ぐ

など定常作業への移行・定着についても滞りなく実施された．7月下旬のY50実行委員会で，Y50全体の事業の

レビューおよび最終報告に向けてのアクションを決定し， 2013年1月の理事会にて最終報告書の承認を得た．

これにより最終報告書を組織委員会などに提出し2010年度から3年にわたるすべての事業を完了する． 

 

(3) 国際標準化事業の定着を含むアジアの中核学会としての国際化の推進 

昨年度の国際化 TF で検討した，国際化コンペ事業計画などの戦略的国際化活動案をもとに国際委員会で具体

的な実施計画案を策定した．また，8月のSICE 2012秋田開催に向けて，地元新聞による会長インタビュー，併

設行事を含む事前紹介記事，秋田での広報を行った．AC委員会では，SICE2012を秋田で開催し，SICE Week 

2012公開イベント，4件のPlenary Talk，3件のTutorial/Workshopや448件の論文発表が実施され，参加者

総数約 1000 名となった．また，SICE2015 の開催国として中国を選定した．国際標準化事業では，国際標準化

賞対象者の選定，SICE2013 でのOS 企画などを引き続き実施した．3 月に設立された研究組合制御システムセ

キュリティセンターへの協力については，国際標準化委員会が中心となって産業応用部門ネットワーク部会によ

る協力体制を整備した． 

 

(4) 新しい論文集事業の推進と会誌事業の強化 

和文論文誌の2012年1月からのEditor・AE制開始に伴い，従来の査読体制からEditor・AE制への完全移

行を滞りなく実行できるよう体制を整備し，加えて，論文の質および数の充実のため，特集号の企画，シンポジ

ウム等との連携による優秀論文の投稿への誘導などを実施した．また，査読期間の短縮，質の高い査読の実現の

ため申請準備を進めてきたJ-STAGEによる論文査読システムの利用が10月に採択され，その管理・運用体制

に向けた準備を行った．本システムは2013年3月からの運用を予定している．英文論文誌は，引き続き国際的

な論文データベースへの登録作業を行い，また和文論文誌と同様に，採択されたJ-STAGEによる論文査読シス

テムの運用・管理体制の準備を進め，2013年3月から運用を予定している． 

一方，会誌の活動は6月に特別会誌編集委員会を実施し，下半期の企画テーマ等を決定するとともに，昨年度

から継続的に立案実施している種々の会誌の改善についても有効な議論が行われ，他学会との共同企画や若手・

学生向けのリレー記事の掲載などを実施した．また，会誌広告掲載増加策として引き続き，代理店と連携強化を

図り，賛助会員へのタイムリーな広告依頼等を企画した． 

 

(5) 社会構造，環境変化に対応した新しいSICEに向けた学会基盤の維持・強化 

予算小委員会幹事会が中心となって2012年度決算に向けた予算執行および2013年度以降の予算編成作業の具

体化を行った．2012年度からの上半期決算みなしの作業を通して具体化設計を行うなど支部，部門への決算処理

ガイドは固まりつつある．一方，2013年度以降の予算編成の在り方については， 財務改善に向けた方策を支部，
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部門と調整している段階である．制度改正については，(公社)版の直轄規程等の第2段階，第3段階の整備計画

を見直し，直轄委員会規程については6月の理事会において，事務局長規程は8月の理事会で改正・制定を行っ

た． 

会員増強策として，将来的な会員によるSICE事業の活性化とロバストな組織運営のための会員増強活動モデ

ルとするべく，会員・広報委員会が中心になって，会員増強タスクフォースを設置した．第１フェーズのミニマ

ム目標（学生会員30，正会員60，賛助会員10の新規入会獲得）達成に向けて活動を開始し，新規賛助会員入会

目標数の達成を含め会員増強策を推進した． 

効率的な学会運営のための IT化・システム化については，IT委員会が中心になって新しい会員情報システム

の導入を行い，12月に運用・管理を開始した． 

 

(6) 新生ライフエンジニアリング部門と大震災対応新組織の活動を含む新たな将来ビジョンの創出の推進 

ライフエンジニアリング部門では，3 月に運営体制の確認と部会の活動計画を承認し，ライフエンジニアリン

グ部門講演会（仮称）を開催することを決定した．また，第1回ライフエンジニアリングシンポジウムが開催さ

れた．社会的課題抽出・展開専門委員会では，被災地訪問調査および大震災に関わる関連分野の研究会を含んで，

第一段階の調査・課題抽出の議論を行い，SICE2012(秋田)期間中に会員向けに報告を行った． 

他学会との連携では，ISCIEとは2012年度の連携共催行事の企画・実施に加えて，計測・制御・システム分

野のプレゼンス向上に向けた I-S連携アンケート実施企画を進め，SCI’12，SICE AC2012，計測展，日本生体医

工学大会で実施し，11月の理事会でアンケートの中間結果が報告された．JEMIMAとは，8月にSICE2012で

のJEMIMA企画のワークショップ開催や10月の計測展2012 OSAKAでのSICE出展を企画するなど相互連

携を強化した．そのほか，日本工学会との会長懇談会をはじめとして，引き続き，横幹連合との連携，ISCIEが

本年度主催する自動制御連合講演会への協力， 関連友好団体との連携支援などを進めてきた． 

 

(7) 続プロセス塾の完遂と教育・人材育成事業の推進 

昨年度までと同様にSICE関連分野で将来のSICEの核となる人材を育成していくため，人材育成・資格認定

とその継続的フォローを基本方針として積極的な活動を行っている．3 月には 2 つの工場現場見学を含むさらに

充実した内容となった続編 2 年目の全コースが完了し，塾生 30 名が修了した．また，3 年目の最終年度である

2012年度も34名の塾生を得て，6月より講座を開催した．計測制御エンジニア資格認定試験では秋に秋田，東

京，中部，北海道地区で実施され，計28名を合格とした．2013年3月には九州地区でも開催予定である． 

 

会員数の推移 

 2012年(平成24年)末現在 2011年(平成23年)末現在 増 減 

名誉会員 33名 38名 ▲ 5名 

正 会 員 5,302名 5,653名 ▲ 351名 

学生会員 454名 479名 ▲ 25名 

賛助会員 190社239口 195社243口 ▲ 5社4口 

 

２．委員会 
 
２．１ 倫理委員会  
「倫理委員会に関する規程」第４条に従い，「倫理綱領・行動規範」の点検，会員への周知，教育・研修・啓

発，事例収集，対応措置制度の点検・改善案の立案，ならびに遵守活動の立案の必要性を検討した．2009年度か

ら3年間については倫理委員会および関係の委員会の実働が必要な事案が幸いにも起きなかったが，これまでの委

員会で検討してきた懸案事項を整理し，あらためて，綱領と規範の見直しと遵守活動の整備を行うことを決定し

た．  

 

２．２ 企画委員会  

2012年度の企画委員会では，2011年度より引き継いだ3つの活動項目，(a)中期事業計画の策定，(b)組織体制

および国際委員会と共同した組織横断型国際化戦略の検討，(c)企画委員会のミッションの再定義，のうち，中期

事業計画の策定を中心に活動し，この活動の中でその他の項目も適宜対応していくことを活動方針とした．そこ

で，まず，中期計画期間を2013年～2017年の5年間とし，SICE中期ビジョンおよびSICE中計4つの柱「プ

レゼンス」，「サービス」，「国際性」，「組織運営」に関する 2017 年のあるべき姿と中期目標の各案を企画

委員会で作成し，つぎに，それをもとに，各直轄委員会，部門，支部において各事業別の中期目標と活動計画の

1 次案を作成した．さらに， 2012 年 11 月に行われた拡大理事会では，この 1 次案について，上記の 4 つの主

要活動，および，部門・支部の 6 つの視点から組織を跨いて総合的に議論し，1 次案で見落とされていた様々な
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組織連携等，重要な活動計画を抽出した．その結果をもとに，各直轄委員会，部門，支部において各事業別の中

期目標と活動計画の1次案を見直し，12月末までに最終案を提出することにした．2013年1月の企画委員会で

の本最終案の承認および中期事業計画の運用・管理方法案の作成を経て，1 月の理事会にて，本中期事業計画の

承認およびその運用・管理方法の承認を得た． 

 

２．３ 社会的課題抽出・展開専門委員会  

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災に続く被災や事故を受けて理事会直下のタスクフォースの答申を受けて，

2012年1月に原辰次元会長を委員長として設置した．2012年2月8日を第1回として，3回の会合を行い，新

しい社会的課題とSICE の取り組みを議論した．4 月には東北大学周辺の被災地を実地調査し，東北大学工学研

究科長などの東日本大震災に関連する取り組みや学術研究のヒアリングも行い，8 月までに課題を抽出するため

の考え方について専門委員会メンバーが各自でまとめた．それらを全員で検討し，SICE2012 in Akita の会場に

おいて「特別企画 人間・自然と共生する社会システム設計とその実現に向けて － SICE が目指す新しい社会

システム設計 －」を開催した．そこでの参加者の議論も踏まえて，2013年までの2年間プロジェクトの1年目

である2012年度中の「中間報告」として，12月19日にSI2012（福岡）のワークショップ International and 

Management of Rescue System Technology for Safe and Resilient Societyにおいて“Paradigm Shift towards 

New Social System Design”を発表した． 

 

２．４ 学会賞委員会  

（１）論文賞などの選考 

1月13日開催の学会賞委員会において，2011年度のSICE学術奨励賞（研究奨励賞，技術奨励賞）の選考を

行い，研究奨励賞10名，技術奨励賞5名を選出した． 

また4月20日，6月6日開催の学会賞委員会において，2012年度のSICE学会賞（論文賞，技術賞，著述賞，

教育貢献賞および国際標準化賞）の選考を行い，論文賞 10 件，技術賞 2 件，著述賞 2 件，教育貢献賞 1 件（8

名），国際標準化賞（功績賞1件）を選出した． 

（２）SICE Annual Conference Awardの受賞者決定と表彰 

SICE Annual Conference Award運用規則に基づき，選考委員会を組織し(委員長：京都大学 太田快人氏)，

International Award 4件およびYoung Author’s Award 5件のFinalists，および International Award 2件，

Young Author’s Award 1件の受賞者を決定，8月23日のClosing Ceremonyで表彰し，理事会に報告した． 

 

２．５ SICE 50周年記念事業（Ｙ５０）組織委員会  

Y50組織委員会は， SICEを支える有識者（有力賛助会員をはじめとする産業界の代表など）をメンバーとし

て，2011年のSICE 50周年記念事業(事業期間：2010-2012年の3年間)をより充実するために組織された． 50

周年本番の2011年度を終えたポスト・イヤーである2012年度は2月22日の定時総会時に第3回組織委員会を

開催し，2011年Y50本番年までの中間報告を実行委員会より受け，ポスト・イヤー2012年度の事業に関して助

言した． 2012年12月末までにＹ５０実行委員会より，2010年度から3年間の全事業終了とその最終報告書の

提出が2013年1月下旬となることの報告を受け，任務を終えた． 

 

２．６ SICE 50周年記念事業（Ｙ５０）実行委員会 

2012年度は2月22日の定時総会時に開催された第3回Y50組織委員会においてY50中間報告書を提出した．

東日本大震災の影響を含む予算規模3割強圧縮の中での成功裡での本番年終了は財務面でも品質面でも高評価と

なった．また，Y50ポスト・イヤーとして，現場見学会や体験セミナーなどの記念事業を引き続き実施するとと

もに，7月以降の新規イベント活動を事業推進協議会へ，VPP活動を将来ビジョン委員会へ，そしてY50のコン

テンツを会員・広報委員会へ引き継ぎ，定常作業へ移行した．またY50全体の事業のレビューを行い，2012年

12月28日に全事業終了についての報告を組織委員会に対して行った．なお，最終報告書は，2012年12月31

日締めの会計報告の作業が2013年1月となるため，2013年1月下旬に組織委員会などに提出し，その任務を終

える予定である． 

 

２．７ 会誌編集委員会  

会誌『計測と制御』の刊行目的である，SICE 会員への有用な学術・技術情報・学会情報の提供，会員間の意

見交流などのより一層の充実を目指し，前年度までの活動を継承し，会員・会員外を問わずSICEの活動につい

て広く情報発信するメディアとして活用される会誌を目指して編集・発行した．本年度の具体的な実施項目を以

下に挙げる． 

（１）会誌「計測と制御」を年 12 回発行した．また，会誌編集を行うために，年 6 回の編集委員会および特集

号企画などのための特別委員会1回（2012年6月）を開催した． 

（２）会誌の魅力ある記事掲載に向け，以下の活動を推進した． 
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1) SICE の横断的な技術分野を他学会会員にも活用してもらうために，他学会の会誌との共同企画にも継続

的かつ積極的に取組んだ．今年度も,「日本航空宇宙学会」との共同企画を第51巻第5号で実施した． 

2) 教育関係者(大学人など)向けだけではなく，産業人・学生・定年退職者向けにも有用な情報を提供する記

事の企画を検討した. その一環として,主に若手研究者・学生向けにリレー記事「世界が舞台のSICE研究者・

技術者～日本から世界へ,世界から日本へ」を企画し，第51巻第4号より隔月での掲載を開始した．また，

部門・支部の情報発信を促進するよう働きかけを進めている． 

具体的には部門講演会の開催情報をもとに，開催前から掲載依頼を行うと共に,主要行事開催時期に合わせ

た情報提供促進方法の検討を進めた． 

3) 賛助会員数・会員数の維持に貢献するため，読み易くタイムリーな記事の増加，大学・産業界の両者から

の利用を増進するような内容を目指した．企業会員からの製品紹介や研究室紹介など下記の情報発信記事に

継続して取組みいくつかの記事を掲載した． 

①企業会員からの随想・提言・展望・報告・製品紹介などの記事 

②博士課程修了学生からの学位論文を基盤にした解説記事 

③企業会員が興味をもつ大学・ベンチャー企業などからの特許技術の解説記事 

④研究室紹介などの研究機関からの情報発信記事 

（３）会員への情報提供をより多く掲載でき，情報発信を円滑に行うために行った記事の種類および掲載料の整

理や，企業広告を出しやすい環境を整えるための施策(賛助会員の製品紹介記事掲載料無料化や採用・就職活動学

生向けの広告の新設)をより広く認知させ，積極的な記事の投稿がされるように検討をした．また，記事内の図表

などがより理解しやすいように動画などの関連電子データの Web への掲載を継続し，この拡充を図った．更に, 

広告代理店と連携し，広告増加の方法を検討し,HPでのバナー広告実施検討や特集記事情報を活用した広告募集

などを進めた． 

（４）解説記事の読みやすさの向上をはかるため継続的に収集している会誌に関するアンケートや評価を踏まえ

るとともに，表紙や広告のあり方，さらに新たな会誌改善策を検討した． 

（５）編集委員会委員は，従来どおり部門・支部推薦の委員で構成し，部門や支部の活動と連携を図った． 

（６）会誌編集・発行などに関わる経費コントロールについて，2009年度からの施策を継続するとともに，総合

的な会誌改善や広告活動の活性化など会員サービスの向上を目指した対応を検討した．会告については，情報の

維持の関係から「お知らせページ」をホームページに掲載し，行事の最低限の情報を本誌に掲載することとして

運用した． 

（７）会誌の電子化については，J-STAGEへ掲載することで調整を進めている． 

なお，本会刊行物関連の経常収支の改善のため，論文集委員会および英文論文集委員会と連携して，2012年度

も継続して和文論文集および英文論文集の会誌との同梱発送を基本的に行った．読者の利便性低下が最小限にと

どまるように工夫して実施した． 
 

２．８ 論文集委員会 

知の集積たる論文集は，SICE の学会活動における中心的な役割を担うものの一つであり，本学会で長年にわ

たり培ってきた確固たる編集理念を守らなければならない．一方で学会のおかれた社会情勢にも対応すべく，学

会の顔としての論文集の価値を高め，SICE 全体に利をもたらす役目を果たす必要がある．特に，ここ数年顕著

となりつつある論文掲載数減少に対する対策を講じる必要がある．以上の観点から 2010 年度までの論文集検討

委員会に参画してのSICEの論文集改革の検討も含めた活動を継承し，本年度の論文集委員会活動の柱を以下の

3つにおいた． 

1) 論文集委員会のEditor・AE制への完全移行 

2) 部門活動ならびに関係委員会などとの連携を通じた論文集の価値向上 

3) 投稿から採否決定までの期間短縮などの論文著者に対するサービスの向上 

以下に，本年度におけるこれらに関する活動の結果と評価を記す． 

（１）2012 年 1 月より Editor・AE 制を開始したが，2012 年度は，従来の査読体制が残る形となった（2011

年 12 月受付分まで）．従って，2012 年度は Editor・AE 制への完全移行を滞りなく実行できるよう体制を整備

するとともに，旧査読体制での受付論文の査読を行った． 

（２）論文の質および数の充実のため，特集号の企画，シンポジウム等との連携による優秀論文の投稿への誘導

などを実施した．Editor陣の尽力により，部門大会における新査読体制の説明会，各部門運営委員会での呼びか

け等が行われるとともに，大幅な査読期間の短縮が実現され，投稿数の増加および論文掲載数の増加という結果

が得られた． 

（３）査読期間の短縮，質の高い査読の実現のため，電子投稿システムによる査読体制実施を準備した．具体的

には，JSTの2012年度公募に応募し，採択となったことにより，査読システム(Editorial Manager)が無償で利

用できることとなった．導入にあたり，10 月末に代理店との打ち合わせ，12 月末に叩き台となる電子投稿シス
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テムの完成，翌2013年1, 2月に試験運用およびシステムの調整を行い，3月から本格運用となった． 

 

２．９ 英文論文集委員会 

2012 年度の英文論文集委員会は，創刊 5 年目を迎えた英文論文集の国際的な情報発信源としての役割を確実

に達成するため，委員会を 3 回開催し，隔月刊で合計6 号の英文論文集を発行した． 

（１）投稿論文数・購読者数 

英文論文集への投稿数は，2011年度に比べて増加し，年間で 81 編 (一般投稿 63 編・特集号 18 編) の投稿

を受けた．質の高い論文の投稿を呼び込むため，SICE 2012での座長による投稿推薦，新特集号の企画などを実

施した．購読者数に関しては伸び悩んでおり，年間での購読申込数は 182 件であった． 

（２）査読期間・採択率 

 英文論文集では，委員会の下に Editor-in-Chief，Deputy Editor-in-Chief，Editor，Associate Editor よりな

るEditorial Board を構成し，投稿論文の審査をエディタ制で行っている．構成員の献身的な尽力により，短い

査読期間と適切な採否決定を同時に達成している．2012 年に掲載された一般論文について，投稿から掲載まで

に要した期間は平均で約 5.3 ヶ月であり，採録率は約 6 割である． 

（３）電子化 

懸案であった論文集の投稿審査システムの電子化については，J-STAGE3 投稿審査システムの H24 年度運用

開始枠に選定され， 2013 年 3 月に運用を開始するための準備を行った．また，JST に対して，CrossRef への

参加申請，剽窃検知サービスCrossCheck利用申請を行った． 

（４）国際的な論文データベースへの登録 

論文データベースWeb of Science への登録のため，トムソン・ロイター社へ継続して論文集の送付を行った． 

 

２．１０ 出版委員会  

（１）計測・制御テクノロジーシリーズの刊行継続について進捗状況を確認し，著者への執筆推進の働きかけを

行った．現在計13巻が発行済み．また, 2013年中に3巻発行予定．新たにライフエンジニアリングの教科書の

作成に着手した． 

（２）出版物の新企画について委員会で議論し，上記シリーズへの追加を含め検討を行った．その結果ライフエ

ンジニアリングおよび確率・統計に関する教科書を追加することとなった． 

（３）今後の出版形態について, 電子出版を含め, 委員会にて議論を継続中である． 

 

２．１１ 国際委員会  

「計測・制御・システム情報分野におけるアジアの中核学会を目指す」という中長期ビジョン（2012年11月

開催の拡大理事会）ならびに「SICE における真の国際化の在り方」の議論（2010 年 11 月開催の拡大理事会）

を踏まえ，円滑な国際関連活動を展開するとともに，「新しい国際化のあり方」タスクフォースにより戦略的施策

の立案に努めた．SICE Annual Conference に関しては，SICE の国際活動の中核的活動として Annual 

Conference(AC)委員会と連携し活動支援を行った．また，関連国際研究集会などでSICEの存在を積極的にアピ

ールすべく活動を推進した． 

（１）「新しい国際化のあり方」タスクフォース 

1) 真の国際化に向けた活動として，国際化コンペ事業計画などを中心とする戦略的な国際化活動に関する事

業計画および予算を立案した．  

（２）SICE Annual Conference 

1) SICE2012（秋田）において，Annual Conference(AC)委員会および，実行委員会などと連携して以下の

活動を実施した． 

 ・海外若手研究者を対象とした International Scholarship 制度を運用し，3名を選考・表彰した． 

 ・VIP Reception，ICROS-SICE Friendship Lunchを開催し，国際的な協力関係の強化に努めた． 

これらの活動を通じて，国際会議としてのAnnual Conferenceの充実とプレゼンスの確立に貢献した． 

2) SICE2015（海外）について，Annual Conference(AC)委員会と協力して開催地の検討を行った． 

（３）海外学術団体との連携 

1) 共催・協賛する主要な会議について，代表者（会長，副会長など）を送り，国際交流の拡大とSICEの国

際的プレゼンスの確立を促進した． 

2) IMEKO，IFACについては各委員会を中心に関係強化をはかった．特に，IMEKOについては，IMEKO

理事会への委員出席の旅費支援を行うなどの活動支援を行った． 

（４）国際研究集会の共催・協賛・後援 

依頼された国際研究集会の共催（11 件），協賛（17 件)，後援（2 件）事項に関して審議・承認し，財政

的負担のある共催については計画案の審議ならびに助言を行った． 
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２．１２ 事業推進協議会  

2012 年度の事業推進協議会は，事業計画における広義の“会員サービスの拡充と会員外に対する教育・啓発活

動”のミッションを果たすべく，傘下の 5 つ（産官学連携，国際標準化，学会連合推進，教育・認定，Annual 

Conference（AC））委員会の自律的な事業群の遂行を支援し，必要な場合は調整を行いつつ，協議会が自ら行う

事業群を実施した．2010年度から継続している理事会直轄の事業グループの体制については，中期事業計画の策

定プロセスに応じて，新しい時代のSICEの事業の活性化のために，将来ビジョン委員会との連携も含めて2013

年の早いうちに第2フェーズのあり方について方針を決定することした． 

（１）共催・協賛依頼の承認 

SICE 本体への国内開催行事についての共催・協賛依頼に関して，産学官連携をも視野に入れて，引き続き公

益性や内規との整合性を確認して審議を行い，共催5件，協賛141件の承認を決定し，理事会へ報告した． 

（２）JIS原案作成委員会 

2012 年度は，検討対象がなかったので，2012 年 1 月 27 日に官報公示となった密度（比重）関連を含む昨年

度までに完了したJIS規格についてのJIS原案作成引き受け団体として，質問対応など窓口業務を継続担当した．

なお，国際標準化委員会に設置された振動式粘度計の国際標準化を目指す粘度計国際標準化WGの状況を把握し

て粘度関連の将来的なJISの見直しに備えている． 

（３）ポストY50イベント 

 創立 50 周年記念事業中間報告書に記載されているように，Y50 イベント小委員会を引き継ぎ，事業推進協議

会の企画実施により，企業での体験セミナーを行った． 

（４）日本電気計測器工業会（JEMIMA）との連携強化 

日本電気計測器工業会（JEMIMA）との昨年度からの連携強化の方針にもとづき，JEMIMAとの密接な協力

のもとに，2月の定時社員総会での特別講演および２つの連携行事を行った． 

・第2回定時社員総会（2月22日）での特別講演 

JEMIMA 吉原順二専務理事の「新しい時代の研究開発」は，産官学連携の立場からの JEMIMA から SICE

へのメッセージでもあり聴講者にとって意義深いものであった． 

・JEMIMA企画（SICE協力）：SICE2012 in Akita Workshop A 

8月20日SICE2012 in Akita の初日に開催されたJEMIMA企画の英語による国際ワークショップ「東日本

大震災からの復興：安全・安心とエネルギー効率向上」への協力を行った．JEMIMA の専門家のわかりやす

い解説による，放射線計測およびこれからのエネルギーのあり方を計測と制御技術の視点からの講演は，海外

からのSICE2012参加者からも好評であった． 

・SICE企画：計測展2012 OSAKA出展（JEMIMA協力） 

10月31日から3日間の大阪国際会議場での展示と，併設行事での新しいSICEのプレゼンスの訴求に成功し

た．関西支部および ISCIEの参画で，関西地域の産業界への働きかけを行ったことは，前回2010年展と同様

であるが，併設テクニカルセミナーでのSICE-Cityの関西での初の発表や，制御システムセキュリティセンタ

ーに関する基調講演（SICE共同講演）への企画・運営協力も，成功の要因として特筆されよう． 

（５）産業界，学術界とのさらなる連携の強化 

特定非営利法人横断型基幹科学技術研究連合（横幹連合）及びシステム制御情報学会（ISCIE）の連携窓口と

なっている学会連合推進委員会と連携協力をした．ISCIEと連携して，共通学術分野での社会的認知，重要性を

訴求すべく，両学会の年次大会，計測展などを利用し広くアンケート収集を行った．結果について，学会内にフ

ィードバックすることで，今後の学会活動へ生かしてもらう． 

また，JEMIMAとはSICE ACでのワークショップ，計測展でのテクニカルセミナーなど，1年を通じて，相

互協力することができた． 

 

２．１３ 産官学連携委員会  

当委員会は 2009 年度半ばに発足以来，応用分野ごとの異業種との連携モデル確立を目指すこととし，自動車

業界（自動車技術会 JSAE）と鉄鋼業界（鉄鋼協会 ISIJ）との連携 WG を立ち上げ，活動を継続・発展させて

きた． 2012年度の活動の概略は以下のとおりである． 

（１）自動車技術会連携WG 

  SICE&JSAE合同研究会は2ヶ月に1度のペースでの開催を継続している．産学連携を促進するために開発し

た3つのベンチマーク問題（ハイブリッド車燃費問題，操縦安定性‐燃費両立問題，エンジン非線形同定問題）

については，問題ごとに約 15 研究団体が挑戦中であり，10 月 23 日に中間報告会を実施した．これらの挑戦者

には，IFAC-AAC2013のOSにも参加いただく予定である．  

（２）鉄鋼協会連携WG 

これまでの ISIJ 学術部会との連携に加え，ISIJ 技術部会との連携について，その必要性や狙いも含めて検



 -8- 

討を進めている．ISIJ, SICE協賛の IFAC MMM2012を9月に岐阜で開催した．関西支部内に立ち上げた共

同研究会は一期で終了するが，後継プロジェクトの立ち上げを検討中．  

（３）委員会活動 

第一回の委員会（5月23日）では，各WGの活動内容を確認するとともに，「官」との連携がないこと，上

記2分野以外への取り組みが広がっていないことなど，当委員会の現状が必ずしも「産官学連携」に向けての

活動範囲，対象，役割と整合の取れたものになっていないこと，が問題視され，これを受けて，委員会として

の活動の範囲，対象，組織・体制の見直しについての検討に着手した． 

第二回の委員会（10 月 25 日）では，第一回の委員会以来の検討事項にも深く関わる「SICE 中期事業計画

立案における当委員会の中期活動計画（案）の策定」を巡って以下のような議論があった． 

１） JSAE連携は制御部門の「プラントモデリング部会」および部門連携・活性化専門委員会配下の「自動車技

術会との連携専門委員会」の活動と，また ISIJ連携は制御技術部会および関西支部の活動と，整理が必要． 

２） 制御部門や関西支部以外の部門・支部でも産官学連携への取り組みがあるはず． 

３） 具体的なアクションは部門・支部が担うべき．当委員会は，産官学連携を企画すること，ビジョンの策定を

通じて抽出された課題を部門・支部に繋ぐこと，を担うべき． 

以上の議論を受け，以下を骨子とする中期活動計画（案）を策定した． 

・部門・支部と連携して，ニーズとシーズのマッチングの場の提供 

・企画・ビジョンに関わる委員会と連携して，官・公的機関との交流・連携推進 

・事業協議会や教育に関わる委員会と連携して，産学連携による人材育成 

・国際委員会と連携して，グローバル産学連携（オープンイノベーション）の推進 

以上の実現に向け，2013年度は，関係委員会，部門・支部の協力のもと，当委員会の組織・体制の整備に着手

する予定である． 

 

２．１４ 国際標準化委員会  

SICEは，その準備期間として「制御システムセキュリティ検討タスクフォース」に参画していたが，2012年

度に「制御システムセキュリティセンタ」が正式に立ち上がった．今後の具体的な連携内容について，関連する

産業応用部会との連携を深めながら取り決めていく必要がある． 

国際標準化賞に関しては，より公正さと厳密性を高めるために推薦帳票類の見直し作業を小委員会内で行い改

定を実施した． 

友好工業団体である日本電気計測器工業会（JEMIMA）との相互協力による連携を行った．具体的には，

JEMIMA が主催する計測展で SICE によるテクニカルセミナとブース出展を行い，SICE が主催する年次大会

(SICE AC)では，JEMIMA企画によるワークショップを英語で実施いただいた． 

（１）技術研究組合法人 制御システムセキュリティセンター 

2011 年のタスクフォースからの準備期間を経て，「制御システムセキュリティセンター（略称 CSSC）」が正

式に立ち上がった．創立記念シンポジウム（7/13）には，SICEからも白井会長らが招待された．SICEからは産

業応用部門内のネットワーク部会も関係するため，同部会との連携を深めることで，CSSC への協力関係をさら

に深めることとなった． 

（２）消費者機械のシステム機能保証WGの推進 

 OMG（Object Manage Group）と協調し，標準化の準備を進めた．2013年3月を目標にOMG RFP（Request 

for Proposal: 新標準化作業提案) を作成する事になった． 

（３）粘度計国際標準化WGの推進 

 1月の発足から3回の委員会を開催した．この間の ISO化へ向けた取り組みとして，振動粘度計のエビデンス

を伴った普及を目的として，委員の石油メーカーと大学により従来法との精度比較や性能評価に関する論文化を

目指した活動を進めるとともに，粘度計の適用事例調査や TC/SC 関係団体へのアプローチのための調査等を進

めた． 

（４）SICE国際標準化賞 

5月15日に開かれた国際標準化賞候補者推薦小委員会にて，功績賞1名の選考が行われた．残念ながら奨励賞

については該当者なしの結果になった．候補者は学会賞委員会での選考を受け，6月15日の理事会内にて承認さ

れ，SICE 2012 in Akitaの期間中に授与式が行われた． 

（５）関連友好団体との連携 

SICE 2012 in Akita に併設して，「東日本大震災からの復興：安全・安心とエネルギー効率向上」と題した国

際ワークショップをJEMIMAの協力を得て企画実施した．JEMIMA技術委員会に所属する専門家による分かり

やすい解説で，放射線計測およびこれからのエネルギーのあり方を計測と制御という技術視点からの講演を受け，

海外からのSICE 2012 in Akita の参加者にも好評であった． 
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（６）SICE 2012 in Akita での標準化OS 

2009年度の福岡で始まったSICE ACでの国際標準化OSを，引き続き2012年度 SICE 2012 in Akita でも

開催した．そこではタイのフィールドネットワークに関する教育事情などが紹介され，国内外のプロセス制御に

携わる出席者の興味を惹いた． 

 

２．１５ 学会連合推進委員会 

  横断型基幹科学技術研究団体連合(横幹連合)，システム制御情報学会（ISCIE）などと連携して学会横断的な

活動を実施した． 2012年度の活動の概略は次の通りである． 

（１）2012年4月25日に山上会館にて開催された横幹連合通常総会に出席した．総会において日本品質管理学

会より文部科学省に向けた「教員養成コア・カリキュラムへの教科横断的問題解決教育提言」への賛同依

頼を受け，SICEとして賛同する旨を会長名で回答した． 

（２）2012年5月22日に京都テルサにて開催された「ISCIE-SICE連携pj企画運営会議」（第1回）に出席． 

（３）2012年5月24日に第1回委員会を開催した．委員会では，2012年度計画に対する進捗（SCI2012 にお

ける I-S連携アンケート実施，将来ビジョン委員会とのジョイントワークなど）を確認するとともに，ア

クションアイテム（自動制御連合講演会および横幹連合シンポジウムでのOS企画など）に対し，関係部

門・部会の協力を得てSICEとしての方向性・戦略性を織り込んだ対応をしていくことを決定した． 

（４）2012 年 10 月 25 日に第 2 回委員会を開催した．委員会では，SICE 中期事業計画立案における当委員会

の中期活動計画（案）の策定に向け，「関連友好団体との連携推進」，「プレゼンス向上に向けた取り組み」

を核に検討を行った． 

（５）2012 年度より新しく発足したライフエンジニアリング部門の協力を得て，横幹連合シンポジウム（2011

年11月1～2日，日本大学津田沼キャンパス）におけるOSを企画・実施した． 

（６）横幹連合シンポジウムの会長懇談会に際し，横幹連合より学会紹介パネルの作成，および横幹連合設立10

周年に向けてのアンケート回答の要請を受け，SICEとしての対応を行った． 

（７）制御部門・社会基盤システムにおける分散意思決定のためのシステム制御調査研究会の協力を得て，第55

回自動制御連合講演会（2012年11月17～18日，京都大学）にて2つのOSを企画・実施した． 

（８）2012 年 11 月 17 日に京都大学・吉田南キャンパスにて開催された「ISCIE-SICE 連携 pj 企画運営会議」

（第2回）に出席． 

（９）2012年11月に横幹連合経由で，JST研究開発戦略センター（CRDS）による時限プロジェクト「システ

ムイノベーションのための課題発掘調査（Exploring Problematique in Systems Innovation 2012: 

EPSI2012）」（2012 年 11 月より 2013 年 2 月まで）に対しSICE としての支援要請（数名の特任フェロ

ーの参画要請）を受け，戦略的観点から将来ビジョン委員長の山本義春教授（東大），および SICE City

委員会コアメンバーの久保田直行教授（首都大）を推薦した． 

 

２．１６ 教育・認定委員会  

（１）計測制御エンジニア試験・認定ＷＧ 

1) 2012年の｢計測制御エンジニア認定試験｣は，地方開催も含めて4か所にて実施され，初級計測制御エンジ

ニア21名，計測制御エンジニア補1名，計測制御エンジニア6名，合計28名が合格した． 

2) 秋田会場の試験は，2011年8月21日（火）に秋田大学工学部資源学部（SICE Annual Conference会場）

において実施され，推薦計測制御エンジニア2名が合格した．東京会場の試験は，2012年10月12日（金）,13

日（土）に横河電気㈱で実施され，初級計測制御エンジニア2名,計測制御エンジニア補1名，計測制御エ

ンジニア2名，推薦計測制御エンジニア2名が合格した．北海道地区の試験は，2012年9月8日（土）室

蘭工業大学で実施され，初級計測制御エンジニア3名が合格した．中部地区の試験は，2012年11月11日

（日）名古屋大学東山キャンパスにて実施され，初級計測制御エンジニア16名が合格した．  

3) 地方開催の継続性 

中部地区における試験は，中部支部の全面的なバックアップのもと，支部メンバーを中心に試験官等を実
施し，東京地区からは，試験取りまとめ担当 1 名と事務局 1 名のみの出張にて試験を実施するなど，最小
限の人員で効率的な運用の中で実施された．北海道地区においては，2年目に入り，少しずつ体制を整備し
ていきたい．地方支部の状況に応じた対応で継続性を担保していきたい． 

4) 認知度向上を目的に，第55回自動制御連合講演会（京都大学）において，11月17日に計測制御エンジニ

ア会の協力を得てオーガナイズドセッションを実施，計測制御エンジニアの取組み内容の相互発表と交流

の場を作ると共に認定試験の広報活動も行った． 

（２）CPD-WG 

1) 2011年度のCPDポイント登録者数は229名であった．学会規程に従い50点以上獲得の正会員，学生会

員に対し，年会費還元特典の付与を決定（対象者59名），さらに，高ポイント得点者の上位3名を8/22
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の｢SICE Annual Conference/(於)秋田大学｣に合わせて表彰した． 

2) 2012年度はCPDポイント集計システムの更新にともなう過渡期になるため，会員からの用紙でのポイン

ト申請と事務局による手作業による集計を実施したが，2012年度中に新システムに移行される予定である

ため，来年度からシステムによる集計が可能になる予定である． 

（３）日本工学会CPD協議会対応WG 

日本工学会では主テーマとして「効果的な日本技術者教育方法」を模索しており ECEプログラム委員会を
2009年に立ち上げた．これは１年間程度の期間で塾形式で企業技術者を教育するECEプログラム
（ECE:Engineering Capability Enhancement)であって，現在までに２プログラムが完成している．ECE委員
会ではSICE続プロセス塾の評判も把握しており，まさにECEプログラムの好例であり，日本工学会認定として
相互情報交換を希望されている．広報の意味でも技術の他学会への波及・指導の意味でも，今後の日本工学会と
の連携は塾として望ましい．   

（４）JABEE-WG 

SICE 関連分野での受審に不利にならないよう，｢日本機械学会｣および｢電気学会｣からの連絡を密に，かつ円

滑に行うため，各学会担当窓口の体制を継続している． 

（５）人材育成塾WG（SICE続プロセス塾）  

SICEによる人材育成を継続していくため，SICEプロセス塾（2006年度～2007年度）の続編として2010年

10月22日に再開校したSICE続プロセス塾｣は，SICEプロセス塾の講師陣，資産，成果を活かす形で，同じく

3年間計画の基，計100名のプロセス･エンジニアの育成を目指し再スタートした． 

2012年度｢SICE続プロセス塾｣は，最終年度を迎えている，6月1日に開講，34名の塾生が入塾し，8月北海

道苫小牧（王子製紙），10 月京都（京都大学），12 月東京三鷹（横河電機），3 月福山（ＪＦＥスチール）が

実施予定されている．今年度を終了すると合計約200名の「志と価値観を一つにする」現場技術者集団が醸成で

きたことになる．来年度以降も塾を継続する方向で検討している． 

 

２．１７ Annual Conference（AC）委員会  

（１）SICE2012 

SICE2012は，2012年8月20日(月)～23日(木)に，秋田大学手形キャンパスにて，井上浩実行委員長（秋田

大学），曽根秀昭プログラム委員長（東北大学）の下で開催した．また，SICE Week2012は，秋田拠点センター

ALVE多目的ホールにおいて，AC直前の2012年8月18日(土)～19日(日)に開催した．今回のACは，2000年

の部門制スタートおよび旧学術講演会の 2002 年からの国際会議化以来，初めての東北地方開催であったが，13

ヵ国から470編近くの論文投稿があり，34名のTrack Chairによる査読プロセスを経て，448件の論文が採択・

発表された．4 件の Invited Plenary Talk，3 件の Tutorial/Workshop，74 件の Technical Session（29 件の

Organized Sessionと2件のPoster Sessionを含む）が実施され，ワークショップや SICE Week 2012公開イ

ベントを含めた参加者総数は，約1,000名であった．SICE Week 2012は，小学生から高校生，高専生までの幅

広年齢層を対象とするため，レゴブロックのマインドストームズを用いたロボット工作教室を計画，秋田県教育

委員会を通じて県内421校（小学校：237校，中学校：125校，高等学校：59校）にチラシを配布，当初の予定

を大幅に上回る147名の事前参加予約を得た．工作内容は，難易度に応じて初級，中級，上級及びプロ級の4種

類のコースを設定，工作時間は各コースとも90分間として，2日間で6回の教室で実施した．小学生を対象とし

た初級コースは，保護者同伴であったため，多くの親子連れで会場は終始賑わいを見せた．来場者数はおおよそ

300 人以上であった．イベントの様子は地元テレビ局や新聞にて報道され，計測と制御分野における本会の活動

を広く知らしめることができた． 

（２）今後のSICE Annual Conferenceについて 

・SICE2013は，2013年9月14日(土)～17日(火)に，名古屋大学にて，大日方五郎実行委員長（名古屋大学），

鈴木達也プログラム委員長（名古屋大学）の下で，開催の予定． 

・SICE2014は，北海道大学で開催の予定． 

・SICE2015については，AC委員会内で議論の末，CCC2015との協力の下，中国での開催を方針決定した． 

・SICE2016については，関東地区での開催の予定であり，AC委員会内で候補地の検討を進めている． 

・今後のAnnual Conferenceのあり方について，AC委員会内のみならず，拡大AC委員会や拡大理事会等でも

意見を伺い，議論を行った． 

 

２．１８ 会員・広報委員会  

2011 年度のY５０における多彩かつ充実した広報活動を踏まえ，2012 年度は「攻めの広報」，「ロバストな会

員集団」をキーワードとして３つのワーキンググループ（ＷＧ）体制で積極的に活動を行った． 

（１）会員ＷＧ 

会員退会の抑制および新規会員確保を目的とし，これまでの会員属性調査の結果を受け会員確保に結びつく活

動を行った．2012 年 1 月に理事会で承認された会員増強タスクフォースの方針にもとづき，各理事，支部，部
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門のご協力により，11月10日現在正会員20名，学生会員12名，さらに賛助会員についてはソフト系などの新

しいドメイン，中小企業，外資系を含む新規勧誘を積極的に進めた結果10社の入会につながった． 

また昨年度好評であった本分野における著名な講師によるチュートリアルも2012年12月7日（金）に三鷹産業

プラザにて，元横河電機株式会社 若狭裕氏，慶応大学 本多敏氏，アズビル株式会社 奥津良之氏を招聘しご

講演いただいた．聴講者数： 27名（正会員4名，学生会員1名，会員外11名，学生会員外11名） 

（２）広報ＷＧ 

初めての秋田でのAC開催の場で東北の復興に貢献する学会としてSICEのプレゼンス向上を図るため，白井

会長インタビューやロボット教室取材対応など戦略的な広報活動を行った．その結果，秋田魁新報，河北新報の

地元紙，秋田朝日放送，秋田放送の地元テレビ局，日本計量新報等へ掲載された． 

また，英文の新学会案内が，7月20日に初版が完成した． 

（３）Web ＷＧ 

Webページを通してSICEのプレゼンス向上を図ることを目的とした活動を行っている．Y50で制作したビデ

オ掲示板とオンラインハンドブックの利用を活性化するため，部門協議会，会誌編集委員会に対して協力を依頼

した． 

 

２．１９ IT委員会  

 2012年度は，事業計画に基づき，以下の業務を遂行した． 

（１）新会員情報システムの立ち上げ 

①イベントシステム(部門大会，支部大会，Annual Conference他向け)，②論文査読システム，③会員情報シ

ステムについて，各システム間の連携を考慮しながら，会員情報システムに対し東京コンピュータシステムとの

契約を締結し，旧システムからのDBの移行・カスタマイズを含めたシステム構築を行い，12/3にシステム公開

を行い，会員による利用を開始した． 

（２）新会員情報システムを利用した情報共有システムの立ち上げ 

具体的なMyPageでの情報提供内容や理事会直轄の各委員会での資料共有方法などを検討し，会員の専門領域

のキーワードの見直しを全部門に依頼し，情報入力を全会員へ依頼し，新しいSICEの情報共有システムを立ち

上げた． 

（３）従来資料の電子化の検討 

 従来，紙ベースで保存しているSICEの各委員会・部門・支部の資料を電子化するための中期的なスケジュー

ル及び，各部門からの課題抽出を行った． 

（４）SICE事務局 ITシステムの改善 

SICE 事務局の事務局ネットワークを再構築し，コストダウンを実現した．また，クライアント PC を２台導

入し，今後，計画的に事務局 PC は更新していくことを IT 委員会で決定した．さらに，ファイルサーバの容量

限界を考慮し，新たにNASを導入した． 

（５）次期委員長の副委員長化によるスムーズな事業推進体制の構築 

 従来，IT委員会は，前委員長が副委員長となっており，年度はじめのスムーズな事業推進が難しくなっていた．

これに対し，次期委員長を副委員長とすることにより，スムーズな業務の引継ぎを可能とした． 

 

２．２０ 総務委員会 

3 月 2 日の早期の会長・総務引継ぎ会議を皮切りに，事前 adhoc2 回，定例総務委員会 5 回，財務関係の予算

小委員会幹事会 8 回を開催し，精力的に 2012 年度の制度・財務両面にわたって 2012 年度の課題の検討と事務

局業務の整流化を進めた．2010年度からのY50と(公社)移行に伴う事務局高負荷状況から今後の定常状態へのバ

ランス・バンプレス移行に依然課題が残るが，本年度策定した総務委員会の中期事業計画により新しいSICEに

向けた活動のための準備は整った．その他の活動内容はつぎのとおりである． 

（１）各会務の引き継ぎ事項・懸案事項の整理を行い，3 月中の理事担当会務および委員会の実質的引き継ぎを

支援した．2010年と同様に，ほぼすべての委員会で早期の引き継ぎが実行され，具体的な活動がスタートでき

た． 

（２）会長・副会長が担当した会務横断的ミッションについて協力を行った．また，関連の委員会，事務局と連

携し，理事会の円滑な運営を含む業務のより一層の効率化を目指した． 

（３）財務面では，支部・部門が，新公益法人制度に対応した会計を行うように財務運営を行った．また，予算

設計については，支部・部門の予算設計方式および見込みの精度向上に向けた取り組みを行った． 

（４）事務職員の昇給，昇級，賞与などについて検討し，決定した．また，事務局員のスキルの向上と公益法人

化後における業務効率向上につながる環境整備を行った． 

２．２０．１ 制度小委員会  
2010年の新法人設立と同時に設置された制度小委員会の実質的な活動を本格化し，新法人の直轄規程等の整備
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について，2011年度に分類した規程群の整備の優先度に従って，順次整備を行った．具体的には，(公社)版の直

轄規程等の第2段階，第3段階の整備計画を見直し，直轄委員会規程については6月の理事会において改正制定

を行うことができた．また，8 月の理事会において事務局長規程の制定を行った．次年度は，引き続き，第3 段

階以降の規程等の早期改正承認作業を加速する． 

２．２０．２ 予算小委員会  
2011年度に引き続き，公益社団法人としての会計基準に基づく予算立案を行うと共に予算管理，決算を実施し

た．年度初期に予算未経常分の収支悪化が顕在化したが，追加での支出抑制と部門大会等での収入増加の対策を

立案した．実施状況については，初めての上半期決算を実施し予算執行状況の把握を行っており，現在までに年

初予算計画に対して悪化は顕在化していない．  

本年度のトピックとしては，財務基盤強化へ向けた中期計画の検討開始がある．3 年間での段階的な単年度赤

字解消へ向け，実算把握を基礎とした次年度の予算精度向上，及び制度の見直し，会員増へ向けた戦略的予算立

案などを検討しており，予算小委員会，部門協議会，支部協議会それぞれでの2度の議論を実施している．本年

度はこれらの基礎となる実算把握を前述のとおり行っており，翌年度の予算精度向上へと繋げた．同時に，同時

に，予算，決算の集計処理の遅れが顕在化したものの，学会全体での予算規模の評価とフィードバックを行い，

積上げ方式による予算の精度向上を図っている．今後はこれらを具体化し実行に移すとともに，財務管理を強化

していくことが重要と考える． 

 

３．部門協議会  
部門は，SICE の学術・技術に関する活動の中心的存在として，各部門，部会，調査研究会が自立的あるいは

相互に情報交換を行い連携して活動を活発に展開して来た．支部および将来ビジョン委員会と共に部門・支部グ

ループを形成する中で，学会の一層の活性化を目指す体制を構築して活動を継続している．具体的な学会活性化

の取り組みとしては，部門と支部の連携，先端融合システムズアプローチ創出委員会の活動をはじめとする部門

連携・活性化専門委員会（部活委）による部門横断型活動とインキュベーション活動，SICE 企画委員会および

将来ビジョン委員会との連携などがある． 

以下，主要な項目ごとに報告する． 

（１）新部門（ライフエンジニアリング部門）の活動活性化 

部活委とライフサイエンス技術専門委員会における長年の活動実績と検討の結論として先年度に発足したライ

フエンジニアリング部門は，SICE の技術基盤であるシステム論的アプローチを駆使して，ライフエンジニアリ

ング領域を先鋭化させることを目指している．特に，人間を含む生物を1つのシステムとして，そのメカニズム

を明らかにする構成的解析手法を開発･活用する．年 1 回のライフエンジニアリング部門大会を始め，統合情報

生物工学，電気生理運動学，ユビキタスヘルスケアの各部会によるシンポジウムなどを開催することで，この分

野の研究者の交流や情報交換の場を提供するなど活動の活発化を進めた． 

また，ライフエンジニアリング部門発足の実質的母体となった生体・生理工学部会は，これまでシステム情報

部門の傘下にあったが，活動の効率化や運営の容易化を図るためにライフエンジニアリング部門への移行を行い，

当該分野のさらなる活性化を目指した． 

（２）広報活動・会員サービスの充実 

会員管理システムのリプレースに伴い，部門キーワードの見直しを行ない，近年の技術傾向に即したキーワー

ドの追加・修正などを実施した他，オンラインハンドブックの内容拡充やビデオ掲示板の拡充などについては，

見直しのプロセスなどを全体議論し，記事内容の更新・追加について部門で検討継続を図っていくことを確認し

た．また，計測展のSICEブースにおける部門紹介パネルの展示や，Annual Conference 2011での部門部会紹

介のポスターセッションのHPアップなどにより，会員・非会員向けにSICEの学術・技術活動のPRを図った． 

（３）中期活動計画の策定 

 企画委員会主導により，部門とともに部門協議会としての中期活動計画を検討．2017 年の姿として，『SICE

全体の活性化と学会としてのポジション向上に向け，計測・制御・システム分野に関わる社会ニーズに対して，

網羅的かつ包括的な技術カバーリングを実現する部門体制構築を図るとともに，部門活動の拡大･発展をサポート

するための組織面・広報面・財務面の課題協議の場として有機的に機能していること．』の実現を目指して，主要

な実施項目の明確化と5年間の実施計画を策定した． 

（４）部門運営 

 部門協議会の定例活動として，各部門の状況報告による学会活動全般の情報共有化を行った．具体的には，各

部門運営委員会報告，各部会・調査研究会活動報告，行事計画・予算報告，学会賞報告とそれらの理事会への報

告，部門共催・協賛などの承認およびそれらの理事会への報告，国際会議共催等の国際委員会への報告，遊休資

産取り崩し申請報告・承認，などを行った．特に本年度は，総務委員会予算小委員会作成の予算策定方針に基づ

き，現在のSICE財務状況を把握するとともに，今後の部門活動のあり方について，交付金／50％ルールの撤廃

が現状の部門活動に与える影響なども踏まえた形で議論．部門活動活性化のための旧基金の活用などを含め，今

後の部門内での議論深化を図った． 
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また，外部共催に伴う冠賞授与への積極参画や幅広い対象者からの選考による表彰，部門賞の新設などを通じ

て，一般認知の向上とともに研究者のインセンティブ向上を図る施策を部門中心に実行，賛助会員増加などに貢

献した． 

（５）部門連携・活性化専門委員会（部活委）／先端融合システムズアプローチ創出委員会 

部活委のミッションは，新分野のインキュベーション，異分野の連携の促進，外部に向けてのプレゼンスの強

化などである．特に本年度は，新分野の創出の仕組みづくりを担う先端融合システムズアプローチ創出委員会の

活動を活性化，3回の委員会開催の他，当該委員会の運営方針を検討する運営構想小委員会をSkype会議の形で

4回，幹事会を30回程度開催するなどで議論機会を大幅に増やした．これらの活動の結果として，新分野や未踏

分野創出を目指すWGとして，“不便益システムWG”，“応用クリフォード代数WG”の２WGを立上げ，活動を

スタートさせた． 

（６）部門・支部連携 

 部門と支部との連携を深めるために，昨年度に引続き，部門協議会の開催を支部と合同で開催した．本年度は

九州支部運営に携わられている方々と部門協議会メンバーとで，支部の紹介，部門の紹介，地域と部門との関係，

支部における運営上の問題など，多岐にわたって意見交換を行なった．部門の支部地域におけるイベント情報の

共有が図られていないことなどが課題として認識され、今後の IT化等を活かした連携の重要性が確認された。 

 

３．１ 計測部門  

計測部門は，科学と産業の発展に必要不可欠で，社会の安全・安心に資する基盤技術である計測技術の開発，

進歩，普及に寄与するための活動を継続している．また，新しい技術を用いた計測手法の開発や新たな計測分野

の開拓に関して専門的な活動を行っている．本年度の主な活動は以下の通りである． 

（１）研究活動の場と情報の提供 

部門大会として，第29回センシングフォーラム（SF）を茨城大学日立キャンパスにて開催し，計測・センシ

ングの幅広い研究分野にわたり情報の集積と発信を行いつつ，研究者間の交流を促進した．また SF への投稿件

数，参加者数の増加を図る目的で，SFと連動して論文集の特集号「次世代センシング最前線」（2013年12月号

の予定）を企画した．一方，各部会・調査研究会ではSICE2012のOSを計7セッション企画し，SICEにおけ

る部門のプレゼンス向上に貢献した．SF においてはスマートセンシングシステム部会が OS を企画したほか，

他の部会・調査研究会も各分野の一般セッションの編成を主導した．また各部会・調査研究会が独自に研究会，

シンポジウム，講演会，講習会，見学会などの行事を主催し，各研究分野における情報収集と人材交流を促進し

た． 

（２）部会・調査研究会活動の活性化 

昨年度設立が承認されたアンビエント・センシング応用部会が活動を開始し，その第一歩としてシンポジウム

を共催した．ネットワークセンシングシステム部会が，対象とする研究領域の実情に合わせて活動を強化すべく，

スマートセンシングシステム部会へと改称した．温度計測部会が設立 50 周年となる記念講演会を開催し，さら

なる発展への新たな一歩を踏み出した． 

（３）部門運営に関するトピックス 

計測部門論文賞の対象論文 1 件，計測部門技術奨励賞の対象者を 5 名選定し，SF のランチョンミーティング

において表彰した．また部門の広報の一環として，SENSOR EXPO 2012においてポスター展示を行った． 

 

３．２ 制御部門  

制御部門では，制御理論部会と制御技術部会を2つの主軸として活動を続けてきたが，第3の軸としてプラン

トモデリング部会が 2009 年度に設立された．今年度は，これら 3 つの部会を中心として，学会の内外に情報を

発信するとともに，研究者，技術者，学生などの部門の構成員に対して，魅力ある活動を展開した．具体的には

以下の通りである． 

（１）研究活動の場と情報の提供 

制御部門大会，部会・調査研究会が企画運営する 4 つのシンポジウム（第 12 回適応学習制御シンポジウム，

第3回ブラントモデリングシンポジウム（上記の2件は合同で開催），第29回誘導制御シンポジウム，第41回

制御理論シンポジウム），2回のセミナー，その他部会・調査研究会が主催する研究会，ワークショップを開催し

て，制御部門の研究者，企業関係者，学生が活発に議論をできる場を提供した．特に，3 月に奈良県文化会館で

行った制御部門大会は335名が参加する盛大なイベントとなった．若手研究者をはじめとして数多くの制御研究

者，技術者などが参集した．  

（２）制御部門の将来計画，マルチシンポジウム化への移行 

会員数の減少とともに，現状の制御部門の活動を維持することが難しくなりつつある事態を鑑み，部門の構成

員に対するサービスのあるべき姿を議論し，部門大会やシンポジウムのあり方，各部会の目指す方向性，部門の

活動を効率的に行うための組織見直しなどの議論を開始した．  

とくに部門のメインの会議を，現在の部門大会の形態から，部会・調査研究会がこれまで運営してきたシンポ
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ジウムをまとめて開催するマルチシンポジウム化に関して集中的に議論を行った．その結果，部門大会は 2013

年3月の福岡開催のものを最後とし，2014年からはマルチシンポジウムとして開催することとした．（会場は電

気通信大学を予定） 

（３）研究成果発表の促進 

制御関係の研究成果の発表を促すために，部門大会のプログラム委員会が中心となって新たな企画を行った．

1つは和文論文誌での特集号の編集で，今年度の部門大会における発表論文の投稿を呼びかけた．2013年2月号

での掲載を予定している．もう1つは，次年度の制御部門大会での特別ポスターセッションで，学生の予備的な

研究成果発表，および企業による技術紹介となっている． 

（４）部門賞  

パイオニア賞1名，制御部門大会賞1件，制御部門大会技術賞2件，研究奨励賞5名を贈呈した． 

（５）対外連携の強化 

1) SICE内では他部門との連携を強化し，情報の共有による活性化を進めた． 

2) 国際会議誘致のバックアップを積極的に行い，IFAC Symposium on Advances in Automotive Control 

2013への協力を進めている． 

 

３．３ システム・情報部門  

システム・情報部門は，主に，基礎理論から工学的実システム，さらには社会経済システム，生命システムな

ど多様な広がりを持つシステム・情報分野の研究者，技術者，学生を主な対象として，SICEの会員にとって魅力

ある活動を展開することを目標に，以下の事業を展開した． 

（１）研究活動の場と情報の提供 

システム・情報部門学術講演会(SSI2012)，ならびに傘下の部会・調査研究会で合計35回の事業活動(共催・協

賛行事，シンポジウム，研究会，サマースクール)を実施した．  

（２）部門および部会・調査研究会の活性化への取組み 

今年度より，システム工学部会での活動実績に基づき「社会システム部会」を新設すると共に，スマートモビ

リティ調査研究会を設置し活動を開始した．また，部門学術講演会(SSI2012)では，横幹連合による「東日本大震

災の復興プロジェクト」に関するセッションを実施した． SICE2012で多数のOrganized Sessionを企画し，シ

ステム・情報分野における国際化に大きな役割を果たした．若手・学生向けの第18回創発システムシンポジウム

「創発 夏の学校」などを通じて部門の将来を担う若手の育成にも注力した．調査研究会である分子ロボティクス

研究会では，毎月の月次例会，合宿などを行い活発な活動を行った．  

（３）部門運営に関するトピックス 

本部門は独自にシンポジウムを実施する部会も複数存在し，また別の部会等がそれにセッション企画し参加す

るなど，部会，調査研究会が自律分散的・ボトムアップ的に連携融合し活動を行っていることが特徴であるが，

部門として共通の課題に取り組み，部会・調査研究会の活動を支援・補完する体制を構築してきており，将来構

想委員会，企画・事業委員会など常設委員会がこの任に当っている．今年度末の生体生理部会のライフエンジニ

アリング部門への移籍に伴う当部門の活動範囲についての検討も行った．今年度は，タスクフォースの活動とし

て，部門ホームページの改定による分かり易い情報提供と，部門賞の見直しを行った．さらに，部門運営委員会

の会議資料を電子化し，メーリングリストの活用と共に，会議の効率化を行った．また，部門学術講演会は各部

会の担当となるが，規模の大きい会議の前年度からの引継ぎの円滑化を意図してローカルアレンジを担当する部

会とプログラムを担当する部会の２部会連携運営体制が定着しつつある． 

 

３．４ システムインテグレーション部門（ＳＩ部門） 

複雑化するシステムに対処するためには，分野の垣根を超えた人と人との結びつきによる知の統合が不可欠で

ある．産業界や社会全体との連携を深める仕組み作りに積極的に取り組み，SICE の会員にとって魅力ある活動

を展開することを目標に事業を展開した． 

（１）部会・調査研究会活動の活性化 

部門設立から 10 年余りになり，所属する部会の活動目的が時代の要求とかい離しつつあるものが見受けられ

るようになり，本年度は，相互作用と賢さ部会を発展的解消とし，19部会と3調査研究会を組織し，それぞれ独

自性を持ちつつ，シンポジウム，研究会，見学会，コンテストなどの多様な企画を実施し，1 年を通じて闊達な

活動を展開した．本年度は各部会の活動状況を運営員会にて一括して把握することを開始し，今後も部会の統廃

合を進めるなどで活性化を図っていく． 

各部会・調査研究会の活動を展開する場として，オーガナイズドセッションをベースとした部門講演会を開催

している．2011 年 12 月に京都大学にて開催された部門大会(SI2011)（2012 年度予算計上事業）には,計画を大

きく上回る 1,230 名の参加で開催したのに引き続き，2012 年 12 月には福岡国際会議場にて，2012 年度部門大

会(SI2012)（2013年度予算計上事業）を参加者1134名を得て盛況に開催した． 
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新たな分野として，天体観測に関する技術調査研究委員会(2013年1月から)を設立することとした． 

（２）連携推進 

部門大会と連携した企画として，2012年12月は九州大学で，5回目の IEEEとの共催でシステムインテグレ

ーションをテーマとした国際会議SI International 2012(SII2012)を開催し，222名の参加者があり，システムイ

ンテグレーションの国際会議として定着しつつある．この他，3 月に山口萩で開催されたロボティクスシンポジ

ア，10月にポルトガルで開催された IROS2011を共催するなど他学会との連携を継続した． 

（３）優れた成果や人材の見える化 

昨年に引き続き，部門賞の選考にあたりSICE会員に限らずに顕著な成果を挙げている業績を積極的に推薦し

て，システムインテグレーション分野の人材や技術の見える化を進めるとともに，残所会員を含めた会員勧誘に

結びつけた． 

（４）リアルタイムな情報発信 

従来の運営委員会資料の電子化によるペーパーレス化を継続するとともに，整備してきた情報インフラによる

新しい部門ホームページを継続し，Googleカレンダを活用した部門行事カレンダを整備するなど，情報共有を運

用しながら問題点などを改良した．各部会・調査研究会の最新情報とのリンクはあるもののアップデートできる

体制の構築が課題となっている．その一方で，各部会が関与する各種行事につては，学会運営管理の都合上，部

門運営委員会で一括して情報管理する体制を整えたことから，可能な限り情報発信につなげた． 

 

３．５ 産業応用部門  

産業応用部門は，「実践が理論を越える，技術を生み，技術を役立て，技術を評価する産業応用部門」をキャッ

チフレーズに，計装技術交流部会，流体計測制御部会，計測・制御ネットワーク部会の３部会と計測制御エンジ

ニア会を中心として，シンポジウム・講習会などの開催，部門表彰，各大会への協力などを実施し，学会および

産業界での活動を行った． 

流体計測制御シンポジウムの活性化を図ると同時に，将来，本会に関連した産業応用技術分野で活躍と貢献で

きる人材の育成を期待し，満３０歳未満の本会学生会員を対象として新たに流体計測制御シンポジウム ベスト

プレゼンテーション賞を設けた． 

 

３．６ ライフエンジニアリング部門（ＬＥ部門）  

ライフエンジニアリング部門は，生体の巧妙な仕組みの解明しその成果を医療・福祉・健康分野へ応用するこ

とを目的に，発足した．ゴールは，ライフサイエンス分野における SICE の“顔”として，“システム力”を駆使し

て，社会，個体，臓器，細胞，分子の広いレベルにおいてヒト研究を先鋭化させる受け皿として機能させようと

するものである．本部門は，統合情報生物工学部会，電気生理運動学部会，ユビキタスヘルスケア部会の3部会

からなる．3月16日に第1回部門運営委員会を開催し，今年度の運営体制の確認と，各部会の活動計画を承認し

た．さらに，部門の広報活動を充実すること，部門の表彰規定を制定し，ライフエンジニアリングシンポジュウ

ムを開催することを確認した．また同日午後に，第1回ライフエンジニアリングシンポジュウム（参加者19名）

を開催し，LE 部門の概要を紹介した．部会の研究会として，3 月 4 日に第１回電気生理運動学研究会（一般講

演 9 件，特別講演 1 件，参加者 29 名）を開催した．なお，特別講演はインターネット中継を実施した．9 月 6

日には，第 1 回統合情報生物工学部会見学会・講演会（参加者，会員 3 名，会員外 1 名）を開催した．ユビキ

タスヘルスケア部会においては，10月25～27日に韓国Gyeong Juで開催された9th International conference 

on Ubiquitous Healthcareを共催した．この国際会議は，次年度ユビキタスヘルスケア部会が主催し，横浜で開

催する予定である． 

 

４．将来ビジョン委員会  
将来ビジョン委員会は，4月25日，7月30日，10月22日と3回開催した． 

今年度は，前年度に引き続きSICE-City委員会の活動継続を行うとともに，先端融合システムズアプローチ創

出委員会の活動を継続・発展させた． 

また新たに，Y50 VPP小委員会，社会的課題抽出・展開専門委員会と連携し，SICEの将来ビジョンの提案を

継続的に行うしかけと仕組みづくりについて検討した．具体的には，多様な分野を横断しつつ社会的な課題抽出

や課題評価，課題解決を行う戦略的なシステム構築を如何に促進するかについて議論を重ねた．その結果，次年

度より以下のような取り組みを行うことを決定した． 

1) 本委員会に「ビジョンプロデュース小委員会（VP小委員会）」を設置し，Y50-VPP小委員会の活動を継承す

る． 

2) VP小委員会の活動目的は，①社会発の問題提起を受け，②その分析と構造化等を行い，③SICEとしての解

決ビジョンを創出することとする． 
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3) 具体的には，①および②の手段として，シンクタンクの研究員や産業会の指導的人材等を招聘し「ビジョン

プロデュースフォーラム」を年2回程度開催する．テーマ設定はVP小委員会で行い，大学・企業の（若手）

研究者を中心に参加者を公募し，③の目的のもと，ゲストに社会的課題の構造を紹介していただき，解決の

ための斬新なビジョンの醸成を計る． 

なお，SICE-City委員会は今年度をもって廃止し，一部機能をVP小委員会に引き継ぐこととした． 

 

４．１  SICE-City委員会活動 

2012年度は，以下の活動を計画・実施した． 

1) 東京都との施策に積極的に絡む活動として，「都市科学連携機構主催の第 4 回施策提案発表会」において 2

テーマ発表した． 

7月17日（火）東京都庁 第一本庁舎 

7月18日（水）同 第二本庁舎 

2) 研究環のホームページを更新した．URLは以下のとおり． 

http://www.sd.tmu.ac.jp/ikigai/index.html 

3) シンポジウム「生きがいのある都市構築」を企画・開催した． 

・11月21日 首都大学東京 日野キャンパスにて 

         テーマ「働き甲斐のある職場作り」 

・11月29日 首都大学東京 南大沢キャンパスにて 

         テーマ「元気なシニアと首都大生の討論会」 

・12月6日 工学院大学 新宿キャンパスにて 

         テーマ「スポーツを楽しんで生き生きと生活する」 

 

４．２ 先端融合システムズアプローチ創出委員会 

本委員会（Innovation of Advanced Systems Approach，IASA）は部門協議会直下の部門連携・活性化委員会

との共同設置委員会で，同委員会を通じて SICE の各部門と連携し以下の活動を行った．なお，本委員会は，2

つのレベルの組織（全体委員会とWorking Group）を構成し，活動を行っている． 

1) 全体委員会 

広い視野にたったSICEの将来ビジョンを描き，主として新分野や課題を創出するためのしかけと仕組みづ

くりのために，SICEがカバーするすべての分野の視野に立って，シーズやニーズ，できていることできて

いないことを調査し，ブレーンストーミングや深い議論を行った．全体委員会は，6 月 7 日，9 月 13 日，

12月17日の3回開催した． 

2) Working Groupの設置と活動 

SICEの将来ビジョンを見据えて，テーマをある程度定めた議論するWorking Groupを設置し，新分野，

未踏分野の創出の議論をした．今年度は以下の二つのWGを設置し活動を開始した． 

・不便益WG（2012年6月設置） 

 7月27日，9月21日，12月7日にWGの会合を持ち，研究会を開催した．また自動制御連合，SSI2012

でOSを企画した． 

・応用クリフォード代数WG（2012年9月設置） 

 11月9日，12月10日にWGの会合を持ち，研究会を開催した． 

3) 上記の組織の他，本委員会の活動の在り方，活動の進め方を議論する場として以下の小委員会を設置し，活

動を開始した． 

   ・IASA運営構想小委員会 

8月28日，9月24日，10月31日，11月28日に委員会を開催 

    またこの他に，幹事会を月に2〜3回のペースで合計28回開催した． 

スカイプによるテレビ会議システムを導入し活動の効率化を図った．このテレビ会議システムは，SICE 事務

局の会議室と同様の予約により，本員会の活動だけでなく広くSICEの活動に使えるようにした． 

 

５．支部協議会  

全国 8 支部における活動の活性化と新機軸の創出は，SICE の学会としての魅力の向上，新たな価値の創出，

さらには会員数の増加などを実現するうえで極めて重要である．そこで，以下の項目について積極的な取り組み

を行った．  

（１） 支部協議会共催活動・支援の拡大（支部講演会，講習会，見学会など各種事業の積極的な実施） 

（２） SICE Annual Conference（AC）開催の支援（AC委員会を中心とした各種企画への協力） 

（３） 支部活動の活性化（「遊休財産」や「特定費用準備資金」の計画的活用の推進） 

http://www.sd.tmu.ac.jp/ikigai/index.html
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（４） 部門・支部の連携強化（部門協議会と支部協議会の合同会議の開催，具体的な連携策の検討） 

（５） 支部におけるSICE 50周年（Y50）記念事業の推進（2011年を中心に前後1年間の2010～2012年） 

（６） 各種インセンティブプランの推進（会員数増加を目的としたユニークなイベントや施策を実施） 

（７） 支部からの情報発信（会誌を通した情報発信，ならびに支部間の情報提供） 

また，これまで3回の支部協議会および1回の部門支部合同会議が開催され，以下のような積極的な議論がな

された． 

1) 第1回支部協議会（日時：2012年4月25日（水）14:00～17:00 ，場所：計測自動制御学会会議室） 

①理事会報告，②計測制御エンジニア認定試験の実施，③各支部からの活動報告（昨年度および本年度の

中間報告），④2012 年度決算，および 2013 年度予算（2012 年度事業推進のポイントと課題，2013 年度

以降の支部交付金の配分方法）⑤インセンティブプラン（2012年度の実施方法）などについて議論された． 

2) 第 2 回支部協議会（日時：2012 年 8 月 22 日（水）11:30～13:00，場所：秋田大学手形キャンパス総合研

究棟1階講義室） 

 ①Annual Conference 開催地域，②各支部からの活動報告および活動計画，③2012 年度中間決算と 2013

年度予算策定方針，④中期事業計画策定 などについて議論された． 

3) 第3回支部協議会（日時：2012年11月15日（木）12:30～14:00，場所：京都府立けいはんなホール5階

ボルガA） 

①各支部からの活動報告（今年度の中間報告，およびインセンティブプランの実施状況），②支部活動の活

性化，③支部協議会中期活動計画（案），④支部－部門合同会議の開催，⑤支部決算見込みおよび予算（案）

の状況 などについて議論された． 

4) 支部―部門合同会議（日時：2012年12月15日（土）14：00～17：00，場所：深見ビル会議室2階G（福

岡市）） 

 ①部門協議会活動紹介，②支部協議会活動紹介，③九州支部活動紹介，④活動活性化に向けた連携の可能性・

内容 などについて議論された． 

 

５．１ 北海道支部  
北海道地域のSICE 会員および計測と制御に関わる研究者，技術者，学生を主な対象として，地域の会員など

にとって魅力ある活動を目標に，以下の事業を展開した． 

（１）研究活動の場と情報の提供 

北海道支部学術講演会を中心として，講演会，講習会，見学会，ロボットトライアスロンへの協賛などを実施

した．また，総会やWeb，メーリングリストを通して支部における活動の情報提供を行った． 

（２）会員増への取り組み 

今年度は計測制御エンジニア試験の実施を企画・開催するとともに，試験の実施に併せて計測制御エンジニア

セミナーを開催し，SICEの魅力を伝えるとともに入会を促す取り組みを行った． 

（３）支部運営および事業企画・検討 

支部会議，顧問会議，支部運営委員会を開催し，またメールで密接に連絡を取り合うことにより，支部の諸活

動の立案，実施した． 

 

５．２ 東北支部  
東北地域のSICE会員および計測と制御に関わる研究者，技術者，学生を主な対象として，地域の会員や一般

市民などにとって魅力ある活動の推進を目標に，東北各県における研究集会の開催，競技会の共催，講習会の協

賛のほか，Webを通した支部活動の情報提供を行った．本年は震災の影響はほぼなくなり，東北各県で7回の研

究集会等を当初の予定通り実施することができた．また，インセンティブプランによる共催事業「電気自動車エ

コラン競技会」では高専生等への本学会のPRを行った．さらに，秋田大学で開催されたSICE Annual Conference

においては，多くの支部会員が実行委員として積極的に協力するとともに，同時開催されたSICE Weekの一環

である「ロボットと計測・制御展」を共催した．SICE創立50周年記念活動としては，2件の特別講演を企画し，

次代を担う会員への啓発を施した．支部会議・専門委員会では，支部の諸活動の立案・実施にあたるとともに，

これまでの活動内容の検討および5か年計画の策定などを行った． 

 

５．３ 中部支部  
中部地区のSICE会員および計測と制御に関わる研究者，技術者，学生を主な対象として，地域の会員等にとっ

て魅力ある活動を目標に，以下の事業を展開した． 

（１）研究活動の場と情報の提供 

特別講演会１件，学術講演会3件，見学会１件，講習会１件，講演会１件，シンポジウム１件，研究会16件，
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などを実施．支部会議やWeb，メーリングリストなどを通して支部における活動の情報提供を行った．また，支

部活動の活発化を図るため，中部支部賞の審査を行い，研究賞1件，奨励賞3件，学業優秀賞18件を決定した． 

（２）会員増加への取り組み 

「インセンティブプラン」として「会員増をねらった計測制御エンジニア試験の実施」を企画し，11月11日に

名古屋大学で開催した．中部地区で16名の学生会員の増加見込みであり，インセンティブプラン応募時の目標20

名をほぼ達成予定である． 

（３）支部運営および事業企画・検討 

支部会議1回，定例顧問会議1回，支部運営委員会と支部事業委員会を各4回開催し，上記（１）の支部諸活動

の立案・実施だけでなく，これまでの活動内容を見直し，SICE全体の中期ビジョンの下，中部支部の新しい中期

目標の設定と計画案を策定した．具体的には，第一に「社会・会員へのサービス」の観点から，研究委員会の発

表資料の集中管理と会員のみに無料，または安価で提供するシステムの構築，第二に「会員増強」の観点から支

部賞学業優秀賞受賞者の入会義務化，第三に「財務改善のための支部活動の見直し」の観点から，研究委員会の

見直しと活動費配分額の差別化を中期目標として決定した． 

 

５．４ 北陸支部  
北陸地域のSICE会員および計測と制御に関わる研究者，技術者，学生を主な対象として，地域の会員等にと

って魅力ある活動を目標に，以下の事業を展開した． 

（１）研究活動の場と情報の提供 

特別講演会，学術講演会，講演会（地区主催）などを実施した．また，地域企業との協働を重要課題と捉え，

「産学学術交流会議」を開催し，北陸地域の産官学の交流を積極的に推進し，賛助会員への勧誘を図った．  

総会やWeb，E-mailを通して支部における活動の情報提供を行った． 

（２）会員増加への取り組み 

講演会の開催において，学生が興味を抱くテーマ選択，参加への積極的な呼びかけ，十分な質疑応答時間の

設定を行い，SICEの魅力を伝える場を提供した．また，学生奨励制度の検討を行い，若手研究者の研究奨

励の一環として，下記のインセンティブプランや，SICE Annual Conference発表者への研究奨励賞，平成

24年度電気関係学会北陸支部連合大会優秀論文発表賞を実施した．さらに，各教育機関における優秀な学生

に表彰を行う制度の検討を行った．  

（３）インセンティブプランの実施（新規入会学生応援！ 行事参加補助キャンペーンの実施） 

学生会員増を目的として，インセンティブプランの補助を受け学会参加費補助キャンペーンを実施した．こ

れは，新規に学生会員に入会した者が SICE 主催・共催の行事に参加する場合，かかる経費について最大

10,000円まで補助するというものである．３名からの申請があった． 

（４）支部運営および事業企画・検討 

支部会議，顧問会議，支部運営委員会を開催し，支部の諸活動の立案・実施にあたるとともに，これまでの

活動内容の検討などを行い，委員会の構成員について継続性のある割り振りを検討した． 

また，2017年のAC開催にむけて検討を行った． 

 

５．５ 関西支部  
関西地域のSICE会員および計測と制御に関わる研究者，技術者，学生を主な対象として，地域の会員等にと

って魅力ある活動を目標に，以下の事業を展開した． 

（１）研究活動の場と情報の提供 

若手研究発表会，講習会，見学会，および特別講演会を実施した．また，支部 Web ページ，メーリングリス

トを通して支部における活動の情報提供を行った．「物理と情報をつなぐ次世代システム制御研究会」を設置し，

2 回の研究会・第 55 回自動制御連合講演会のOS１件を実施した．また，支部長賞の審査を行い，特別賞 1 件，

奨励賞3件を表彰した． 

（２）会員増加への取り組み 

インセンティブプランとして，見学会「関西から世界に発信する暮らしを支えるものづくり，物流，そしてメ

ディカルサイエンス」において，学生の参加費補助を行い，1名の学生から入会の希望があった． 

（３）運営および事業企画・検討 

支部会議，運営委員会を開催し，支部の諸活動の立案・実施にあたるとともに，これまでの活動内容や新企画

の検討などを行った．また，システム制御情報学会との連携について検討した． 
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５．６ 中国支部  
中国地域のSICE会員および計測と制御に関わる研究者，技術者，学生を主な対象として，地域の会員等にと

って魅力ある活動を目標に，以下の事業を展開した． 

（１）研究活動の場と情報の提供 

特別講演会，グループ研究会，講演会（チュートリアル講演会含む），学術講演会，シンポジウム, 見学会を実

施した．また，E-mailやWebを通して支部における活動の情報提供を行った． 

（２）会員増加への取り組み 

支部賞の受賞資格を「学術講演会申込時に会員(申込中を含む)であること」に変更し，さらにインセンティブ

プランを利用して新規会員向けに「登壇記念品」制度を設けることで，学生会員19名が新規に加入した． 

（３）支部運営および事業企画・検討 

支部会議，支部運営委員会を開催し，支部の諸活動の立案・実施にあたるとともに，これまでの活動内容の検

討などを行った． 

 

５．７ 四国支部  

2012年度の四国支部は，四国における「計測」と「制御」に関わる活動の活性化を図るために，以下の事業を

行った． 

（１）企業，大学，高専などの研究者・技術者による研究や技術の紹介，情報交換，討論 

支部学術講演会，電気関係学会四国支部連合大会（共催），地区研究会 2 件，講演会（主催 2 件，共催 2 件），

ロボットコンテスト（SMART2012，後援）を実施した． 

（２）会員増加への取り組み 

上記支部学術講演会において，優秀な発表者（学生）に対して表彰を行い，併せてSICEの魅力を伝え，会員

勧誘を行った．また，次世代を担う学生を中心に，上記講演会を行い， SICEの魅力を伝えた．  

（３）支部運営および事業計画・検討 

支部会議，支部運営委員会，支部拡大運営委員会を開催し，支部の諸活動の立案・実施にあたった． 

 

５．８ 九州支部  
九州・沖縄地区の SICE 会員および計測と制御に関わる研究者，技術者，学生を主な対象として，地域

の会員等にとって魅力ある活動を目標に，以下の事業を展開した． 

（１）研究活動の場と情報の提供 

特別講演会，研究会，SICE 九州フォーラム，講義会，学術講演会，講演会，見学会などを実施した．

また，支部会議や WEBを通して支部における活動の情報提供を行った． 

（２）会員増加への取り組み 

一般会員ならびに賛助会員増加に向けて，今年度の SICE 九州フォーラムでは企業向けのテーマを設

定するとともにテーマに関連する見学会を同時に企画することで，SICE の魅力を伝えた． 

学生会員増加に向けて，学術講演会と同時に学生発表交流会を企画した．特に，今年度はインセンテ

ィブプランによる助成のもと，学生発表交流会の充実を図った．発表を通して学生間および一般会員

との交流を深めることを目的とし，学生に気楽に参加してもらうことで，SICE の魅力を学生に伝え

る場を提供した．  

（３）支部運営および事業企画・検討 

支部会議，運営委員会，顧問会議，事業委員会を開催し，支部の諸活動の立案・実施にあたるととも

に，これまでの活動内容の検討や改革，新企画の発案などを行った．また，九州支部の中期活動計画

を作成した． 
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Ⅱ 事  業 
 

定款第4条に定められた公益目的事業などに対応して2012年度事業報告を表形式でまとめる． 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

定款第4条に定める公益目的事業など 

１．研究集会，講演会及び教育・育成のための講習会等・・・・・・・・・・・・・ 【公１】 

２．調査・研究及び資料収集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【公２】 

３．技術者の資格認定・付与・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【公３】 

４．啓発・普及のための体験活動等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【公４】 

５．表彰及びコンクール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【公５】 

６．共通事業（１．から５．のいずれか２つ以上に関わるもの）・・・・・・・・・ 【共通】 

７．その他の本会の目的を達成するための事業・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【他】 

８．本会の法人管理・運営に関する活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【法人】 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

１．研究集会，講演会及び教育・育成のための講習会等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【公１】 

 

（１） 直轄事業 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 
発表

数 

参加 

人数 

（１）①年次大会 

8月21日 

～24日 
SICE Annual Conference 2012 in AKITA 秋田大学 450 1,000 

（１）②国際標準化 

8月20日 SICE Annual Conference 2012 in AKITA 

JEMIMA Workshop A 
秋田大学 7 105 

（１）③学会連合推進 

11月1日

～2日 
第4回横幹連合総合シンポジウム（共催） 

日本大学津田沼

キャンパス 
62 ― 

11月17日

～18日 

第 55 回自動制御連合講演会（共催：幹事学会・システ

ム制御情報学会） 
京都大学 310 ― 

（１）④続プロセス塾 

3月9日 

 ～10日 

SICE続プロセス塾2011年度 ― ― 30 

5回目スクーリング＆工場見学，修了式／(株)神戸製鋼所/加古川製鉄所（兵庫県加古川市） 

 

6月1日 

8月3日 

 ～4日 

10月5日 

12月7日 

 ～8日 

SICE続プロセス塾2012年度 ― ― 37 

開校式＆1回目スクーリング／文京シビックセンター（東京都文京区） 

2回目スクーリング＆工場見学／王子製紙(株) 苫小牧工場（北海道苫小牧市） 

 

3回目スクーリング／京都大学（桂キャンパス） 

4回目スクーリング／横河電機（株）（東京都三鷹市） 

（１）⑤創立５０周年記念事業関係 

6月12日 
SICE易しい計測・制御・システム体験セミナー 

横河電機株式会社 体験セミナー 
横河電機(株) － 12 

7月10日 JAXA筑波宇宙センター現場見学会・体験セミナー 
JAX 筑波宇宙セン

ター 
 25 

10月26日 
SICEやさしい計測・制御体験セミナー 

アズビル株式会社体験セミナー 
アズビル(株) － 13 

12月7日 
SICE５０周年記念チュートリアル講演会2012 

「調節部･検出部･操作部の技術水準と国際規格動向」 
三鷹産業プラザ － 27 
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（２）部門事業 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 
発表

数 

参加 

人数 

（２） 部門連携・活性化専門委員会 

先端融合システムズアプローチ創出委員会 

7月27日 第1回不便益WG キャンパスプラザ京都

6F 第8講義室 
2 15 

9月21日 第2回不便益WG キャンパスプラザ京都

4F 第3講義室 
2 15 

12月7日 第3回不便益WG キャンパスプラザ京都

6F 第8講義室 
2 28 

11月9日 第1回応用クリフォード代数 WG スカイプ会議  10 

12月10日，

11日 

第2回応用クリフォード代数 WG 東北大学電気通

信研究所 
9 12 

（２）① 計測部門 

2月10日 第88回部会行事：見学会 北嶋絞製作所 － 8 

3月5日 第19回リモートセンシングフォーラム 東京農業大学・世

田谷キャンパス 
16 35 

3月8日 

～9日 

動画像処理実利用可ワークショップ（DIA2012） はこだて未来大学 48 127 

パターン計測部会協賛行事（主催：精密工学会画像応用技術専門委員会） 

3月9日 第132回温度計測部会講演会「地球の温度を測る」・見

学会 

東京都立産業技

術研究センター 
4 37 

3月16日 国立情報学研究所（NINS）プロジェクト・数値解析系

ミーティング研究会 

東京理科大学・神

楽坂キャンパス 
－ － 

計測における逆問題調査研究会協力行事 

4月24日 第86回パターン計測部会研究会 慶應義塾大学・日

吉キャンパス 
8 32 

5月23日 日本リモートセンシング学会第52回（平成24 年度春

季）学術講演会 

SICE-RSSJ合同セッション「大気観測のための次世代

衛星プロジェクト」 

東京大学・生産技

術研究所 
6 50 

リモートセンシング部会共催行事 

6月7日 

～9日 

第89回部会行事：有機微量分析合同シンポジウム とりぎん文化会館，

鳥取市 
30 － 

力学量計測部会共催行事（主催：日本分析化学会有機微量分析研究懇談会） 

6月11日 

～14日 

The Ninth International Conference on Networked 

Sensing Systems (INSS) 
Antwerp, 

Belgium 
－ － 

スマートセンシングシステム部会参加行事 

7月2日 第133回温度計測部会見学会 JAXA・相模原キ

ャンパス 
－ 29 

7月25日 第15 回リモートセンシング部会研究会・第19 回リモ

ートセンシング部会見学会 

気象庁・気象衛星

センター，清瀬市 
1 25 

8月2日 第87回パターン計測部会研究会 東京電機大学・東

京千住キャンパス 
5 34 

8月6日 

～8日 

第15回画像の認識・理解シンポジウム（MIRU2012） 福岡国際会議場，

福岡市 
309 500 

パターン計測部会協賛行事（主催：電子情報通信学会PRMU研究会） 

8月20日 

～23日 

SICE Annual Conference 2012 OS 秋田大学 － － 

温度計測部会：1セッション6件，力学量計測部会：1セッション6件，パターン計測部会：

3セッション13件，計測における逆問題調査研究会：2セッション9件 
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8月29日 先端電子計測部会講演会 明治大学・駿河台

キャンパス 
4 38 

8月29日 第17回知能メカトロニクスワークショップ 広島工業大学・五

日市キャンパス 
38 80 

パターン計測部会協賛行事（主催：精密工学会画像応用技術専門委員会） 

9月9日 

～12日 

IMEKO World Congress Busan, Korea － － 

部会参加行事 

9月27日 

～28日 

第29回センシングフォーラム 計測部門大会 茨城大学・日立キ

ャンパス 
70 116 

10月3日 農業情報学会2012年度秋期シンポジウム「スマート農

業」 

十勝プラザ・レイ

ンボーホール，帯

広市 

18 100 

アンビエント・センシング応用部会共催行事 

10月10日 

～12日 

SENSOR EXPO JAPAN 2012 東京ビッグサイ

ト西3・4ホール 
－ － 

部門協力行事 

10月15日 第1回「画像逆問題の数理解析研究会」 電気通信大学 4 － 

計測における逆問題調査研究会部会協賛行事 

10月27日 計量史をさぐる会（シンポジウム） 島津製作所 6 － 

力学量計測部会共催行事（主催：日本計量史学会） 

10月11日 

～12日 

先端電子計測部会見学会 富山県工業技術

センター，(株)不

二越ほか，富山県 

3 9 

11月2日 第38回リモートセンシングシンポジウム リモート・センシ

ング技術センター 
22 30 

11月16日 第134回温度計測部会講演会（部会設立50周年記念）

「温度計測・回顧と展望」  

東京都立産業技

術研究センター 
5 98 

11月16日 電子情報通信学会ヒューマンプローブ研究会公開シン

ポジウム「ヒューマンプローブの新たな展開」 

東京大学・駒場第

IIキャンパス 
4 － 

スマートセンシングシステム部会共催行事 

12月6日 

～7日 

ビジョン技術の実利用ワークショップ（ViEW2012） パシフィコ横浜

アネックスホール 
103 422 

パターン計測部会協賛行事（主催：精密工学会画像応用技術専門委員会） 

12月14日 

～15日 

第17 回パターン計測シンポジウム・第88 回パターン

計測部会研究会 

春日井びゅーほ

てる，山梨県春日

井温泉 

9 14 

（２）② 制御部門 

3月13日 部門大会ワークショップ「レスキューロボットの活躍と

今後の研究」 

東大寺総合文化セ

ンター金鐘ホール 
3 45 

講演1：「レスキューロボットの東日本大震災対応」田所 諭 氏 (東北大学) 

講演2：「 国際救助隊サンダーバード構想---阪神淡路・東日本大震災の経験から---」 

松野 文俊 氏 (京都大学) 

講演3：「ロボット研究における災害対応ロボティクスのスタンス」 

大須賀 公一 氏 (大阪大学) 

 

3月14日 

  ～16日 

 

第12回 制御部門大会 奈良県文化会館 196 335 

特別講演：「高速高精度なモーションコントロール －制御技術でハードウェアの限界に挑む」

平田 光男 氏(宇都宮大学) 

パイオニア賞受賞記念講演：「動的システムの空間構造：均質性とスケーラビリティ」 

加嶋 健司 氏（京都大学）  

特別企画：「現役エディタが語る ─ SICE論文集の査読と編集」足立 修一 氏(慶応大学) 
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4月12日 

～13日 

第3回プラントモデリングシンポジウム・第12回適応

学習合同シンポジウム 

東京工業大学 
32 81 

プレナリー講演：「船舶用適応型オートパイロットにおけるパラメータ同定の実例」 

羽根 冬季 氏（東京計器） 

基調講演：「情報幾何学の基礎と応用」 池田 和司 氏（奈良科技大学院大学） 

4月13日 制御理論最先端ワークショップ「スマートコミュニティ

とエネルギーマネジメントシステム」 

東京工業大学 田

町キャンパス 
4 81 

講演１：「スマートシティへの展開に向けたピーク電力削減技術」 

岩根 秀直 氏（富士通研究所） 

講演２：「分散協調型エネルギー管理システム構築に向けた諸問題」 

畑中 健志 氏（東京工業大学） 

講演３：「分散型エネルギー需給システムにおける制度設計について」 

平田 研二 氏（長岡技科大学） 

講演４：「グリーンイノベーションにおける制御の役割」藤田 政之 氏（東京工業大学） 

5月17日 

～18日 

第29回誘導制御シンポジウム JAXA 筑波宇宙

センター 
22 38 

特別講演１：「高精度観測衛星の姿勢と軌道の決定と制御：「だいち」での取り組み」 

  岩田 隆敬 氏 （宇宙航空研究開発機構 誘導・制御グループ） 

特別講演２：「こうのとり３号機の特徴と，開発者としての関わり方について」 

  植松 洋彦 氏 （宇宙航空研究開発機構 HTVプロジェクトチーム） 

9月18日 

～20日 

第41回制御理論シンポジウム IPC生産性国際交

流センター 
64 126 

制御技術部会共同企画：「 状態遷移を用いたモデルベース開発」 

  久保 孝行 氏（アイシン・エィ・ダブリュ） 

特別講演：「 社会システム設計に向けたパラダイムシフト」原 辰次 氏（東京大学） 

特別企画：「ラウンドテーブルディスカッション 制御理論研究者の夢と未来」 

パネリスト：伊藤 博 氏（九州工業大学），石川 将人 君（大阪大学），石井 秀明 氏（東

京工業大学），平田 光男 氏（宇都宮大学），東 俊一 氏（京都大学），加嶋 健

司 氏（大阪大学） 

11月6日 産業応用部門2012年度大会 制御部門との合同企画OS

「スマートシティ・スマートコミュニティとSICE」 

東京工業大学 6 － 

5月24日

～25日 

制御のためのSICEセミナー その1 

「ロバスト制御入門」 

東京工業大学 
2 43 

セミナー内容：線形システム論の基礎からＨ∞制御系設計の適用法まで 

講師：劉 康志 氏（千葉大学），平田 光男 氏（宇都宮大学） 

6月21日

～22日 

制御のためのSICEセミナー その2 

「制御のためのシステム同定」 
東京工業大学 3 35 

セミナー内容：制御系設計を踏まえたシステム同定の考え方 

講師：足立 修一 氏（慶応大学），奥 宏史 氏（大阪工業大学），楊 子江 氏（茨城大学） 

（２）③ システム・情報部門 

1月17日 第49回自律分散システム部会研究会 東京都 3  26  

1月17日

～18日 

The Seventh International Workshop on Agent- 

based Approaches in Economic and Social Complex 

Systems(AESCS2012) 

(第45回システム工学部会研究会として共催） 

 

関西大学 25  31  

1月27日

～28日 
第24回自律分散システムシンポジウム 

神戸ファッション

マート 
46  84  

1月20日 ニューラルネットワークフォーラム2012 JAXA相模原キャンパス 1  12  

1月25日 分子ロボティクス月例研究会(1月) 東北大学 2  19  

2月27日

～28日 
第1回社会システム部会研究会 東京 13  32  

2月23日 分子ロボティクス月例研究会(2月) 東京工業大学 3  24  

3月2日 第7回リスク認知システム研究会  1  8  
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3月8日 第46回システム工学部会研究会 
キャンパス・イノベー

ションセンター東京 
10  22  

3月10日

～11日 
分子ロボティクス合宿研究会（3月） 関西大学 5  36  

3月15日 第60回生体・生理工学部会講演会 玉川大学 ― 100  

3月15日

～16日 
第39回知能システムシンポジウム 千葉大学 60  113  

4月27日 分子ロボティクス月例研究会(4月) 名古屋大学 4  26  

5月18日

～19日 
第1回関係論的システム科学調査研究会 滋賀 9  15  

5月22日 分子ロボティクス月例研究会(5月) 
東京大学 

柏キャンパス 
2  48  

6月1日 第51回離散事象システム研究会 宮崎 16  26  

6月15日 第50回自律分散システム部会研究会 京都大学 3  60  

6月29日 分子ロボティクス月例研究会(6月) 京都大学 5  57  

7月17日 第8回ヒューマンマシンシステム研究会 ― 2  17  

7月20日 第47回システム工学部会研究会 京都大学 4  58  

8月1日～

3日 
第9回生体医工学サマースクール 東京電機大学 0  10  

8月4日 第2回社会システム部会研究会 
東京工業大学すず

かけ台 
17  36  

8月31日 離散事象システムセミナー 

首都大学東京 秋葉

原サテライトキャ

ンパス 

3  20  

8月30日

～31日 

第22回インテリジェント・システム・シンポジウム

(FAN2012) 
琉球大学 90 126 

8月31日 第1回スマートモビリティシステム調査研究会 関西大学 13  14  

9月1日～

3日 
第18回創発システム・シンポジウム 

同志社大学リトリ

ートセンター 
45  90  

9月19日

～21日 
第27回 生体・生理工学シンポジウム 北海道大学 95 114 

9月28日 
第2回コンピューテーショナル・インテリジェンス研

究会 

岡山大学(津島キャ

ンパス) 
23  53  

11月10日 
先端ナチュラルコンピューティングとその応用調査研

究会 セルオートマトン講習会 

大阪電気通信大学

寝屋川駅前キャン

パス 

4 23  

11月21日

～23日 
システム・情報部門学術講演会2012(SSI2012) 

名古屋市（愛知県女

性総合センター） 
131 205 

11月25日 第2回賢さの先端研究会 玉川大学 3  39  

11月28日 第２回スマートモビリティシステム調査研究会 香川大学 11 31 

12月4日 第9回ヒューマンマシンシステム研究会 ― 2 9 

12月12日

～14日 

The 16th Asia Pacific Symposium on Intelligent and 

Evolutionary Systems(知能工学部会） 
京都（関西セミナー

ハウス） 
34 46 

12月14日 第51回自律分散システム部会研究会 
日立製作所・横浜研

究所 
3 26 

12月15日 
先端ナチュラルコンピューティングとその応用調査研

究交流会 

イーグレ姫路（兵庫

県姫路市） 
5 11 

（２）④ システムインテグレーション部門 

1月19日 

～21日 

17th International Symposium on Artificial Life and 

Robots (AROB2012) （共催） 

別府国際コンベンショ

ンセンタ 
286 332 

担当：人工生命システム部会 

2月4日 
福祉工学部会第19回情報交換会 

鉄道弘済会 義肢装具サ

ポートセンター 
4 35 

担当：福祉工学部会 
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2月25日 

芝浦工業大学 先端工学研究機構 

ユビキタスRTシステム研究センター報告会 
芝浦工業大学 10 47 

担当：空間知部会 

2月26日 
第７回研究成果学生発表会 拓殖大学 13 35 

担当：ロボットセラピー部会 

3月2日 
見学会「コトヒラ工業株式会社」 コトヒラ工業株式会社 － 9 

担当：自動化システム部会 

3月14日 

～15日 

力触覚の提示と計算研究会（共催） 筑波大学 11 37 

担当：VR工学部会，触覚部会 

3月14日 

～15日 

第17回ロボティクスシンポジア（共催） 萩市 100 209 

日本ロボット学会，日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門と共同開催．今年度は日本機械学会

ロボティクス・メカトロニクス部門が幹事学会． 

3月19日 

～20日 

シンポジウム「ミュージアムと共創～表現で出会う・表現

でつながる」 
早稲田大学 15 131 

担当：共創システム部会 

3月22日 
福祉工学部会 第1 回運営委員会 

独立行政法人 産業技

術総合研究所 
4 25 

担当：福祉工学部会 

4月4日 
Prof. Marco Dorigo（ブリュッセル自由大学）講演会 京都大学 1 30 

担当：スワームロボティクス調査研究会 

5月3日 

～5日 

ロボカップジャパンオープン レスキュー部門 大阪工業大学 456  3676 

担当：レスキュー工学部会 

6月2日 
第１回研究会 「村瀬嘉代子先生を囲んで」 帝京科学大学 13 138 

担当：ロボットセラピー部会 

6月23日 
福祉工学部会第２０回情報交換会 

鉄道弘済会 義肢装具サ

ポートセンター 
8 32 

担当：福祉工学部会 

6月29日 

シンポジウム「植物工場と植物バイオの接点」 大阪府立大学学術交流

会館 
4 175 

担当：バイオシステム部会 

7月20日 
公開講演会「スワーム：群れの創発的挙動生成」 京都大学 4 58 

担当：スワームロボティクス調査研究会 

7月22日 
第12回福祉アイデアコンテスト 神奈川工科大学 1 14 

担当：ユニバーサルデザイン応用システム部会 

7月8日 

8月11日 

～12日 

第12回レスキューロボットコンテスト競技会 神戸サンボーホール － 44 

担当：レスキュー工学部会 

9月17日 

   ～20日 

RSNPコンテスト 札幌コンベンションセ

ンター（RSJ2012会場） 
14 5884 

担当：RTシステムインテグレーション部会 

11月10 

～11日 

つくばチャレンジ2012 エキスポセンター 15 64 

担当：SI部門 

11月10日 

～11日 

ADVANTY2012 日本大学   

担当：インテリジェントビークル部会 

11月15日 

～16日 

力触覚の提示と計算研究会第 9 回研究会 大阪大学 豊中キャンパス   

担当：VR工学部会 

11月16日 
福祉工学部会第21回情報交換会 産業技術総合研究所   

担当：福祉工学部会 

12月6日 

～8日 

第20回インタラクティブシステムとソフトウェアに関する

ワークショップ (WISS 2012) 
青森屋 4 17 

担当：SI部門 

12月8日 
レスキューロボット コンテシンポジウム 2012 神戸市立青少年科学館   

担当：レスキュー工学部会 

12月9日 

レスキューロボット コンテ説明会 in 東京兼部会講演会 サンリツオートメイシ

ョ(株) 本社事業所 

  

担当：レスキュー工学部会 

12月16日

～18日 

2012 IEEE/SICE International Symposium on System 

Integration (SII2012) 
九州大学 90 222 

決算の都合上，翌年度に精算 
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12月18日
～20日 

第13回システムインテグレーション部門講演会 (SI2012) 福岡国際会議場 716 1134 

決算の都合上，翌年度に精算 

（２）⑤ 産業応用部門 

7月5日 
 

今さら人に聞けない“制御システム サイバーセキュリ

ティについて”開催 

東京ガス㈱ 

四谷クラブ 

－  

制御システムサーバーセキュリティの基礎的技術，事例，標準化動向の最新状況を紹介 

8月20日 

～23日 

SICE Annual Conference 2012 秋田大学   

ネット部会と流体計測部会でそれぞれOSを開催 

8月24日 

 

良く見る会 近郊見学会 JAMSTEC －  

JAMSTEC施設見学，講演 

9月6日～

7日 

計装技術交流部会 遠方見学会 佐賀大学，九州電力 －  

海洋エネルギー研究所，玄海発電所を見学 

10月18日 

 

よく知る会（今さらシリーズ） NATC －  

電気自動車（EV）の開発講演・試乗会ならびに高度化する実験の技術紹介・設備見学を開催

した． 

11月６日 

 

2012年度産業応用部門大会 東京工業大学 － 108 

トピックス：部門大会は一般講演（発表３件），技術交流会を行い，各部会のシンポジウムと

合同で開催した． 

一般講演 

・熱延仕上ミル出側形状形計を用いた計上フィードバック制御の開発 

・家電の消費電力見える化のための信号処理方式の検討 

・監視システムのデータ活用における機器名称の語順に着目したデータ紐付け手法  

11月６日 産業システムシンポジウム 東京工業大学 9 60 

テーマ：「3.11 震災で計測制御エンジニアが見たこと、感じたこと、そして考えること」と

題して，基調講演3件，招待講演6件の発表が行われた． 

・基調講演：「未経験の事故にも対応できる工学の構築を考える」北森 俊行氏（東大名誉教

授・SICE名誉会員） 

・基調講演：「3.11 から何を学ぶか（Ⅰ）」伊藤 利昭氏（前名古屋工業大学教授・SICE 名

誉会員） 

・基調講演：「東日本大地震におけるプラントオペレーションに関するアンケート調査（中間

発表）」橋本 芳宏氏（名古屋工業大学） 

トピックス：産業応用部門大会と併設で開催した． 

計測・制御ネットワークシンポジウム 東京工業大学  20 

TC-net/TM１G の技術と国際標準化，リアルタイムイーサネット高速化技と EtherCAT マ

スタコントローラへの適用，中国セルラ網を介した遠隔エネルギ監視システム，フィールド

機器とフィールド通信を広くサポートする DTM，プラントサイバーセキュリティのための

マネジメントライフサイクルと多重・独立防御層コンセプトの5件の発表が行われた． 

トピックス：産業応用部門大会と併設で開催した． 

第13回流体計測制御シンポジウム 東京工業大学 ― 20 

3つのセッション（S1:流体機器・流動現象  S2:アクテュエータ・ロボティクス S3:省エ

ネルギー・エネルギー回生）で11件の発表が行われた。 

トピックス：産業応用部門大会と併設で開催した． 

制御部門との合同企画OS 東京工業大学 11 18 

産業応用部門と制御部門の共催で「スマートシティ・スマートコミュニティと SICE」をテ

ーマに６件の発表が行われた． 

計測制御エンジニア総会 東京工業大学 6 30 

エンジニア総会を開催し，2012 年度活動報告，2013 年度活動計画案，2013 年度エンジニ

ア会体制の説明がされた． 

11月14日 Manufacturing Open Forum2012 東京ビッグサイト － 12 

計測・制御ネットワーク部会をコーディネータとして5つの視点でパネルディスカッション

が行われた。 

ディスカッションの視点： 

 ・なぜ情報連携なのか エネルギー効率向上と見える化 

 ・長持ちする情報連携の仕組みとプラントシステム 
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 ・柔軟に変化へ適用できるインフラシステム 

 ・人中心のインターフェースへ 

 ・利便性を確保したシステムの安定的な運用 

（２）⑥ ライフエンジニアリング部門（ＬＥ部門） 

3月4日 電気生理運動学部会行事：第１回研究会 大阪・寝屋川 15 50 

3月16日 ライフエンジニアリング部門シンポジウム 東京・町田 6 100 

9月6日 統合情報生物工学部会行事：講演会・見学会 兵庫・神戸 － 4 

10月25日

～27日 

ユビキタスヘルスケア部会共催行事： 

uHealthcare 2012 
韓国・慶州 79 180 

 

（３）支部事業 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 
発表

数 

参加 

人数 

（３）① 北海道支部 

3月5日 

～6日 

第44回北海道支部学術講演会 北海道大学 
42 65 

3月5日 特別講演会 北海道大学 1 50 

「信号の物理的分解能の壁を克服する制御法 動的量子化器によるアプローチ」 

杉江 俊治 氏（京都大学） 

3月3日 第１１回複雑系マイクロシンポジウム 北海道大学 30 44 

協賛事業，主催：北海道エージェントスケジュールプロジェクト 

3月28日 筋骨格動力学シミュレータ講習会 北海道大学 1 15 

協賛事業，主催：軽労化研究会 

5月25日 画像処理に関する技術講演会 北海道大学 1 50 

協賛事業，主催：北海道大学情報科学研究科システム制御情報学研究室 

6月15日 日本機械学会北海道支部特別講演会 北見工業大学  50 

協賛事業，主催：日本機械学会北海道支部 

8月2日 技術講演会「物体検出の高精度化と効率化」 北海道大学  40 

協賛事業，主催：北海道大学情報科学研究科システム制御情報学研究室 

9月27日 技術講演会「実世界認識・理解のための画像センシング技術」 北海道大学  40 

協賛事業，主催：北海道大学情報科学研究科システム制御情報学研究室 

10月17日 技術講演会「ベイジアンネットワーク技術」 北海道大学  40 

協賛事業，主催：北海道大学情報科学研究科システム制御情報学研究室 

11月7日 技術講演会「機械事故鑑定・研究の最新動向」 北海道大学  40 

協賛事業，主催：北海道大学情報科学研究科システム制御情報学研究室 

12月14日 技術講演会「マシンビジョン・パタン認識による半導体

欠陥検査・設備異常予兆検知」 

北海道大学 
1 40 

協賛事業，主催：北海道大学情報科学研究科システム制御情報学研究室 

10月2日 ロボットトライアスロン 札幌コンベンショ

ンセンター 
32 120 

協賛事業，主催：日本機械学会  

11月25日 計測制御エンジニアセミナー 室蘭工業大学 2 30 

(1)「プロセス制御：現状と動向」高津春雄氏（横河電機） 

(2) 「調節弁技術の概説：なぜバルブは重要か？」奥津 良之氏（アズビル）            

12月12日 見学会 北海道大学 1 8 

共催事業，主催：日本機械学会北海道支部 

（３）② 東北支部 

1月24日 第270回研究集会（特別講演会） 東北大学 2 － 

特別講演「電子機器周辺の不要電磁放射の抑制を目指した研究」（秋田大学 井上 浩氏） 

特別講演「品質工学のすすめ―制御問題への適用―」（日本大学 坂野 進氏） 

3月9日 第271回研究集会 東北大学 9 19 

4月26日 東北大学 情報科学研究科シンポジウム（共催） 東北大学 1 402 
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「情報爆発」特定領域研究が終了し，世の中は更なる情報爆発時代へ : Big Data 

（東京大学 喜連川 優氏） 

5月1日 微細加工・計測技術セミナー（協賛） 弘前大学 1 112 

見えない科学・技術「制御」とは？（東京大学 原 辰次氏） 

5月30日 第272回研究集会 岩手大学 15 59 

6月29日 第273回研究集会 八戸高専 12 21 

7月13日 第274回研究集会 秋田県立大学 8 26 

8 月18 日

～19 日 

ロボットと計測・制御展（共催） 秋田拠点センター

ALVE 

7 80 

10月5日

～6日 

日本機械学会 第 23 回バイオフロンティア講演会（協

賛） 

弘前文化センター － 172 

10月26日 第275回研究集会 山形大学 14 63 

11月7日 第276回研究集会 福島大学 6 24 

11月12日 第95回システム制御研究会（共催） 東北大学 1 15 

Extended-Routh's Stability Approach for the Design of Neuro-Controllers for a Class of 

Nonlinear Dynamic Systems （Prof. Madan M. Gupta (University of Saskatchewan, 

Canada)） 

12月3日 SICE50周年記念 東北支部特別講演会 東北大学 2 － 

「シェアゾーンに育まれて－The Growth of the SICE TOHOKU Chapter－」 

（東北大学名誉教授 箱守京次郎氏） 

「ボーダーレス学会としてのSICE－東北支部研究集会の恩恵－」 

（東北大学名誉教授 高木相氏） 

12月3日 第277回研究集会 東北大学 12 － 

（３）③ 中部支部 

主催行事 

1月22日 
中部支部第43期（平成24年度）総会・特別講演会 

名古屋工業大学 

2号館 
1 25 

特別講演：「実時間での適応が必要な人間機械システムでの対応技術と課題」大日方 五郎 氏

（名古屋大学） 

3月24日 第151回 教育工学研究会 大同大学 滝春校舎 12 24 

教育工学に関する研究発表会 

7月6日 
第1回制御理論ワーキングセミナー 

名古屋大学工学研

究科1号館 
1 36 

「実装面に考慮したゲインスケジューリング制御器設計」佐藤昌之 氏（宇宙航空研究開発機

構） 

7月24日 光波応用技術研究会 第1回研究会 愛知工業大学 1 44 

「限界を超える光学顕微鏡技術」川田 善正 氏（静岡大学） 

8月3日 電機計測制御技術ワーキングセミナー 名古屋工業大学 2 55 

「ハイブリッド自動車におけるモータ設計」神谷 宗宏 氏 （トヨタ自動車(株)） 

「電気自動車用モータの要素技術」渋川 祐一 氏 （日産自動車(株)） 

 

9月1日 第152回 教育工学研究会 大同大学 滝春校舎 6 13 

教育工学に関する研究発表会 

9月13日 
第2回制御理論ワーキングセミナー 

名古屋大学工学研

究科2号館 
1 23 

「System identification and control: a fruitful cooperation over half a century, and more」

Prof. Sergio Bittanti （Politecnico di Milano Technical University of Milan), Italy） 

9月25日 中部支部シンポジウム 信州大学繊維学部 4 125 

「月面探査ロボットの開発：軟弱地盤移動メカニズムと特殊移動機構の開発」飯塚浩二郎 氏 

（信州大学） 

「自律型無人ビークルの現状と展望」鈴木 智 氏 （信州大学） 

「生物変換機能を活かした再生可能資源利用システム開発へむけて」天野良彦 氏 （信州大
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学） 

「分散型エネルギーとマイクログリット」船渡寛人 氏 （宇都宮大学） 

口頭発表４件，ポスターセッション／ポスター発表，製品展示・技術発表（47件） 

10月11日 
中部支部 講習会 

名古屋大学工学研

究科3号館 
2 40 

「ＭＲＪのフライト・デッキについて」本田 健一郎 氏（三菱航空機） 

「ＭＲＪの飛行制御について」小島 徹 氏（三菱航空機） 

10月12日 第２回統合知能メカトロシステム研究委員会 

講演会・見学会 

シャチハタ(株)  
稲沢工場 2 27 

見学場所  シャチハタ(株) 稲沢工場 

「鉄道車両組立における生産準備」長尾 陽一 氏（川崎重工業（株）） 

「加工システムのデジタル化による生産性向上」鈴木 健介 氏（シヤチハタ（株）） 

10月18日 中部支部 工場見学会 松本義肢製作所 2 9 

見学場所  株式会社 松本義肢製作所 

「会社案内及び義肢の歴史（紀元前から最近のロボットまで）」佐口 明 氏（(株)松本義肢

製作所） 

「あなたの足は健康ですか？ フットプリンターの足形で健康診断靴の選び方等」佐口 明

氏（(株)松本義肢製作所） 

10月22日 
第３回統合知能メカトロシステム研究委員会 

講演会 

岐阜大学ベンチャ

ー・ビジネス・ラ

ボラトリー 

1 27 

「DYNAMICS OF HYBRID SYSTEMS by GRAPH THEORY and the ORTHOGONALITY PRINCIPLE. 

APPLICATIONS IN the ROBOTICS」Prof. George Boiadjiev（Mechatronic Systems Department, 

Institute of Mechanics, Bulgarian Academy of Science） 

11月2日 三重地区研究委員会 （終了企画） 三重大学 1 60 

「近未来社会のためのリアルワールド・ハプティクス Real-world Haptics for Future 

Society」大西 公平 氏（慶応大学） 

11月2日 光波応用技術研究会 第2回研究会 愛知工業大学 1 46 

「レーザ光が創る不思議な世界」葛谷 幹夫 氏（中部大学） 

11月9日 

統合知能メカトロシステム研究委員会 

講演会・見学会（終了企画） 

鍋屋バイテック会

社関工園 

ヤマザキマザック

(株)美濃加茂製作

所 

2 24 

見学場所1  鍋屋バイテック会社関工園 

見学場所2  ヤマザキマザック株式会社美濃加茂製作所 

「鍋屋バイテック会社の“ものづくり”と“ことづくり”」 丹羽哲也 氏（鍋屋バイテック） 

「複合加工機INTEGREXの特徴と加工技術」山本 博雅 氏（ヤマザキマザック(株)） 

11月15日 第1回組み込みシステムと制御研究委員会 

講演会 

名古屋大学工学研

究科 ２号館 
2 28 

「蛇行推進における分散制御」伊達 央 氏（防衛大学校） 

「真正粘菌変形体に学ぶ自律分散型のシステムづくり」梅舘 拓也 氏（広島大学） 

11月20日 電機計測制御技術ワーキングセミナー 名古屋工業大学 2 71 

「パワーエレクトロニクス実務－あ～やっちゃった」中田 篤史 氏 （静岡理工科大学） 

「パワーエレクトロニクスへのモデル予測制御の適用」残間 忠直 氏 （千葉大学） 

11月21日 

静岡地区研究委員会 第1回講演会 

静岡大学浜松キャ

ンパス工学部シス

テム工学科棟 

1 17 

「筋電位信号を利用したインタフェース開発と福祉機器への応用」福田 修 氏  

（(独)産業技術総合研究所生産計測技術研究センター） 

11月22日 
計測自動制御学会中部支部オープンラボ・学生発表会 

産業技術記念館 

ホールA 
19 28 

オープンラボ6件・学生によるポスター発表13件  
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12月1日 電機計測制御技術ワーキングセミナー 名古屋工業大学 8 ― 

大学院研究発表会 

12月4日 信州地区計測制御研究会 信州大学 工学部 2 ― 

「宇宙機の姿勢制御における課題」福長塩 知之 氏（大阪府立大学） 

「ナノスケールサーボ制御～ 高速高精度に位置を決める技術」平田 光男 氏（宇都宮大学） 

12月1日 電機計測制御技術ワーキングセミナー 名古屋工業大学 8 120 

大学院研究発表会 

12月4日 信州地区計測制御研究会 信州大学 工学部 2 36 

「宇宙機の姿勢制御における課題」福長塩 知之 氏（大阪府立大学） 

「ナノスケールサーボ制御～ 高速高精度に位置を決める技術」平田 光男 氏（宇都宮大学） 

12月11日 人間ロボット共生研究委員会講演会 豊橋技術科学大学 1 32 

「障害者と高齢者について研究者が知っておくべきこと」山崎 泰広 氏（(株)アクセスイン

ターナショナル） 

12月12日 静岡地区研究委員会 第2回講演会 静岡大学浜松キャ

ンパス工学部シス

テム工学科棟 

1 13 

「産業のグローバル化の時代に求められる経営哲学と人材」岡村 治男 氏（(株)グローバル

プラン） 

12月14日 三重地区研究委員会 計測制御研究会講演会（終了企

画） 

三重大学工学研究

科大会議室 
13 80 

論文発表会 

12月22日 
静岡地区研究委員会 計測制御研究発表会および特別

講演会（終了企画） 

静岡大学浜松キャ

ンパス工学部シス

テム工学科棟 

15 28 

計測・制御・情報システムなどに関連した研究発表会13件，および特別講演会 

「超音波を利用した簡易型筋横断面計測システムの開発とフィールド計測への応用につい

て」生源寺 類 氏 （静岡大学工学部） 

「スクリーン復号型画像 — 物理的な復号が可能な潜像技術 —」福元 清剛 氏 （静岡大学

工学部） 

（３）④ 北陸支部 

1月20日 特別講演会 金沢マンテンホテル 1  

「「スマートグリッドを支える計測制御とその先のデジタルグリッド」（田岡 久雄 氏（福井

大学大学院工学研究科）） 

3月10日 

 

日本機械学会北陸信越支部第49期総会・講演会 金沢工業大学 1  

共催事業，特別講演：「科学技術稀覯書の世界」（竺 覚暁 氏（金沢工業大学ライブラリーセ

ンター館長）） 

6月20日 

 

支部講演会 富山大学 1 16 

「柔軟物の特性を巧みに利用したロボットシステムの実現」（柴田 瑞穂 先生（近畿大学工学

部知能機械工学科 講師）） 

8月3日 

 

支部講演会(主催：金沢工業大学，共催：計測自動制御

学会北陸支部) 

金沢工業大学 
1 39 

「Active Heave Compensation for Offshore Cranes」（Oliver Sawodny 氏（Stuttgart大学・

教授）） 

8月30日 

 

支部講演会 富山県立大学 1 60 

「ブレインマシンインタフェースとニューロフィードバック」（川人 光男 紙（ATR脳情報

通信総合研究所 所長・フェロー）） 

9月1日 

 

平成24年度電気関係学会北陸支部連合大会 富山県立大学 1  

[招待講演]「動物の筋骨格系に学ぶ運動制御」（大島徹 氏（富山県立大・教授）） 

10月26日 

 

支部講演会 富山県立大学 4 56 

画像認識技術と人間情報計測への応用 

企業における画像処理・認識に関連する研究開発事例の紹介： 

・「アスベスト大気検査のための自動計測システムの開発」（市田 越子 氏((株)インテック 研

究開発部 主事)） 
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・「外観検査装置による目視外観検査工程の自動化」（加藤 賢一 氏((株)不二越 開発本部開

発企画室 チーフエンジニア)） 

・「当社における音や画像センサーの研究と利用事例」（橋本 康博 氏(日本エレクトロニクス

サービス(株) 事業本部ENG・開発部 次長)） 

基調講演： 

・「人の視覚的注意をさぐる：人の行動と視覚的顕著性に基づくアプローチ」（佐藤洋一 氏（東

京大学生産技術研究所 戦略情報融合国際研究センター 教授）） 

11月2日 
支部講演会 

横河電機株式会社 

金沢事業所 
1 55 

「ロボットの音声知覚と発声の学習・発達：認知発達ロボティクスのアプローチから」（浅田 

稔 氏 (大阪大学大学院 工学研究科 知能・機能創成工学専攻 教授)） 

11月15日 
支部講演会 

福井工業高等専門

学校 
1 65 

「双腕型産業用ロボット「NEXTAGE」の現状と展望」（川田工業(株) 技術研究所情報機械

研究室室長 金平徳之 氏） 

11月29日 支部講演会 福井工業大学 1 27 

「自動車動力システム制御の課題」（上智大学理工学部機械創造理工学科 教授 申鉄龍 氏） 

12月1日 
平成24年度日本生体医工学会北陸支部大会 

福井市地域交流プ

ラザ 
1  

主催事業 特別講演「脳波BMI技術を用いた意思伝達装置の開発」（（独）産業技術総合研究

所 ヒューマンライフテクノロジー研究部門ニューロテクノロジー研究グループ長 長谷川

良平 氏） 

12月6日 支部講演会 金沢大学 1 25 

「古典的なゲインスケジューリング制御からアドバンストなゲインスケジューリング制御

へ」（佐藤 昌之 氏（JAXA）） 

12月7日 

産学学術交流会議 金沢市文化ホール 8 

第1部 

32 

第2部 

24 

1.基調講演 

計測自動制御学会 白井 俊明会長 

2.大学における産学連携の取り組み 

・富山県立大学工学部知能デザイン工学科 神谷和秀准教授 

・金沢大学先端科学イノベーション推進機構 分部博准教授 

・福井工業大学産学共同研究センター長 羽木秀樹教授 

3.企業から学会・大学への期待 

・澁谷工業株式会社医療機本部ＳＰ開発部 上田浩司様 

・中村留精密工業株式会社技術本部長 山本正様 

・轟産業株式会社研究開発センター 開発課 山内紀宏様 

4.石川県における産官学連携事業 

・石川県産業創出支援機構プロジェクト推進部 西村聡様 

5. 討論 

・富山県立大学工学部知能デザイン工学科 神谷和秀准教授 

・金沢大学先端科学イノベーション推進機構 分部博准教授 

・福井工業大学産学共同研究センター長 羽木秀樹教授 

・澁谷工業株式会社医療機本部ＳＰ開発部 上田浩司様 

・中村留精密工業株式会社技術本部長 山本正様 

・轟産業株式会社研究開発センター開発課 山内紀宏様 

・石川県産業創出支援機構プロジェクト推進部 西村聡様 

座長：横河電機株式会社 春田康博 

6. ポスター展示，情報交換会 

12月14日 
支部講演会 

北陸先端科学技術

大学院大学 
1 15 
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「同期理論の基礎と応用：概日リズムから歩行まで」（立命館大学理工学部機械工学科 准教

授 徳田功 氏） 

（３）⑤ 関西支部 

1月19日 シンポジウム｢若手研究発表会｣ 常翔学園大阪セン

ター 
51 84 

関西支部とシステム制御情報学会との共催． 

特別講演：テーマ 企業と大学 －企業研究者の視点－ 

「『大学の仕事』と『企業の仕事』の違い」岡崎 昭広氏（シャープ） 

「エナジー技術分野への情報処理技術の深化」大倉 計美氏（川崎重工業） 

・優秀発表３件を表彰 

1月25日 特別講演会 中央電気倶楽部 2 40 

(1)「製造業のサービス事業化の課題と設計支援技術」内平 直志 氏（東芝） 

(2)「組込み計算機システムのためのシステム理論」潮 俊光 氏（大阪大学） 

6月16日 物理と情報をつなぐ次世代システム制御研究会第 1 回

講演会「物理と情報をつなぐ次世代システム制御を目指

して」 

大阪大学豊中キャ

ンパス 4 28 

「『物理と情報をつなぐ次世代システム制御研究会』の発足にあたって」高井 重昌氏（大阪

大学） 

「CPSWEEK2012に参加して」潮 俊光氏（大阪大学） 

「双模倣関係入門」高井 重昌氏（大阪大学） 

「連続・離散ハイブリッドシステムモデルに基づく行動解析とその応用」鈴木 達也氏（名古

屋大学） 

6月21日 講習会「チュートリアル講座『モデル予測制御 －基礎

から最新動向, 応用例まで－』」 

大阪科学技術セン

ター 
2 55 

システム制御情報学会とSICE本部との共催．SICE側の実務は関西支部が担当． 

「モデル予測制御の基礎」山本 透氏（広島大学） 

「非線形モデル予測制御の実時間アルゴリズムと応用」大塚 敏行氏（大阪大学） 

10月5日 

～6日 

見学会「関西から世界に発信する暮らしを支えるものづ

くり，物流，そしてメディカルサイエンス」 

関西地区 
― 28 

TOTO株式会社滋賀工場，株式会社ダイフク日に新た館，株式会社京都科学，株式会社朝日

新聞京都工場を見学 

10月13日 

 

物理と情報をつなぐ次世代システム制御研究会第 2 回

講演会「生物とサイバーフィジカルシステムの接点」 

京都大学吉田キャ

ンパス 
5 22 

「第2回講演会の趣旨：生物とサイバーフィジカルシステムの接点について」小林 孝一氏（北

陸先端科学技術大学院大学） 

「生物数理モデルを応用した新しい情報通信技術」若宮 直紀氏（大阪大学） 

「走化性制御器の性能解析：大腸菌とゾウリムシ，どちらが優れた制御器を持つのか？ 」東 

俊一氏（京都大学） 

「ブーリアンネットワークとスケールフリーネットワークの制御」阿久津 達也氏（京都大学） 

「整数計画法とモデル検査を用いた遺伝子ネットワークの制御」小林 孝一氏（北陸先端科学

技術大学院大学） 

総合討論 

10月31日

～11月2日 
計測展2012 OSAKA 大阪国際会議場 ― 

約

100 

関西支部の活動のパネル展示およびブース要員（参加者数はSICEブース来場者数） 

11月18日 物理と情報をつなぐ次世代システム制御研究会企画オ

ーガナイズドセッション 

京都大学吉田キャ

ンパス 

9 ― 

第55回自動制御連合講演会においてOS「物理と情報をつなぐ次世代システム制御」を実施． 

（３）⑥ 中国支部 

1月19日 特別講演会 広島工業大学 1 30 

「医工・看工融合研究 ～計測の視点から～」山田 憲嗣 氏（大阪大学） 

4月5日 講演会（主催） 広島大学 1  

「Swarm intelligence and swarm robotics」Marco Dorigo 氏(ブリュッセル自由大学) 

5月14日 講演会（主催） 岡山県立大学 1 18 
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「Novel Annual Average Daily Traffic Estimation of Community Transportation Network 

and Its Simulation via Circuit Network Models」Sheng-Guo Wang 氏(The University of 

North Carolina at Charlotte) 

8月7日 講演会（主催） 岡山県立大学 1 23 

「Technology of Resonator Sensors」FAN Shangchun 氏(BeiHang University) 

8月9日 講演会（主催） 岡山大学 1  

「A New Multiple Time Series Approach for Data Analysis」姚 峰 氏(香川大学) 

10月13日 講演会（主催） 広島大学 1  

「動的ゲーム理論と確率制御」向谷 博明（広島大学） 

10月13日 講演会（主催） 広島大学 1  

「マルチエージェントシステムの勾配型分散制御器の設計：パラメータ表現と最適制御器設

計」桜間 一徳 氏（鳥取大学） 

11月7日 講演会（主催） 岡山県立大学 1 16 

「新型水中ロボットに関する研究」郭 書祥 氏 (香川大学) 

11月24日 第21回計測自動制御学会中国支部学術講演会 広島工業大学 86 186 

チュートリアル講演：「これまでの研究を振り返って－センシング技術の研究開発－」田中正

吾 氏（山口大学） 

特別講演：「ヒッグス粒子探索と高速データ収集システム」長坂 康史（広島工業大学） 

9月21日 計測制御シンポジウム 2012「エコ・新世代の計測と制

御」 

広島工業大学広

島校舎 
6 36 

「電動射出成形機の省エネ技術」松尾 忠義 氏（日本製鋼所） 

「バイオロギング：野生動物（Super Vehicle）による環境計測システム」渡辺 伸一 氏（福

山大学） 

「放射線治療装置の追尾機能」半田 隆信 氏（三菱重工業） 

「エコな超音波モータの知的制御と応用」田中 幹也 氏（山口大学） 

「データ指向型PID制御系の設計と省エネルギー化」山本 透 氏（広島大学） 

「電気自動車の制御」末冨 隆雅 氏（マツダ） 

 グループ研究会 － － － 

６件のグループ研究会を立ち上げた。 

(1) インテリジェント制御研究会（代表：岡山県立大学 忻 欣）, (2) 機械システム制御研

究会（代表：広島大学 佐伯 正美）, (3) インテリジェントロボット研究会（代表：福山大

学 伍賀 正典）, (4) 高齢者生活支援用計測制御技術研究会（代表：山口大学 田中 幹也）, 

(5) 津山地区計測制御研究会（代表：津山高専 八木 秀幸）, (6) 福山地区グループ研究会（代

表：福山大学 清水 光） 

12月4日 チュートリアル講演会 山口大学 1  

「進化論的計算 Genetic Network Programming(GNP) とその応用システム」 

8月3日 講演会（共催） 広島大学 1  

「Optimal Reactive Power Dispatch Considering Wind Power Variability」El-Said 

El-Sayed El-Araby 氏(Qassim University (Saudi Arabia))電気学会中国支部主催 

10月25日 講習会（共催） 中国電力（株） 6  

「変電所監視制御システム技術」専門講習会 電気学会中国支部主催 

12月14日 講習会（共催） 広島市まちづく

り市民交流プラ

ザ 

1  

平成24年度 情報処理学会中国支部講習会 

9月5日 見学会（主催） 三菱重工業(株) 

広島製作所 観

音工場 

 11 

医療機器組立工場, 製鉄機械ハイパーミル工場, タービン・コンプレッサ工場, タービン・コ

ンプレッサ運転訓練シミュレータ 

9月20日 見学会（共催） 福山市 次世代

エネルギーパー

ク 
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中国電力 福山太陽光発電所，福山市ごみ固形燃料工場，エフピコ福山リサイクル工場  電気

学会中国支部主催 

11月 

17日,18日 

シンポジウム（後援） 岡山県立大学   

The 14th IEEE Hiroshima Student Symposium  IEEE広島支部主催 

「変電所監視制御システム技術」専門講習会 電気学会中国支部主催 

（３）⑦ 四国支部 

1月21日 愛媛地区ロボット・計測自動研究会 愛媛大学 － － 

9月6日 講演会（香川高専との共催） 香川高専 － － 

9月29日 2012年度電気関係学会四国支部連合大会 四国電力 368 － 

10月20日 愛媛地区ロボット・計測自動研究会 愛媛大学 － － 

11月18日 SICE四国支部学術講演会 香川高専 44 68 

11月18日 特別講演会 香川高専 － － 

12月13日 講演会 香川高専 － － 

12月14日 講演会（電気学会との共催） 高知工科大学 － － 

（３）⑧ 九州支部 

2月22日 講演会 九州大学伊都キ

ャンパス  
2 80 

講師1：浅間 一 氏(東京大学) 

講演題目1：東日本大震災および原子力発電所事故対応に活用されるロボット技術 

講師2：Seungho Kim氏 (KAERI，韓国原子力研究所) 

講演題目2：The Development of Remote Controlled Robotics Applications for Nuclear 

industries 

(主催：日本ロボット学会ヒューマンセントリックロボティスク研究会 

 共催：計測自動制御学会九州支部) 

3月9日 研究会 Kyutechプラザ 2 15 

「モデルって何？」  和田 清 氏（九州大学） 

「初期角運動量を持つ3次元宇宙ロボットの姿勢制御」  甲斐健也 氏 (九州大学) 

8月3日 SICE九州フォーラム（見学会） 北九州スマート

コミュニティ創

造事業 

 30 

8月3日 SICE九州フォーラム（講演会） ヒューマンメデ

ィア創造センタ

ー 

2 40 

『グリーンイノベーションと制御理論』 

「スマートグリッドのための分散予測制御」  滑川 徹 氏（慶應義塾大学） 

「スマートシティへの展開に向けたピーク電力削減技術」 

岩根 秀直 氏（(株) 富士通研究所） 

9月10日 

見学会 

トヨタ自動車九州

(株) 宮田工場， 

アサヒビール（株） 

博多工場 

－ 30 

組立工場見学ほか（主催：計装研究会，共催：計測自動制御学会九州支部） 

11月29日 

～30日 

研究会 佐賀大学 18 90 

主催：電気学会計測研究会，共催：計測自動制御学会九州支部 

12月7日 講義会 熊本大学工学部 1 43 

セルフチューニング制御からデータ指向型制御へ，そしてスマート適応制御系の構築に向け

て  山本 透氏 （広島大学） 

12月8日 

～9日 

講演会 熊本大学工学部 88 161 

第31回計測自動制御学会九州支部 学術講演会  

12月13日 熊本地区講演会 熊本大学 1 50 

「マルチロータヘリコプタの完全自律制御と産学官コンソーシアムの取り組み」 

野波健蔵 氏 (千葉大学) 
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２．調査・研究及び資料収集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【公２】 

 

（１）直轄事業 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 

発

表

数 

参加 

人数 

（１）①会誌 

毎月発行 

 

「計測と制御」(Vol.51，No.1～No.12) ― ―   ― 

No.1 特集 グリーンイノベーションと制御理論 

No.2 特集 実用化せまるマイクロ科学プラント 

No.3 特集 光ファイバセンサによる計測と制御―安全・安心から宇宙応用まで― 

No.4 特集 コンピューテーショナル・インテリジェンスの新展開 

No.5 特集 小型衛星を用いたセンシングアプリケーション（JSASS，SICE共同企画） 

No.6 ミニ特集 環境とロボットとのインタラクションデザイン 

    ミニ特集 エネルギー効率の追求と国際標準化 

No.7 特集 ロボット・セラピー 

No.8 特集 不便の効用を活用するシステム 

No.9 特集 計測・センシングのアルゴリズム 

No.10特集 ライフエンジニアリングにおける計測と制御 

No.11特集 共創システム 

No.12特集 音響制御の最前線―再び注目されるアクティブコントロール技術― 

総頁数：  1,210頁 

発行部数：6,950部 

（１）②論文集 

毎月発行 『計測自動制御学会論文集』(Vol.48，No.1～No.12) － － － 

総頁数   922頁 

掲載論文  109件，ショート・ペーパー2件，開発・技術ノート0件，討論0件 

投稿論文数 211件，ショート・ペーパー12件，開発・技術ノート0件，討論0件 

購読数  1,270部 

特集号「システムインテグレーション最前線」，「第16回ロボティクスシンポジア」，「SSI2011

特集－人間・社会・自然との調和を目指すシステム・情報技術－」「センシングフロンティ

ア」を発行した． 

隔月発行 英文論文「SICE Journal of Control, Measurement, 

and System Integration」(Vol.5，No.1～6) 
－ － － 

総頁数388頁  掲載論文50件  投稿論文数88件  購読数400部 

特集号「Ambient and Networked Sensing Systems」を発行した． 

（１）③出版 

随時発行 計測・制御テクノロジーシリーズ － － － 

全20巻中13巻まで刊行済み，継続刊行中 

（１）④ISCIE-SICE連携アンケート 

5月20日 SCI'12  京都テルサ -  

8月20日 SICE2012 ANNUAL CONFERENCE in AKITA  秋田大学 -  

9月7～8日 生体医工学シンポジウム2012 大阪大学   

10月31日 

～11月2日 
計測展2012 OSAKA 

グランキューブ

大阪 
- - 

（１）⑤社会的課題抽出・展開に関する調査研究 

2月8日 第1回社会的課題抽出・展開専門委員会  SICE事務所 -  

4月2日 東日本大震災被災地調査 石巻市など -  

4月3日 東日本大震災関連学術研究専門家ヒアリング 東北大学工学部 - - 

4月3日 第2回社会的課題抽出・展開専門委員会 東北大学工学部   

7月27日 第3回社会的課題抽出・展開専門委員会 東京大学工学部   

12月19日 中間報告「Paradigm Shift towards New Social System 

Design」 
福岡国際会議場   

SI2012（福岡）のワークショップ International and Management of Rescue System 

Technology for Safe and Resilient Society 
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３．技術者の資格認定・付与 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【公３】 

 

（１）直轄事業 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 

発

表

数 

参加 

人数 

（１）①SICE計測制御エンジニア認定資格合格者 

右欄 

初級計測制御エンジニア － － -－ 

2012年9月 （北海道地域 室蘭工業大学） 3名  

前田拓己，小田祐也，今岡広一 

2012年10月12日・13日（2012年度総合 東京 横河電機） 2名  

森山成仁，天野亮佑 

2012年11月11日 （中部地域 名古屋大学） 16名  

森 啓多，荒川悠太，河合俊希，江口公規，内田 陽介，真木 芽，浅羽浩太郎，大岡寛

幸，岡本 健，麻生晋平，川野友裕，栗田 大，伏見翔馬，伊藤 敦，加藤 毅， 

宋 在原 

 
右欄 

計測制御エンジニア補 － － -－ 

SICE続プロセス塾2011年度修了生  30名 

廣瀬光利，山口章生※，藤井敏彦※，鋤納悠治，勝野 貴，竹川正浩，村上厚夫，浅輪 智，

松田高明，嶋田仁志，桒野佳之，阪元修一，林 庸平，勝又健太，矢代康信，鶴丸大介，

長門達也※，谷野 博，佐藤敏貴，漆原秀樹，小宮山博哉，平川高志，小針昌則，橋本壮

平，松本 航，横山龍介，遠藤 明，濵田哲治，花田和則，西條史雄 

（注：※ は，既に資格保有者または上位資格取得者） 

2012年10月12日・13日（2012年度総合 東京 横河電機） 1名  

 福島康広 

右欄 

計測制御エンジニア － － -－ 

2012年10月12日・13日（2012年度総合 東京 横河電機） 2名  

藤谷 賢治，勝野 貴 

右欄 

計測制御エンジニア（推薦認定） － － -－ 

2012年 8月21日 （秋田地域 秋田大学） 2名  

瀬部 昇，村田純一 

2012年10月12日・13日 （横河電機） 2名  

大屋勝敬，佐藤和也 
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４．啓発・普及のための体験活動等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【公４】 

 

（１）直轄事業 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 

発

表

数 

参加 

人数 

（１）① SICE City 委員会 

11月21日 シンポジウム「生きがいのある都市構築」 首都大学東京 日

野キャンパス 
  

テーマ「働き甲斐のある職場作り」 

11月29日 シンポジウム「生きがいのある都市構築」 首都大学東京 南

大沢キャンパス 
  

テーマ「元気なシニアと首都大生の討論会」 

11月21日 シンポジウム「生きがいのある都市構築」 工学院大学 新宿

キャンパス 
  

テーマ「スポーツを楽しんで生き生きと生活する」 

（１）② SICE Week 2012 関連 

8月19日

～20日 

市民公開ロボット工作教室 秋田市アルヴェ  100 

秋田県立大学企画・全面協力 

8月19日

～20日 

市民公開ロボット計測・制御技術展 秋田市アルヴェ  200 

東北支部企画・全面協力 

 

（２）部門事業 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 

発

表

数 

参加

人数 

（２）④システムインテグレーション部門  

7月21日 

～22日 

第1 回ナチュラルサイエンスキャンプ 菖蒲沢ダイビングセ

ンター  
1 14 

担当：VR工学部会 

7月30日 

～8月2日 

RTミドルウェアサマーキャンプ 産業技術総合研究所 － 44 

担当：RTシステムインテグレーション部会 

12月18日 

RTミドルウエアコンテスト2012 福岡国際会議場

（SI2012 会場） 

  

担当：RTシステムインテグレーション部会 

 

（３）支部事業 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 

発

表

数 

参加

人数 

（３）② 東北支部 

9月1日～

2日 

2012電気自動車エコラン競技会 in SUGO (共催) 宮城県村田町 － 490 

2012年度インセンティブプランの支援を受けた．主催: 電気自動車エコラン競技大会実行委員会 

12月25日

～26日 

中学生のためのコンピュータ・グラフィック講座 

－ ３Ｄゲームを作ろう － (協賛) 

東北大学 － 10 

主催: 東北大学 サイバーサイエンスセンター 

（３）⑦ 四国支部 

11月11日 四国移動型＆自律型ロボットトーナメント 2012

（SMART2012）（後援） 

徳島大学 － 99 

(33 チ

ーム) 
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５．表彰及びコンクール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【公５】 

 

（１）直轄事業 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 

発

表

数 

参加 

人数 

（１）① 計測自動制御学会学会賞 

2月22日 

学術奨励賞（2011年度） 
東京大学 

山上会館 
－ － 

(研究奨励賞) 

・東京大学・佐藤克成「示温塗料とカメラを用いた指型温度センサの評価」(第 11 回 SICE

システムインテグレーション部門講演会) 

・京都大学・丸田一郎「L1最適化によるデータ圧縮に基づくPWAモデルの同定」(第11回

SICE制御部門大会) 

・東京工業大学・石崎孝幸「クラスタ可制御性に基づく動的ネットワークの低次元化」(第

40回制御理論シンポジウム) 

・京都大学・泉 晋作「分散制御によるロボットマスゲーム」(第11回SICE制御部門大会) 

・大阪大学・河野 佑「離散時間多項式システムの有限時間安定性の解析」(第40回制御理

論シンポジウム) 

・奈良先端科学技術大学院大学／ATR・松原崇充「個性を考慮したオンライン運動予測－周

期的・離散的な全身運動への適用－」(第11回SICEシステムインテグレーション部門講演

会) 

・東京農工大学・株本憲一郎「Closed-looped Developing Bio Robotics with Neuron and 

Muscle」(第26回生体・生理工学シンポジウム) 

・名古屋大学・ファン ミン トゥン「Conformal Geometric Algebraを用いた近似方法の提

案とその応用」(第1回コンピューテーショナル・インテリジェンス研究会) 

・東北大学・武田 孟「機械刺激応答を活用した筋細胞アクチュエータの自己組織的創成」

(第11回SICEシステムインテグレーション部門講演会) 

・京都大学・土橋宏規「対象物体の初期誤差に対する把持戦略のロバスト性への動力学的要

素の影響」(第11回SICEシステムインテグレーション部門講演会) 

(技術奨励賞) 

・信州大学・加納 徹「X線CT画像におけるメタルアーチファクト低減手法－金属領域の

抽出および非金属領域の補間－」(第28回センシングフォーラム 計測部門大会) 

・豊田工業大学・藤本 勲「柔軟構造物のパワーアシスト搬送のための制振から位置決めへ

の切り換え制御手法」(第11回SICEシステムインテグレーション部門講演会) 

・九州工業大学・S.M. Ashik Eftakhar「Multiple Persons' Action Recognition by Fast 

Human Detection」(SICE Annual Conference 2011) 

・東北大学・石倉路久「能動スコープカメラ用小型情報収集システムの構築」(第11回SICE

システムインテグレーション部門講演会) 

・資生堂・仲谷正史「肌の客観的な感性評価のための皮膚柔軟感センサシステムの開発」(第

11回SICEシステムインテグレーション部門講演会) 

8月22日 
論文賞 

秋田大学 60 周年

記念ホール 
－ － 

（論文賞・蓮沼賞） 

・新日本製鐵(株)・杉浦雅人，境田道隆，藤縣洋一，入江敬介「高温コークス炉炭化室の炉

壁損傷診断」(計測自動制御学会論文集Vol.47 No.10) 

（論文賞） 

・東工大・高山潤也，高 尚逸，大山真司「一般化バーニア効果とRF伝播時間計測への応

用」(計測自動制御学会論文集Vol.47 No.12) 

（論文賞・武田賞）   

・京大・田中秀幸，大村宗右「結合入出力法と確率実現を用いた閉ループ同定の解析」(計測

自動制御学会論文集Vol.47 No.1) 

（論文賞） 

・Kanazawa Univ.・Osamu KANEKO，Nippon Steel Corp.・Makoto MIYACHI，Fukui 
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Univ. of Tech.・Takao FUJII「Simultaneous Updating of Model and Controller Based on 

Fictitious Reference Iterative Tuning」(SICE JCMSI Vol.4 No.1) 

（論文賞） 

・Kyoto Univ.・Masaaki NAGAHARA，Texas Tech Univ.・Masaki OGURA，Kyoto Univ.・

Yutaka YAMAMOTO「H∞  Design of Periodically Nonuniform Interpolation and 

Decimation for Non-Band-Limited Signals」(SICE JCMSI Vol.4 No.5) 

（論文賞）  

・Kyoto Univ.・Yumiko ISHIDO，Kiyotsugu TAKABA「Robust lp Stability and Robust  

l∞ Stabilization over a Rate-Limited Digital Channel」(SICE JCMSI Vol.3 No.2) 

（論文賞・友田賞） 

・千葉大・岡本 卓，慶應大・相吉英太郎，浜田憲一郎「多点型離散化時変慣性系モデルを

用いた大域的最適化」(計測自動制御学会論文集Vol.46 No.11) 

（論文賞） 

・千葉工大・吉田智章「3D スキャナとジャイロを用いた屋外ナビゲーションプラットホー

ム」(計測自動制御学会論文集Vol.47 No.10) 

（論文賞） 

・東工大・遠藤 玄，山田浩也，広瀬茂男「軽作業用ハンド・アームシステムの開発―円筒

回転指先をもつグリッパによる円盤状物体ハンドリング作業―」(計測自動制御学会論文集

Vol.47 No.12) 

（論文賞） 

・早大・上原 彬，橋詰 匠，府立大・涌井徹也，横河電機(株)・角口開道，宮地宣夫「2

つのセンサ出力間の相関における揺動を利用したコリオリ質量流量計の空気混入診断」(計測

自動制御学会産業論文Vol.10 No.4) 

8月22日 
技術賞 

秋田大学 60 周年

記念ホール 
－ － 

・阪大・野村泰伸，沖縄科技大・浅井善之「統合生命科学推進のためのプラットフォーム開

発」(計測と制御 Vol.49 No.8) 

・(株)豊田中央研究所・木村正信，大澤正敬，須浪清一，マイクロリンクシステムズ(有)・立

木 宏，(株)NEAT・今井淳介「高速運動体内の物理量計測用超小型データロガー」(第28

回センシングフォーラム，他) 

8月22日 
著述賞 

秋田大学 60 周年

記念ホール 
－ － 

・大阪大・大塚敏之「非線形最適制御入門（システム制御工学シリーズ 18）」（2011 年・コ

ロナ社） 

・東京 電機大・汐月哲夫「線形システム解析（システム制御工学シリーズ19）」（2011年・

コロナ社） 

8月22日 
教育貢献賞 

秋田大学 60 周年

記念ホール 
－ － 

・産総研・今井秀孝，神徳徹雄，日置昭治，藤田佳孝，倉本直樹，内閣官房・藤井賢一，日

本規格協会・朝山恒男，経産省・小田宏行「物理化学関連JIS（pH，粘度，比重（密度））

規格に関する教育・啓発活動」 

8月22日 SICE Annual Conference Award 秋田大学 大学会館 － － 

(International Award)  

・Thanh Phuoc HONG「A Novel RF Time-of-Flight Estimation Method for Asynchronous 

Wireless Sensor Network Nodes」 

・Toshio MODEGI「Trial of High Myopia Disease Classification Using MRI and 

Prototyping of Image Analysis Software」 

(Young Author’s Award) 

・Yuichiro YADA「Lateral and Rotational Displacement Measurement using Dual Mode 

Reflector and Multizeros Optical Beam」 

8月22日 
国際標準化賞 

秋田大学 60 周年

記念ホール 
－ － 

(功績賞)  

・横河電機(株)・出町公二 
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対象国際標準規格名：Foundation Fieldbus (ISA50, IEC, FF協会)，IEC61784-2, IEC61158 

(IECフィールドバス(Vnet/IP))など 

－ SICE国際標準化賞 奨励賞 秋田大学 該当なし 

（１）③ フェロー 

8月22日 
フェロー称号贈呈 

秋田大学 60 周年

記念ホール 
－ － 

阿部直人，臼井支朗，大住 晃，大谷哲也，河野克己，笹嶋 久，篠田裕之 

 

（２）部門事業 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 

発

表

数 

参加 

人数 

（２）① 計測部門 

9月28日 計測部門論文賞 － － － 

・寺本顕武，井上亮二，A0モードラム波を用いた動的せん断歪み解析に基づく欠損部の近接

場の撮像，計測自動制御学会論文集，Vol.47，No.10 

9月28日 計測部門技術奨励賞 － － － 

・門内靖明（東京大学）「テラヘルツ帯フェーズドアレイを実現するMEMS 構造の提案」 

・藤森真綱（東京大学）「エイリアシングパターンのオプティカルフロー解析の理論と実験」 

・山川雄司（東京大学）「電子天秤の動的挙動と数学モデル（第二報）」 

・藤原正浩（東京大学）「触覚放送のための表面硬さ分布の遠隔計測と物体モデルの提示に関

する研究」 

・中川樹生（(株)日立製作所）「ミリ波ドップラセンサを用いた非接触液面検出技術」 

12月15日 パターン計測部会優秀論文賞 － － － 

・伊藤航，奈良高明（電気通信大学）「平面上の4つの磁気センサによる永久磁石の三次元定

位」 

（２）②制御部門 

3月15日 

奈良県文

化会館 

パイオニア賞 － － － 

・大阪大学 加嶋 健司 氏 

受賞研究：動的システムの空間構造：均質性とスケーラビリティ 

パイオニア技術賞 － － － 

 

制御部門大会賞 － － － 

・京都大学 丸田 一郎 氏，杉江 俊治 氏 

 発表論文：L1最適化によるデータ圧縮に基づくPWAモデルの同定 

制御部門大会技術賞 － － － 

・(株)東芝 大明 準治 氏，慶応義塾大学 足立 修一 氏 

 発表論文：非干渉化同定法に基づく垂直多関節ロボットのグレーボックスモデリング 

・カルソニックカンセイ(株) 板橋 欣之介 氏，寺西 望 氏 

慶応義塾大学 川口 貴弘氏，福永 しおり 氏，足立 修一 氏 

発表論文：カルマンフィルタを用いたHEV/EV向け電池の内部状態推定 

 研究奨励賞 － － － 

・京都大学 丸田 一郎 氏 

「L1最適化によるデータ圧縮に基づくPWAモデルの同定」 

（第11回制御部門大会にて発表） 

・電気通信大学 山下 哲生 氏 

「入力拘束を考慮したロバストモデル予測制御の柔軟衛星への適用」 

（第11回制御部門大会にて発表） 

・東京工業大学 坂井 幸大 氏 

「大規模ネットワーク結合系の可観測性解析」（第11回制御部門大会にて発表） 

・神戸大学 齋藤 健介 氏 

「データ量を固定した逐次確率実現アルゴリズム」（第11回制御部門大会にて発表） 

・北海道大学 山田 壮浩 氏 
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「フォーメーション走行のための移動ロボットのナビゲーション関数」 

（第11回制御部門大会にて発表） 

（２）③ システム・情報部門 

9月20日 

 

生体・生理工学部会奨励賞 － － － 

理化学研究所 川崎 真弘 氏 「TMS による脳波位相摂動が示す安静状態の脳リズムネット

ワーク」 

東京大学大学院教育学研究科 平島 雅也 氏「同一の身体運動を多彩に実現可能な冗長制御

システムとしての脳」 

11月22日 システム・情報部門優秀論文賞  － － － 

和田隆広 氏，吉村光貴 氏，土居俊一 氏，養畑裕紀 氏，冨山浩一 氏「ユーザスキルに適応

するエコ運転支援システム」 

11月23日 

 

システム・情報部門奨励賞 － － － 

佐藤圭二 氏「環境変化に適応するのためのスワップ型一般化」 

市川 学 氏「仮想都市構築法の違いによるシミュレーション結果への影響分析」 

松下 奨 氏,「加減速を有するAGV経路計画問題に対する列生成法ヒューリスティクス」 

（２）⑤ 産業応用部門 

11月6日 【奨励賞】 

・金子弘昌（東京大学・助教） 対象論文：「ソフトセンサーモデルの予測性能および適用

範囲の検証」（2011年産業シンポで講演） 

・佐川 瑞穂（TMC システム(株)） 対象論文：「水撃を用いた空気圧縮機の開発」 

（2011年流体計測制御シンポで講演）  

【技術賞】 

・橘 久好氏ほか4名（住友金属工業）「厚板加速冷却装置における高精度冷却制御システム

の開発」 

11月6日 流体計測制御シンポジウム ― － － 

【ベストプレゼンテーション賞】 

吉澤 雄太（東京工業大学大学院） 対象講演：「Active Charge Accumulator を圧力変換

装置として用いる事による弁制御油圧サーボシステムの効率向上」 

（２）⑥ ライフエンジニアリング部門（LE部門） （該当なし） 

 

（３）支部事業 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 発表数 参加人数 

（３）② 東北支部 

3月21日 支部優秀発表奨励賞 東北大学 森田賢「ワイヤハーネス部品の教示軌道追従のためのビジュ

アルサーボ」 （第271回研究集会） 

6月11日 支部優秀発表奨励賞 岩手大学 片岸渉「暗視カメラの近赤外画像情報とレーザセンサを用い

た３次元情報の統合による静脈注射支援システムの位置制御」 （第272回研究集会） 

6月18日 支部優秀発表奨励賞  秋田県立大学  植栗健太「行列基本変形による多次元 

Fornasini-Marchesini 状態空間モデル実現法の次数評価 : 1入出力の場合」 （第272回研

究集会） 

7月19日 支部優秀発表奨励賞 弘前大学 後藤博哉「PID制御則を利用した立位姿勢制御能力の評価」 

（第273回研究集会） 

7月23日 支部優秀発表奨励賞 東北大学 荻原健「シート型微小変位センサを用いた心拍数の推定法」 

（第274回研究集会） 

11月7日 支部優秀発表奨励賞 山形大学 弘平谷友隆「インテリジェント短下肢装具の歩行速度に合わ

せた足関節底屈制御法の提案」 （第275回研究集会） 

11月16日 支部優秀発表奨励賞 秋田大学 雪田哲志「ニューラルネットワークによるステッピングモー

タ制御用前置補償要素の調整法の改善」 （第275回研究集会） 

（３）③ 中部支部 

1月21日 

 

第42期 支部賞 研究賞 授賞式 名古屋工業大学 

2号館 

― ― 

受賞者氏名：伊藤 聡（岐阜大学），上木 諭（豊田高専），西本 裕（岐阜大学），安倍
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基幸（星城大学），毛利哲也（岐阜大学），青木隆明（岐阜大学），石榑康彦（㈱丸富精工），

水元 淳（㈱丸富精工），川﨑晴久（岐阜大学） 

題 目 ：「脳卒中急性期患者を対象とした手指リハビリ支援システムの開発研究」 

受賞者氏名：片山仁志（静岡大学） 

題 目 ：「船舶のサンプル値制御系設計法」 

受賞者氏名：山田貴孝（岐阜大学） 

題 目 ：「多指ロボットハンド把握系の安定性解析」 

第42期 支部賞 奨励賞 授賞式 名古屋工業大学 

2号館 

― ― 

受賞者氏名：小池雅和（信州大学） 

題 目 ：「オン・オフ駆動型制御入力による高速振動抑制制御手法の確立と空圧式除振台へ 

の応用」 

3月8日 第43期 支部賞 学業優秀賞 贈呈 ― ― ― 

受賞学生氏名： 

安井興太郎  愛知県立大学 情報科学部 

川村 真之  愛知工業大学 経営情報科学部 情報科学科 

高橋 恒太  岐阜工業高等専門学校 電子制御工学科 

清水 一樹  岐阜大学 工学部 人間情報システム工学科 

平野 幸助  信州大学 工学部 機械システム工学科 

中村 泰貴  鈴鹿工業高等専門学校 電子情報工学科 

奥野 道弘  中部大学 電気システム工学科 

池田 朋之  豊田工業大学 先端工学基礎学科 

馬場 慎吾  豊橋技術科学大学 機械システム工学課程 

原田 光   豊橋技術科学大学 生産システム工学課程 

杉田 和洋  名古屋工業大学 電気電子工学科 エネルギーデザイン系プログラム 

吉浦 隆仁  名古屋大学 工学部 機械・航空工学科 機械システム工学コース 

福岡 敬介  名古屋大学 工学部 機械・航空工学科 航空宇宙工学コース 

大岡 寛幸  名古屋大学 工学部 機械・航空工学科 電子機械工学コース 

太田 清士郎 南山大学 数理情報学部 情報システム数理学科 

早苗 駿一  沼津工業高等専門学校 制御・情報システム工学専攻 

安屋 慶二  三重大学 機械工学科 

千賀 一輝  三重大学 電気電子工学科 

（３）④北陸支部 

8月23日 SICE Annual Conference学生奨励賞 

SICE Hokuriku Young Scientist Encouragement 

Award 

   

 受賞学生氏名：横井 康伸（金沢大学） 

題 目 ：「Control of a Cyclic Vehicular Traffic Flow Based on the Optimal Velocity Model 

-Experiment by Using LEGO NXT-」 

受賞学生氏名：河合 翔平（富山大学） 

題 目 ：「Distinction of Road Surface Conditions based on RGB Color Space at Night-time 

using a Car-Mounted Camera」 

受賞学生氏名：片山 康太郎（富山大学） 

題 目 ：「Detection and Tracking an Object in Omni-Directional Images using Particle 

Filter」 

受賞学生氏名：森 慧（富山県立大学） 

題 目 ：「Rotation Immunity Characteristics of Non-contact Fingerprint Recognition 

Using Local Luminance Variation」 

受賞学生氏名：内藤 千裕（富山県立大学） 

題 目 ：「Real Time Doze Detection Method Using Closed Eye Time During Blink Burst 

and Isolated Blinks」 
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9月1日 平成 23 年度電気関係学会北陸支部連合大会優秀論文発

表賞 
富山県立大学   

受賞学生氏名：河合 翔平（富山大学） 

題 目 ：「夜間の車載型路面状態判別方式における画像特徴量」 

9月1日 

12月1日 

優秀学生表彰の検討 富山県立大学、 

ヴィアイン金沢 
  

平成25年度から実施することを検討 

（３）⑤ 関西支部 

1月25日 支部長賞表彰 中央電気倶楽部 － － 

・特別賞－岩木保雄：「SICE関西支部の運営への多大なる貢献」 

・奨励賞－川崎重工業・安部崇嗣：「Application of Air Fuel Ratio Control to a Motorcycle 

with Dual Oxygen Sensor」 

・奨励賞－大阪大学・河野 佑：「離散時間多項式システムの有限時間安定性の解析」 

・奨励賞－舞鶴工業高等専門学校・南 裕樹：「分散電源ネットワークのハーフトーン制御」 

（３）⑥ 中国支部 

1月19日 中国支部学術講演会表彰 広島工業大学   

・奨励賞 

 村上 隆治(広島大学)「筋電義手操作のためのバーチャルトレーニングシステムの提案と仮

想Box and Block Testの実現」 

 小田 晋太郎(岡山県立大学)「3リンク劣駆動ロボットのエネルギーと駆動関節の同時制御:

劣駆動度2の場合」 

 片山 優(松江工業高等専門学校)「松江高専におけるETロボコンの取組み」 

 越智 達也(岡山大学)「視聴覚統合に及ぼす聴覚刺激の呈示位置の影響に関する検討」 

 梶谷哲平(岡山大学)「CANopenとRTミドルウェアを用いたTITAN-VIIIのアーキテクチ

ャのモジュール化」 

今井 淳文(鳥取大学)「学習の最適収束を考慮したPD型繰り返し学習制御」 

・技術賞 

 星島一輝(三井造船)「量子カスケードレーザ吸収法を用いた流線可視化装置」 

11月17日 「学生ケータイあわ～ど２０１２」（後援） 岡山県立大学   

電子情報通信学会中国支部学生会主催 

（３）⑦ 四国支部 

11月18日 四国支部優秀発表奨励賞表彰（１回） 香川高専 － 6 

田村 佑介（愛媛大学） 

  「顔の３次元計測と顔表情に関する有限要素解析」  

常森 奎多（愛媛大学） 

  「人間心理に好ましい移動ロボットの回避運動に関する研究」  

湯浅 庸紀（阿南高専） 

  「これからの日本住宅に適した車いすの提案」  

服部 宏祐（徳島大学） 

  「歩容特徴を用いた人物認証」  

湯浅 寛太（香川高専） 

  「立ち座り支援機器を用いた立ち上がり動作における手すりの効果」  

北島 孝弘（徳島大学） 

  「遠隔操作型LEDイルミネーションロボットQ-poの開発」 

（３）⑧ 九州支部 

1月7日 支部奨励賞 熊本大学 － 20 

【計測部門】白井 岳(九州工業大学) 「固定ラグスムージングを用いたオプティカルフロー

推定」 

【制御理論部門】水本 聡(九州大学) 「拡張最小二乗法を応用した薬物動態パラメータ推定」

【制御応用部門】該当者なし 

【システム応用部門】田尻祐介(熊本高等専門学校) 「Hough変換に基づく複数話者の発話

時における音源数推定」 
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12月8日 学生発表交流会表彰 熊本大学 － 41 

最優秀賞(1名) 

井手敬也(九州工業大学) 「モデルベースド開発手法に基づく制御教育とそのための教材開

発」 

優秀賞(3名) 

壇 裕介(熊本大学) 「走行特性を考慮した次世代型福祉車両STAVi#2の規範モデルの設計」 

小牟禮信哉(佐賀大学) 「睡眠時無呼吸症候群(SAS)を予防するロボットシステムの開発」 

鍋倉司樹(熊本大学) 「操作性を考慮した次世代型電動車椅子STAViの走行制御」 
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６．共通事業（１．から５．のいずれか２つ以上に関わるもの）・・・・・・・・・・・・・・・・・・【共通】 

 

（１）直轄事業 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 

発

表

数 

参加 

人数 

10月31日 

～11月2日 
計測展2012 OSAKA 

グランキューブ

大阪 
 100 

10月31日 テクニカルセミナー SICE City  同上 1 38 

 

（２）部門事業 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 
発表

数 

参加 

人数 

（２） 部門連携・活性化専門委員会 

先端融合システムズアプローチ創出委員会 

6月7日 第1回先端融合システムズアプローチ創出委員会 

(全体委員会) 

京都キャンパスプラザ

第一会議室 
－ 13 

9月13日 第2回先端融合システムズアプローチ創出委員会 

(全体委員会) 
SICE本部会議室 － 13 

12月17日 第3回先端融合システムズアプローチ創出委員会 

(全体委員会) 

文京区区民センタ

ー 2-C会議室 
－ 15 

8月28日 第1回運営構想小委員会 スカイプ会議 － 5 

9月24日 第2回運営構想小委員会 スカイプ会議 － ６ 

10月31日 第3回運営構想小委員会 スカイプ会議 － 4 

11月28日 第4回運営構想小委員会 スカイプ会議 － 5 

毎月 

2〜3回 

第1回〜第32回幹事会 スカイプ会議 
－ 2 

（２）① 計測部門 

2月1日 第 1 回部門運営委員会／第 1 回センシングフォーラム

運営委員会 

文京区シビックセ

ンター4階A会議

室 

－ － 

2月24日 ネットワークセンシングシステム部会運営委員会 － － － 

3月9日 第1回温度計測部会運営委員会 東京都立産業技術

研究センター 
－ － 

4月24日 第1回パターン計測部会運営委員会 慶應義塾大学・日

吉キャンパス 
－ － 

4月27日 先端電子計測部会運営委員会 SICE事務所 － － 

6月7日 スマートセンシングシステム部会運営委員会 － － － 

6月18日 第93回力学量計測部会運営委員会 SICE事務所 － － 

6月22日 第 2 回部門運営委員会／第 2 回センシングフォーラム

運営委員会 

SICE事務所 
－ － 

7月2日 第2回温度計測部会運営委員会 JAXA・相模原キャ

ンパス 
－ － 

7月27日 スマートセンシングシステム部会運営委員会 青山学院大学・青

山キャンパス 
－ － 

8月2日 第2回パターン計測部会運営委員会 東京電機大学・東

京千住キャンパス 
－ － 

9月27日 第3回部門運営委員会／第3回センシングフォーラム

運営委員会 

茨城大学・日立キ

ャンパス 
－ － 

9月27日 第3回温度計測部会運営委員会 茨城大学・日立キ

ャンパス 
－ － 
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11月16日 第4回温度計測部会運営委員会 東京都立産業技術

研究センター 
－ － 

12月14日 第3回パターン計測部会運営委員会 春日井びゅーほて

る，山梨県春日井

温泉 

－ － 

12月3日 第94回力学量計測部会運営委員会  － － 

（２）②制御部門 

3月22日 第１回制御部門運営委員会 東京工業大学  － 20 

5月23日 第1回制御部門企画委員会 東京工業大学 － 8 

7月23日 第2回制御部門企画委員会 東京工業大学 － 11 

9月5日 第2回制御部門運営委員会 東京工業大学 － 14 

9月6日 第1回Publication-Conference Task Force 委員会 東京工業大学 － 8 

10月17日 第3回制御部門企画委員会 電気通信大学 － 8 

12月4日 第3回制御部門運営委員会 東京工業大学 － 15 

（２）③システム・情報部門 

1月20日 
第1回ニューラルネットワーク部会運営委員会 

JAXA 相模原キャ

ンパス 

― 10  

1月27日 
第1回自律分散システム部会運営委員会 

神戸ファッション

マート 

― 25 

2月27日 2011-2012年度システム・情報部門幹事団引継会 SICE事務局 ― 6  

3月7日 第2回SSI2012実行委員会 ― ― 9 

3月8日 

第1回システム工学部会運営委員会 

キャンパス・イノ

ベーションセンタ

ー東京 

― 11  

3月10日 分子ロボティクス研究会 運営委員会 関西大学 ― 12  

3月15日 第1回生体・生理工学部会運営委員会 玉川大学 ― 32  

3月16日 第1回知能工学部会運営委員会 千葉大学 ― 30  

3月30日 第１回システム・情報部門幹事会 東京 ― 8  

3月30日 第１回システム・情報部門運営委員会 東京 ― 22  

3月7日 第3回SSI2012実行委員会 ― ― 9 

5月18日 第1回先端ナチュラルコンピューティングとその応用

調査研究会運営委員会 

兵庫県立大学 ― 7  

5月18日 第1回関係論的システム科学調査研究会運営委員会 滋賀 ― 10 

6月1日 第1回離散事象システム部会運営委員会 宮崎 ― 14  

6月15日 第2回自律分散システム部会運営委員会 京都大学 ― 20  

6月28日 第2回システム・情報部門幹事会 東京 ― 5  

6月28日 第2回システム・情報部門運営委員会 東京 ― 18  

7月17日 第1回マンマシンシステム部会運営委員会 ― ― 17  

7月20日 第2回システム工学部会運営委員会 京都大学 ― 8  

8月4日 
第1回社会システム部会運営委員会 

東京工業大学すず

かけ台 

― 14  

8月20日 第3回システム・情報部門幹事会 秋田大学 ― 5  

8月20日 第3回システム・情報部門運営委員会 秋田大学 ― 13  

8月20日 システム・情報部門将来構想委員会 秋田大学 ― 5  



 -47- 

8月20日 システム・情報部門企画・事業委員会 秋田大学 ― 5  

8月21日 第2回ニューラルネットワーク部会運営委員会 秋田大学 ― 13  

8月30日

～31日 
第3回ニューラルネットワーク部会運営委員会 

浦添市てだこホー

ル(FAN2012) 

― 15  

9月3日 
第3回自律分散システム部会運営委員会 

同志社リトリート

センター 

― 10  

9月20日 第2回生体・生理工学部会運営委員会 北海道大学 ― 20  

11月21日 
第2回知能工学部会運営委員会 

愛知県女性総合セ

ンター 

― 12  

11月22日 
第3回システム工学部会運営委員会 

愛知県女性総合セ

ンター 

― 11  

11月22日 
第4回システム・情報部門幹事会 

愛知県女性総合セ

ンター 

― 4  

11月22日

～23日 
第4回システム・情報部門運営委員会 

愛知県女性総合セ

ンター 

― 48  

11月22日

～23日 
第2回社会システム部会運営委員会 

愛知県女性総合セ

ンター 

― 12 

11月23日 
第4回SSI2012実行委員会 

愛知県女性総合セ

ンター 

― 9 

11月22日 第 2 回先端ナチュラルコンピューティングとその応用

調査研究会運営委員会 

愛知県女性総合セ

ンター 

― 11 

11月22日 
分子ロボティクス研究会 運営委員会 

愛知県女性総合セ

ンター 

― 7 

11月22日 
第2回離散事象システム部会運営委員会 

愛知県女性総合セ

ンター 

― 10 

11月23日 
第4回ニューラルネットワーク部会運営委員会 

愛知県女性総合セ

ンター 

― 10 

12月14日 
第4回自律分散システム部会運営委員会 

日立製作所・横浜

研究所 

― ― 

12月4日 第1回SSI2013実行委員会 (独)電子航法研究所 ― 6 

12月4日 第2回マンマシンシステム部会運営委員会 ― ― 7 

12月15日 第 3 回先端ナチュラルコンピューティングとその応用

調査研究会運営委員会 
イーグレ姫路（兵

庫県姫路市） 

― 11 

（２）④システムインテグレーション部門 

3月22日 福祉工学部会 第1 回運営委員会 
独立行政法人 産業

技術総合研究所 
4 25 

2月9日 
第1回SI部門運営委員会 

関学丸の内キャン

パス 

 22 

5月27日 第2回SI部門運営委員会 アクトシティ浜松  29 

9月17日 
第3回SI部門運営委員会 

札幌コンベンショ

ンセンター 

 21 

12月20日 第4回SI部門運営委員会 福岡国際会議場  34 

3月3日 自動化システム部会第1回運営委員会    

5月28日 自動化システム部会第2回運営委員会 アクトシティ浜松   
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9月18日 
自動化システム部会第3回運営委員会 

札幌コンベンショ

ンセンター 

  

12月18日 自動化システム部会第4回運営委員会 福岡国際会議場   

3月 メカトロニクス部会運営委員会 東京都市大学   

4月14日 レスキュー工学部会第1回運営委員会    

5月12日 レスキュー工学部会第2回運営委員会    

6月9日 レスキュー工学部会第3回運営委員会    

7月28日 レスキュー工学部会第4回運営委員会    

12月19日 レスキュー工学部会第5回運営委員会 福岡国際会議場   

12月19日 VR工学部会運営委員会 福岡国際会議場   

12月18日 ユニバーサルデザイン応用システム部会運営委員会 福岡国際会議場   

3月19日 共創システム部会第1回運営委員会 早稲田大学   

8月30日 共創システム部会第2回運営委員会 早稲田大学   

12月18日 共創システム部会第3回運営委員会 福岡国際会議場   

4月28日 バイオシステム部会第1回運営委員会    

9月4日 バイオシステム部会第2回運営委員会    

11月9日 バイオシステム部会第3回運営委員会    

3月27日 OMGワシントン技術会議報告・検討会 

OMG国内委員会との共催 

機械振興会館   

6月26日 OMGケンブリッジ技術会議報告・検討会 

OMG国内委員会との共催 

機械振興会館   

12月21日 OMGバーリンゲム術会議報告・検討会 

OMG国内委員会との共催 

機械振興会館   

3月21日 ロボット・セラピー部会第1回運営委員会 拓殖大学茗荷谷   

4月21日 ロボット・セラピー部会第2回運営委員会 拓殖大学茗荷谷   

6月2日 ロボット・セラピー部会第3回運営委員会 拓殖大学北千住   

12月9日 ロボット・セラピー部会第4回運営委員会 拓殖大学北千住   

4月20日 
触覚部会第1回運営委員会 

NHK 放送技術研

究所 

  

7月20日 触覚部会第2回運営委員会 名古屋工業大学   

12月19日 触覚部会第3回運営委員会 福岡国際会議場   

9月18日 
モーションメディア部会運営委員会 

札幌コンベンショ

ンセンター 

  

9月17日 
空間知部会第1回運営委員会 

札幌コンベンショ

ンセンター 

  

12月19日 空間知部会第2回運営委員会 福岡国際会議場   

9月 インテリジェントビークル部会第1回運営委員会 秋田大学   

11月 

インテリジェントビークル部会第2回運営委員会 

日本大学生産工学

部津田沼キャンパ

ス 

  

12月 インテリジェントビークル部会第3回運営委員会 福岡国際会議場   

5月28日 スワームロボティクス調査研究委員会第 1 回運営委員会 アクトシティ浜松  12 

9月19日 
スワームロボティクス調査研究委員会第 2 回運営委員会  

札幌コンベンショ

ンセンター 

 10 

12月 スワームロボティクス調査研究委員会第 2 回運営委員会  福岡国際会議場   

（２）⑤産業応用部門 

2月13日 第1回産業応用部門運営委員会 SICE事務所 － 6 

2012年の運営委員会の体制，2011年の決算および2012年の予算，部門大会などについて

協議した． 

5月21日 第2回産業応用部門運営委員会 SICE事務所 － 8 

部門大会などについて協議した． 

7月15日 第3回産業応用部門運営委員会 SICE事務所 － 8 

部門大会などについて協議した． 
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9月21日 第4回産業応用部門運営委員会 SICE事務所 － 5 

決算・予算，部門大会の運営，部門賞などについて協議した． 

11月6日 計測制御エンジニア会総会 東京工業大学 －  

活動実績，活動計画，体制説明などについて報告    

12月７日 第5回産業応用部門運営委員会 SICE事務所   

2013年の運営委員会の体制，部門大会などについて協議 

（２）⑥ライフエンジニアリング部門（LE部門） 

3月16日 ライフエンジニアリング部門運営委員会 東京 － 8 

3月4日 電気生理運動学部会運営員会 大阪 － 12 

 

（３）支部事業 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 

発

表

数 

参加人

数 

（３）① 北海道支部 

1月23日 2012年度第1回北海道支部運営委員会 北海道大学 － 7 

3月5日 2012年度第2回北海道支部運営委員会 北海道大学 － 6 

5月24日 2012年度第3回北海道支部運営委員会 北海道大学 － 4 

10月15日 2012年度第4回北海道支部運営委員会 北海道大学 － 4 

（３）② 東北支部 

1月24日 支部会議 東北大学 ― - 

2月10日 支部運営専門委員会 東北大学 ― 6 

4月19日 支部運営専門委員会 東北大学 ― 4 

5月25日 支部運営専門委員会 東北大学 ― 5 

6月14日 支部運営専門委員会 東北大学 ― 4 

9月21日 支部運営専門委員会 東北大学 ― 5 

10月11日 支部運営専門委員会 東北大学 ― 4 

11月12日 支部運営専門委員会 東北大学 ― 3 

12月3日 支部運営委員・顧問・専門委員合同委員会 東北大学 ― 8 

（３）③ 中部支部 

1月21日 

 

第43期支部会議 名古屋工業大学 

2号館 
1 25 

前期事業報告，同会計報告，今期事業計画案，同予算案，支部賞授賞式，特別講演 

1月21日 第1回運営委員会 名古屋工業大学 

3号館 
－ 31 

前回議事録の承認，本部関係報告と審議，支部事業関係報告及び研究委員会報告ならびに審

議 

4月21日 第2回運営委員会 名古屋工業大学 

3号館 

－ 17 

前回議事録の承認，本部関係報告と審議，支部事業関係報告及び研究委員会報告ならびに審

議 

7月14日 第3回運営委員会 名古屋工業大学 

3号館 

－ 16 

前回議事録の承認，本部関係報告と審議，支部事業関係報告及び研究委員会報告ならびに審

議 

11月10日 第4回運営委員会 名古屋工業大学 

3号館 

－ 23 

前回議事録の承認，本部関係報告と審議，支部事業関係報告及び研究委員会報告ならびに審

議，研究委員会事業／会計終了報告・中間報告，研究委員会設置申請について，平成 24 年

度事業中間報告，同会計報告，次期運営委員候補者について，平成 25 年度事業計画・予算

案について，平成25年度支部会議について 

11月10日 定例顧問会議 名古屋工業大学 

3号館 

－ 25 
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平成24年度事業中間報告，同会計報告，次期運営委員候補者について，平成25年度事業計

画・予算案について，平成25年度支部会議について 

（３）④ 北陸支部 

1月20日 
新旧合同運営委員会 

金沢マンテンホテ

ル 

－  

新旧運営委員の引継ぎ，支部会議の準備 

1月20日 
支部会議・顧問会議 

金沢マンテンホテ

ル 

－  

2011年度の事業，収支，2012年度の事業計画，収支計画，運営委員選挙結果の報告 

5月19日 
第1回北陸支部運営委員会 

金沢ガーデン 

ホテル 

－ 7 

講演会，電気関係学会北陸支部連合講演会，産学学術交流会議等各種活動計画， 

インセンティブプランの検討 

7月21日 第2回北陸支部運営委員会 ヴィアイン金沢 － 8 

共催講演，SICE Annual Conference学生奨励賞の選考準備，SICE 中期事業計画の検討 

9月1日 第3回北陸支部運営委員会 富山県立大学 － 7 

電気関係学会北陸支部連合大会優秀論文発表賞の選考， 

産学学術交流会議，次期運営委員、行事計画の検討 

12月1日 第4回北陸支部運営委員会 ヴィアイン金沢 － 8 

産学学術交流会議，優秀学生賞，次期運営委員，次年度事業・予算計画の検討 

（３）⑤ 関西支部 

1月6日 第5回支部運営委員会 常翔学園大阪セ

ンター 
－ 16 

各委員会の報告，支部長賞の受賞者決定 

1月6日 特別支部運営委員会 常翔学園大阪セ

ンター 

－ 17 

次期運営委員に対する関西支部の概要紹介，等 

1月25日 第1回（新旧合同）支部運営委員会 中央電気倶楽部 － 27 

新旧運営委員の引継ぎ，支部会議の準備 

1月25日 支部会議 中央電気倶楽部 － 35 

2011年度の事業，収支，2012年度の事業計画，収支計画，運営委員選挙結果の報告 

5月31日 第2回支部運営委員会 三菱電機関西支社 － 18 

各委員会の報告 

9月5日 第3回支部運営委員会 中央電気倶楽部 － 19 

各委員会の報告，支部長賞の選考準備，次期運営委員の選定依頼 

11月15日 

 

第4回支部運営委員会 三菱電機関西支社 － 12 

各委員会の報告，次期運営委員の内定，次年度事業・予算計画 

（３）⑥ 中国支部 

1月19日 第1回運営委員会 広島工業大学 － 24 

新旧委員の引き継ぎ，支部会議の準備等 

1月19日 支部会議  － 24 

H23年度の事業，収支，H24年度の事業・収支計画，運営委員選挙結果の報告 

5月18日 拡大運営委員会  － 19 

学術講演会，チュートリアル講演会，計測制御シンポジウム，企業見学会の準備状況の確認 

等 

9月7日 第2回運営委員会  － 16 

学術講演会，支部行事中間報告, チュートリアル講演会，計測制御シンポジウム，企業見学

会の準備状況の確認・実施報告 および 次年度計画の検討 等 

11月24日 第3回運営委員会  － 20 

学術講演会，計測制御シンポジウム，企業見学会の実施報告，次期支部運営委員候補 およ

び 次年度事業計画の検討 等 

（３）⑦ 四国支部 

2月4日 四国支部会議 徳島大学 － 6 
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6月22日 特別運営委員会 香川高専 － 4 

9月7日 特別運営委員会 香川高専 － 4 

10月12日 特別運営委員会 香川高専 － 4 

11月12日 特別運営委員会 香川高専 － 4 

11月18日 学術講演会拡大実行委員会 香川高専 － 9 

12月7日 特別運営委員会 香川高専 － 4 

12月18日 四国支部運営委員会 香川高専 － 7 

（３）⑧ 九州支部 

1月8日 第1回運営委員会（新旧合同） 熊本大学工学部  14 

 1．年間活動報告 / 2．決算および会計監査報告 

3．次期役員・協議員候補者の承認 / 4．研究委員会継続の申請・承認 / 

5．新年度事業計画案の検討・承認 / 6．予算案承認 

7．支部奨励賞・本部学術奨励賞推薦の決定 / 8．その他 

1月8日 第1回顧問会議(新旧合同) 熊本大学工学部 － 21 

1．年間活動報告 / 2．決算および会計監査報告 

3．次期役員・協議員候補者の承認 / 4．研究委員会継続の申請・承認 / 

5．新年度事業計画案の検討・承認 / 6．予算案承認 

7．支部奨励賞・本部学術奨励賞推薦の決定 / 8．その他 

1月8日 支部会議 熊本大学工学部 － 20 

1．第41 期（平成23 年度）事業報告/ 2．第41 期収支決算報告/ 

3．第41 期会計監査報告/ 4．支部奨励賞の贈呈/  5．第42 期事業計画案/ 

6．第42 期地区委員会・研究委員会/   7．第42 期収支予算案 

4月21日 第2回運営委員会 佐賀大学理工学

部 

－ ７ 

1．中間活動報告 / 2．会計報告 / 3．事業計画 / 4．その他 

9月21日 第1回事業委員会 九州工業大学

kyutechプラザ 
－ 9 

学術講演会運営（プログラム作成を含む） 

12月1日 第3回運営委員会 佐賀大学理工学

部 

 9 

１．事業報告 / ２．会計報告 / ３．今後の運営について / 

４．その他 

12月8日 

 

第2回事業委員会 熊本大学工学部 － 9 

次年度事業計画ほか 
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７．その他の本会の目的を達成するための事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【他】 

 

（１）直轄事業 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 

発

表

数 

参加 

人数 

（１）① 国内関係 

随時実施 横断型基幹科学技術研究団体連合への協力 ― ― ― 

随時実施 システム制御情報学会との事業協力 ― ― ― 

随時実施 日本工学会など関連学会との協力 ― ― ― 

（１）② 国際関係 

随時実施 国際計測連合(IMEKO)への協力 ― ― ― 

随時実施 国際自動制御連盟(IFAC)への協力 ― ― ― 

随時実施 ISA，CIS，IEEE，ICROS，CAA，CACS との交流 ― ― ― 

随時実施 来日外国学識者との交流 ― ― ― 
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８．本会の法人管理・運営に関する事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【法人】 

 

（１）直轄事業 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 

発

表

数 

参加

人数 

4月24日 第1回企画委員会 SICE事務所 － － 

6月14日 第2回企画委員会 SICE事務所 － － 

8月7日 第3回企画委員会 東京大学 － － 

1月13日 第3回学会賞委員会（2011年度委員会） SICE事務所 － － 

4月20日 第1回学会賞委員会 SICE事務所 － － 

6月6日 第2回学会賞委員会 SICE事務所 － － 

12月6日 第3回学会賞委員会 SICE事務所 － － 

2月20日 Y50第15回実行委員会 SICE事務所 － － 

2月22日 Y50第3回組織委員会 東京大学 － － 

7月30日 Y50第16回実行委員会 SICE事務所 － － 

1月27日 第6回会誌編集委員会（2011年度委員会） SICE事務所 － － 

3月22日 第1回会誌編集委員会 SICE事務所 － － 

5月11日 第2回会誌編集委員会 SICE事務所 － － 

6月2日 

～3日 
特別会誌編集委員会 

新日本製鐵(株) 

代々木研修センター 
－ － 

7月18日 第3回会誌編集委員会 SICE事務所 － － 

9月20日 第4回会誌編集委員会 SICE事務所 － － 

11月28日 第5回会誌編集委員会 SICE事務所 － － 

2月10日 第6回論文集委員会 SICE事務所 － － 

4月9日 第1回論文集編集委員会 SICE事務所 － － 

7月12日 第1回論文集委員会 SICE事務所 － － 

11月1日 第2回論文集委員会 SICE事務所 － － 

1月11日 第3回英文論文集委員会（2011年度委員会）      SICE事務所 － － 

3月28日 第1回英文論文集委員会 SICE事務所 － － 

8月21日 第2回英文論文集委員会 秋田大学 － － 

5月11日 第1回出版委員会 SICE事務所 － － 

7月18日 第2回出版委員会 SICE事務所 － － 

11月28日 第3回出版委員会 SICE事務所 － － 

4月24日 第１回事業推進協議会 SICE事務所 － － 

12月10日 第2回事業推進協議会 SICE事務所 － － 

5月22日 ISICE-SICE連携Pj企画運営会議第１回 京都テルサ － － 

5月22日 ISICE-SICE連携Pjステアリング会議第１回 京都テルサ － － 

10月2日 ISICE-SICE連携Pj企画運営会議第2回 キャンパスプラザ京都 － － 

11月17日 ISICE-SICE会長・副会長懇談会2012 京都大学 － － 

11月17日 ISICE-SICE連携Pjステアリング会議第2回 京都大学 － － 

1月24日 第1回 ISICE-SICE連携アンケートWG SICE事務所 － － 

3月6日 第2回 ISICE-SICE連携アンケートWG キャンパスプラザ京都 － － 

4月24日 第3回 ISICE-SICE連携アンケートWG SICE事務所 － － 

6月1日 第4回 ISICE-SICE連携アンケートWG キャンパスプラザ京都 － － 

11月13日 第5回 ISICE-SICE連携アンケートWG SICE事務所 － － 

12月10日 第１回事業推進協議会イベントWG（post Y50） SICE事務所 － － 

5月23日 第1回産官学連携委員会 SICE事務所 － － 

10月25日 第2回産官学連携委員会 SICE事務所 － － 

2月6日 第１回国際標準化委員会 文京区障害者会館 － － 

4月6日 第１回国際標準化委員会 候補者推薦小委員会 SICE事務所 － － 

5月15日 第2回国際標準化委員会 候補者推薦小委員会 SICE事務所 － － 

5月18日 第2回国際標準化委員会 SICE事務所 － － 
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9月14日 第3回国際標準化委員会 SICE事務所 － － 

10月30日 第4回国際標準化委員会 SICE事務所 － － 

5月24日 第1回学会連合推進委員会 SICE事務所 － － 

10月25日 第2回学会連合推進委員会 SICE事務所 － － 

1月5日 第4回AC委員会（2011年度委員会） SICE事務所 － － 

3月22日 第1回AC委員会 学士会館 － － 

6月11日 第2回AC委員会 SICE事務所 － － 

8月23日 第3回AC委員会 秋田大学 － － 

8月23日 第１回拡大ＡＣ委員会 秋田大学 － － 

10月16日 第4回AC委員会 SICE事務所 － － 

12月4日 第5回AC委員会 文京シビックセンター

SICE事務所 

－ － 

4月19日 第1回会員・広報委員会 SICE事務所 － － 

6月27日 第2回会員・広報委員会 SICE事務所 － － 

10月15日 第3回会員・広報委員会 SICE事務所 － － 

12月21日 第4回会員・広報委員会 文京区障害者会館 － － 

6月1日 第1回 IT委員会 SICE事務所 － 7 

7月13日 第2回 IT委員会 SICE事務所 － 9 

9月25日 第3回 IT委員会 文京区民センター － 9 

11月27日 第4回 IT委員会 SICE事務所 － 4 

1月25日 第7回総務委員会（2011年度委員会） SICE事務所 － － 

4月5日 第1回総務委員会 SICE事務所 － － 

6月15日 第2回総務委員会 SICE事務所 － － 

8月20日 第3回総務委員会 SICE事務所 － － 

11月15日 第4回総務委員会 SICE事務所 － － 

12月21日 第5回総務委員会 SICE事務所 － － 

4月25日 第1回予算小委員会 SICE事務所 － － 

8月21日 第2回予算小委員会 秋田大学 － － 

2月14日 第1回部門協議会 文京区シビックセンター   － 

3月27日 第2回部門協議会 SICE事務所  － 

7月6日 第3回部門協議会 SICE事務所  － 

9月25日 第4回部門協議会 SICE事務所  － 

12月15日 第5回部門協議会 福岡市深見ビル  － 

12月15日 九州支部・部門協議会合同会議 福岡市深見ビル  － 

4月25日 第1回将来ビジョン委員会 SICE事務所 － － 

7月30日 第2回将来ビジョン委員会 SICE事務所 － － 

10月22日 第3回将来ビジョン委員会 SICE事務所   
注：将来ビジョン委員会傘下の先端融合システムズアプローチ創出委員会関係は、【共通】部門活性化・連携委員会の項に記載 

4月25日 第1回支部協議会 SICE事務所 － － 

8月22日 第2回支部協議会 秋田大学 － － 

11月15日 

 
第3回支部協議会 

京都府立けいはん

なプラザ 

－ － 

 



1000 公益社団法人　計測自動制御学会

正 味 財 産 増 減 計 算 書

平成 24 年 1 月 1 日 から 平成 24 年 12 月 31 日 まで

（様式２－１）

科 目

（単位：円）

当  年  度 前  年  度 増 　 　 減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
(1) 経常収益

76,038基本財産運用益 68,6467,392 ;
76,038基本財産受取利息 68,6467,392 ;

129,296特定資産運用益 47,17882,118 ;
129,296特定資産受取利息 47,17882,118 ;

83,935,500受取会費 2,743,68081,191,820 ;
62,505,050正会員受取会費 2,490,05060,015,000 ;
2,375,650学生会員受取会費 106,0302,269,620 ;

19,054,800賛助会員受取会費 147,60018,907,200 ;
122,015,429事業収益 3,478,971125,494,400

2,051,385広告収益 1,555,9953,607,380
21,971,100論文集収益 3,461,90225,433,002

980,000産業論文収益 980,0000 ;
8,668,094英文論文集収益 535,9588,132,136 ;

26,375,657Annual　Conference収益 7,167,30119,208,356 ;
4,115,000委員会事業収益 1,004,0205,119,020

622,130規格調査収益 253,550368,580 ;
6,450,092会誌論文集収益 384,6616,834,753

21,000教材（CD)頒布収益 021,000
18,567,710学術講演会収益 1,810,65120,378,361
5,456,457大会収益 221,4165,677,873

279,000講演会収益 695,500974,500
1,113,000講習会収益 64,6001,048,400 ;

19,565,949シンポジウム収益 5,908,09213,657,857 ;
837,500研究会収益 60,500898,000
533,000見学会収益 23,000510,000 ;

0体験活動収益 14,00014,000
4,408,355国際交流活動収益 9,202,82713,611,182
1,465,000受取補助金等 847,3432,312,343
1,465,000地方公共団体等補助金収益 847,3432,312,343

58,717受取負担金 97,710156,427
30,000受取負担金 2,00028,000 ;
28,717受取分担金 99,710128,427

15,771,240受取寄付金 15,528,840242,400 ;
12,381,000受取寄付金 12,336,00045,000 ;
3,390,240受取寄付金振替 3,192,840197,400 ;

11,032,413雑収益 2,472,7028,559,711 ;
105,359受取利息 80,63024,729 ;

2,780,455国際会議分配金収益 1,065,8093,846,264
445,530会誌翻訳著作権収益 67,360378,170 ;
282,335共催事業分配金収益 154,149128,186 ;

7,418,734雑収益 3,236,3724,182,362 ;
234,483,633経常収益計 16,437,022218,046,611 ;

(2) 経常費用
196,004,980事業費 14,171,442181,833,538 ;
42,044,972給料手当 3,389,35038,655,622 ;
6,866,012臨時雇賃金 593,2277,459,239
1,200,000退職給付費用 200,0001,000,000 ;

22,076,492旅費交通費 2,328,76319,747,729 ;
12,055,873通信運搬費 1,871,51810,184,355 ;

958,868建物減価償却費 43,149915,719 ;
129,714備品減価償却費 46,45383,261 ;

4,024,029消耗品費 1,585,3862,438,643 ;



1000 公益社団法人　計測自動制御学会

科 目

（単位：円）

当  年  度 前  年  度 増 　 　 減

326,625事務所費 135,825190,800 ;
43,121,567印刷製本費 3,048,59640,072,971 ;

154,530保険料 10,870165,400
6,901,737諸謝金 1,763,6065,138,131 ;
3,522,750ＯＡ関係諸雑費 3,144,750378,000 ;

0分配金 2,902,7282,902,728
31,699租税公課 2,360,2012,391,900

2,110,265支払負担金 295,8432,406,108
8,524,306委託費 4,455,41512,979,721

13,384,000会場費 2,861,10010,522,900 ;
1,078,519原稿料 292,1831,370,702

16,959,705技術交流会合費 2,448,21814,511,487 ;
4,216,903表彰関係費 1,597,1632,619,740 ;

75,000広告宣伝費 15,00060,000 ;
366,300事業未収金回収不能費 77,885444,185

5,875,114雑費 680,9175,194,197 ;
48,714,629管理費 3,900,45444,814,175 ;
11,727,016給与手当 1,812,2429,914,774 ;
1,888,590臨時雇賃金 236,5352,125,125

300,000退職給付費用 50,000250,000 ;
8,192,312福利厚生費 462,7048,655,016

401,676会場費 46,216355,460 ;
5,535,005旅費交通費 93,4005,628,405
2,366,618通信運搬費 306,7402,673,358

239,717建物減価償却費 10,787228,930 ;
31,586備品減価償却費 11,40520,181 ;

2,440,893消耗品費 423,8512,017,042 ;
35,010修繕費 35,0100 ;

1,221,740印刷製本費 498,845722,895 ;
414,645賃借料 37,695452,340

3,531,749事務所費 129,5313,402,218 ;
4,030,262ＯＡ関係諸雑費 2,095,8211,934,441 ;

455,966会費自動引落費 22,473433,493 ;
59,500会費還元費 81,140140,640

3,755,920会費未収金回収不能額 131,7303,887,650
14,060保険料 014,060

817,500諸謝金 0817,500
1,254,864雑費 114,2171,140,647 ;

244,719,609経常費用計 18,071,896226,647,713 ;
10,235,976評価損益調整前経常増減額 1,634,874; 8,601,102 ;
10,235,976当期経常増減額 1,634,874; 8,601,102 ;

２．経常外増減の部
(1) 経常外収益

0経常外収益計 00
(2) 経常外費用

17,916その他経常外費用 17,9160 ;
17,916その他経常外費用 17,9160 ;
17,916経常外費用計 17,9160 ;
17,916当期経常外増減額 17,9160 ;

0他会計振替額 00
10,253,892税引前一般正味財産増減額 1,652,790; 8,601,102 ;
10,253,892一般正味財産増減額 1,652,790; 8,601,102 ;

214,061,260一般正味財産期首残高 10,253,892203,807,368 ;
203,807,368一般正味財産期末残高 8,601,102195,206,266 ;

Ⅱ　指定正味財産増減の部
0受取寄付金 3,000,0003,000,000

3,390,240一般正味財産への振替額 3,192,840197,400 ;
3,390,240一般正味財産への振替額 3,192,840197,400 ;
3,390,240当期指定正味財産増減額 6,192,8402,802,600 ;



1000 公益社団法人　計測自動制御学会

科 目

（単位：円）

当  年  度 前  年  度 増 　 　 減

24,358,165指定正味財産期首残高 3,390,24020,967,925 ;
20,967,925指定正味財産期末残高 2,802,60023,770,525

Ⅲ　正味財産期末残高
224,775,293正味財産期末残高 5,798,502218,976,791 ;



(単位：円)
科      目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ.資産の部
1.流動資産
　現金預金 134,288,186 137,912,861 △ 3,624,675
　未 収 金 22,845,161 16,009,932 6,835,229
　立 替 金 62,040 49,920 12,120
　仮 払 金 6,334,645 7,050,345 △ 715,700

　　流動資産合計 163,530,032 161,023,058 2,506,974

2.固定資産
(1)基本財産
土　　地 17,775,830 17,775,830 0
基本財産信託預金 19,000,000 19,000,000 0

　　基本財産合計 36,775,830 36,775,830 0
(2)特定資産
退職給付引当資産 38,605,942 37,355,942 1,250,000
建物建築資金 8,400,000 5,600,000 2,800,000
事務所営繕引当資産 3,003,636 3,003,636 0
預り保証金引当資産 5,000,000 5,000,000 0
蓮沼賞積立資産 1,108,682 1,196,417 △ 87,735
友田賞積立資産 954,321 1,020,121 △ 65,800
武田賞積立資産 2,368,880 2,412,745 △ 43,865
武田記念事業積立資産 16,338,642 16,338,642 0
制御部門研究賞積立資産 3,000,000 0 3,000,000
東北支部記念事業特定費用準備資金 300,000 199,997 100,003
中部支部創立50周年記念事業特定費用準備資金 520,000 350,044 169,956

　 特定資産合計 79,600,103 72,477,544 7,122,559
(3)その他固定資産
 建　　物 24,291,989 25,436,638 △ 1,144,649
 什器備品 272,263 375,705 △ 103,442

　 その他固定資産合計 24,564,252 25,812,343 △ 1,248,091
　 固定資産合計 140,940,185 135,065,717 5,874,468
　 資産合計 304,470,217 296,088,775 8,381,442

Ⅱ.負債の部
1.流動負債
　未 払 金 19,040,247 10,288,183 8,752,064
　前 受 金 1,475,005 1,516,865 △ 41,860
　預 り 金 5,927,518 9,890,403 △ 3,962,885
　仮 受 金 15,444,714 7,262,089 8,182,625
流動負債合計 41,887,484 28,957,540 12,929,944

2.固定負債
　退職給付引当金 38,605,942 37,355,942 1,250,000
　預り保証金 5,000,000 5,000,000 0
固定負債合計 43,605,942 42,355,942 1,250,000
負債合計 85,493,426 71,313,482 14,179,944

Ⅲ.正味財産の部
1.指定正味財産
　寄付金 23,770,525 20,967,925 2,802,600

（うち基本財産への充当額） (0) (0) (0)
（うち特定資産への充当額） (23,770,525) (20,967,925) (2,802,600)
2.一般正味財産 195,206,266 203,807,368 △ 8,601,102
（うち基本財産への充当額） (36,775,830) (36,775,830) (0)
（うち特定資産への充当額） (12,223,636) (9,153,677) (3,069,959)
正味財産合計 218,976,791 224,775,293 △ 5,798,502

負債及び正味財産合計 304,470,217 296,088,775 8,381,442

　平成２４年度貸借対照表　
平成２４年１２月３１日現在



(単位：円)

研究集会(公１) 調査資料(公２) 資格付与(公３) 体験活動(公４) 表彰(公５) 共通 小計
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部

(1)  経常収益
基本財産運用益
基本財産受取利息 0 0 0 0 0 6,334 6,334 1,058 7,392

特定資産運用益
特定資産受取利息 0 0 0 0 0 11,005 11,005 71,113 82,118

受取会費
正会員受取会費 0 0 0 0 0 30,007,499 30,007,499 30,007,501 60,015,000
学生会員受取会費 0 0 0 0 0 1,134,810 1,134,810 1,134,810 2,269,620
賛助会員受取会費 0 0 0 0 0 9,453,600 9,453,600 9,453,600 18,907,200

事業収益
広告収益 0 3,607,380 0 0 0 0 3,607,380 0 3,607,380
論文集収益 0 25,433,002 0 0 0 0 25,433,002 0 25,433,002
英文論文収益 0 8,132,136 0 0 0 0 8,132,136 0 8,132,136
Annual Conference収益 19,208,356 0 0 0 0 0 19,208,356 0 19,208,356
委員会事業収益 4,896,020 0 163,000 0 0 60,000 5,119,020 0 5,119,020
規格調査事業収益 0 368,580 0 0 0 0 368,580 0 368,580
会誌論文集収益 0 6,834,753 0 0 0 0 6,834,753 0 6,834,753
教材(CD)頒布収益 0 0 0 0 0 21,000 21,000 0 21,000
学術講演会収益 20,378,361 0 0 0 0 0 20,378,361 0 20,378,361
部門大会収益 5,677,873 0 0 0 0 0 5,677,873 0 5,677,873
講演会収益 974,500 0 0 0 0 0 974,500 0 974,500
講習会収益 1,048,400 0 0 0 0 0 1,048,400 0 1,048,400
シンポジウム収益 13,657,857 0 0 0 0 0 13,657,857 0 13,657,857
研究会収益 898,000 0 0 0 0 0 898,000 0 898,000
見学会収益 510,000 0 0 0 0 0 510,000 0 510,000
体験活動収益 0 0 0 14,000 0 0 14,000 0 14,000
国際交流活動収益 13,611,182 0 0 0 0 0 13,611,182 0 13,611,182

受取補助金等
受取補助金 2,312,343 0 0 0 0 0 2,312,343 0 2,312,343

受取負担金
受取負担金 456,427 0 0 0 0 0 456,427 0 300,000 156,427

受取寄付金
受取寄付金 0 0 0 0 0 45,000 45,000 0 45,000
受取寄付金振替額 0 0 0 0 197,400 0 197,400 0 197,400

雑収益
受取利息 0 0 0 0 0 21,580 21,580 3,149 24,729
国際会議分配金収益 3,522,481 0 0 0 0 323,783 3,846,264 0 3,846,264
会誌翻訳者著作権収益 0 378,170 0 0 0 0 378,170 0 378,170
共催事業分配金収益 128,186 0 0 0 0 0 128,186 0 128,186
雑収益 20,352 2,722,597 0 0 0 1,022,218 3,765,167 417,195 4,182,362

経常収益計 87,300,338 47,476,618 163,000 14,000 197,400 42,106,829 177,258,185 41,088,426 300,000 218,046,611
(2)  経常費用

事業費
給料手当 11,364,944 17,410,201 4,204,997 2,015,522 3,659,958 0 38,655,622 0 38,655,622
臨時雇用賃金 6,464,628 181,279 60,428 74,828 132,852 545,224 7,459,239 0 7,459,239
退職給付費用 0 0 0 0 0 1,000,000 1,000,000 0 1,000,000
旅費交通費 13,107,508 2,364,581 153,620 16,000 547,989 3,558,031 19,747,729 0 19,747,729
通信運搬費 1,414,786 7,348,962 11,445 20,032 205,142 1,183,988 10,184,355 0 10,184,355
建物減価償却費 0 0 0 0 0 915,719 915,719 0 915,719
備品減価償却費 0 0 0 0 0 83,261 83,261 0 83,261
消耗品費 1,734,198 2,449 22,628 0 466,661 212,707 2,438,643 0 2,438,643
事務所費 0 0 0 0 0 190,800 190,800 0 190,800
印刷製本費 11,842,214 27,305,022 0 0 167,790 757,945 40,072,971 0 40,072,971
保険料 109,160 0 0 0 0 56,240 165,400 0 165,400
諸謝金 4,967,910 0 36,000 56,444 0 77,777 5,138,131 0 5,138,131
OA関係諸雑費 0 0 0 0 0 378,000 378,000 0 378,000
租税公課 0 0 0 0 0 2,391,900 2,391,900 0 2,391,900
分配金支出 2,902,728 0 0 0 0 0 2,902,728 0 2,902,728
支払負担金 1,886,708 0 0 50,000 20,000 749,400 2,706,108 0 300,000 2,406,108
委託費 8,761,460 2,797,884 0 0 0 1,420,377 12,979,721 0 12,979,721
会場費 10,277,740 0 6,900 0 0 238,260 10,522,900 0 10,522,900
原稿料 184,000 1,186,702 0 0 0 0 1,370,702 0 1,370,702
技術交流会合費 13,817,388 135,870 0 0 0 558,229 14,511,487 0 14,511,487
表彰関係費 722,268 0 3,465 0 1,894,007 0 2,619,740 0 2,619,740
広告宣伝費 60,000 0 0 0 0 0 60,000 0 60,000
事業未収金回収不能額 0 247,185 0 0 0 197,000 444,185 0 444,185
雑費 3,795,579 320,815 55,566 108,897 0 913,340 5,194,197 0 5,194,197

管理費
給料手当 0 0 0 0 0 0 0 9,914,774 9,914,774
臨時雇用賃金 0 0 0 0 0 0 0 2,125,125 2,125,125
退職給付費用 0 0 0 0 0 0 0 250,000 250,000
福利厚生費 0 0 0 0 0 0 0 8,655,016 8,655,016
会場費 0 0 0 0 0 0 0 355,460 355,460
旅費交通費 0 0 0 0 0 0 0 5,628,405 5,628,405
通信運搬費 0 0 0 0 0 0 0 2,673,358 2,673,358
建物減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 228,930 228,930
備品減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 20,181 20,181
消耗品費 0 0 0 0 0 0 0 2,017,042 2,017,042
印刷製本費 0 0 0 0 0 0 0 722,895 722,895
賃借料 0 0 0 0 0 0 0 452,340 452,340
事務所費 0 0 0 0 0 0 0 3,402,218 3,402,218
OA関係諸雑費 0 0 0 0 0 0 0 1,934,441 1,934,441
会費自動引落費 0 0 0 0 0 0 0 433,493 433,493
会費還元費 0 0 0 0 0 0 0 140,640 140,640
会費未収金回収不能額 0 0 0 0 0 0 0 3,887,650 3,887,650
保険料 0 0 0 0 0 0 0 14,060 14,060
諸謝金 0 0 0 0 0 0 0 817,500 817,500
雑費 0 0 0 0 0 0 0 1,140,647 1,140,647

経常費用計 93,413,219 59,300,950 4,555,049 2,341,723 7,094,399 15,428,198 182,133,538 44,814,175 300,000 226,647,713
当期経常増減額  6,112,881 11,824,332 4,392,049 2,327,723 6,896,999 26,678,631 4,875,353 3,725,749 0  8,601,102

　2．経常外増減の部
(1)  経常外収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(2)  経常外費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0
経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0
当期一般正味財産増減額  6,112,881 11,824,332 4,392,049 2,327,723 6,896,999 26,678,631 4,875,353 3,725,749  8,601,102
一般正味財産期首残高 0 0 0 0 0 190,618,267 190,618,267 13,189,101 203,807,368
一般正味財産期末残高  6,112,881 11,824,332 4,392,049 2,327,723 6,896,999 217,296,898 185,742,914 9,463,352 195,206,266

Ⅱ　指定正味財産増減の部
受取寄付金 0 0 0 0 3,000,000 0 3,000,000 0 3,000,000
一般正味財産への振替額 0 0 0 0 197,400 0 197,400 0 197,400

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 2,802,600 0 2,802,600 0 2,802,600
指定正味財産期首残高 0 0 0 0 20,967,925 0 20,967,925 0 20,967,925
指定正味財産期末残高 0 0 0 0 23,770,525 0 23,770,525 0 23,770,525

Ⅲ　正味財産期末残高  6,112,881 11,824,332 4,392,049 2,327,723 16,873,526 217,296,898 209,513,439 9,463,352 218,976,791

科       目
公益目的事業会計

合計内部取引消去

平成24年1月1日から平成24年12月31日まで
　平成2４年度正味財産増減計算書内訳表　

法人会計



１．重要な会計方針
(1)　固定資産の減価償却の方法
建物および什器備品・・・・・定率法によっている．
(2)　引当金の計上基準

(3)　消費税の会計処理
消費税の会計処理は，税込み方式によっている．

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は，次のとおりである．

（単位：円）
科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
定期預金 19,000,000 0 0 19,000,000
土　　地 17,775,830 0 0 17,775,830
小　計 36,775,830 0 0 36,775,830

特定資産
退職給付引当資産 37,355,942 1,250,000 0 38,605,942

建物建築資金積立金 5,600,000 2,800,000 0 8,400,000
事務所営繕引当資産 3,003,636 0 0 3,003,636

蓮沼賞積立資産 1,196,417 0 87,735 1,108,682
友田賞積立資産 1,020,121 0 65,800 954,321
武田賞積立資産 2,412,745 0 43,865 2,368,880

武田記念事業積立資産 16,338,642 0 0 16,338,642
制御部門研究賞積立資産 0 3,000,000 0 3,000,000

東北支部記念事業特定費用準備資金 199,997 100,003 0 300,000
中部支部創立50周年記念事業特定費用準備資金 350,044 169,956 0 520,000

預り保証金引当資産 5,000,000 0 0 5,000,000
小　計 72,477,544 7,319,959 197,400 79,600,103
合　計 109,253,374 7,319,959 197,400 116,375,933

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は，次のとおりである．

（単位：円）

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味
財産からの充当

（うち一般正味
財産からの充当

（うち負債に対
応する額）

基本財産
土　　地 17,775,830 (0) (17,775,830) －
定期預金 19,000,000 (0) (19,000,000) －
小　計 19,000,000 (0) (19,000,000) 0

特定資産
退職給付引当資産 38,605,942 － － (38,605,942)

建物建築資金積立金 8,400,000 (0) (8,400,000) －
事務所営繕引当資産 3,003,636 (0) (3,003,636) －

蓮沼賞積立資産 1,108,682 (1,108,682) (0) －
友田賞積立資産 954,321 (954,321) (0) －
武田賞積立資産 2,368,880 (2,368,880) (0) －

武田記念事業積立資産 16,338,642 (16,338,642) (0) －
制御部門研究賞積立資産 3,000,000 (3,000,000) (0) －

東北支部記念事業特定費用準備資金 300,000 (0) (300,000) －
中部支部創立50周年記念事業特定費用準備資金 520,000 (0) (520,000) －

預り保証金引当資産 5,000,000 － － (5,000,000)
小　計 79,600,103 (23,770,525) (12,223,636) (43,605,942)
合　計 116,375,933 (23,770,525) (48,999,466) (43,605,942)

　財務諸表に対する注記

退職給付引当金・・・・・職員の退職給付に備えるため当事業年度末における自己都合要支給
額に相当する金額を計上している．



４．固定資産の取得価額，減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額，減価償却累計額及び当期末残高は，次のとおりである．

（単位：円）
科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建　　物 70,224,170 45,932,181 24,291,989
什器備品 15,650,257 15,377,994 272,263

合　　計 85,874,427 61,310,175 24,564,252

５．補助金等の内訳並びに交付者，当期の増減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者，当期の増減額及び残高は，次のとおりである．

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は，次のとおりである．

（単位：円）
金 　　額

197,400
197,400合　　　計

内　　　　　容
経常収益への振替額
　当該資産による事業実施のための振替額

（単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

助成金
IFAC Council Meeting (財)岐阜観光コンベンション協会 0 300,000 300,000 0
SII2011 SCAT国際会議助成 0 300,000 300,000 0
SII2011 京都大学 0 1,500,000 1,500,000 0
FAN2012 琉球大学講演財団 0 212,343 212,343 0

小　　計 0 2,312,343 2,312,343
合　　計 0 2,312,343 2,312,343 0



（単位:円）
場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）
現　金 手元保管 運転資金として 549,752
預　金 普通預金・定期預金 運転資金として 133,738,434

　普通預金　三菱東京UFJ銀行本郷支店:0108600 3,238,290
　普通預金　三菱東京UFJ銀行春日町支店:0522585 0
　普通預金　三井住友信託銀行本店営業部:3455199 28,737
　普通預金　みずほ銀行本郷支店:1663609 1,339
　普通預金　三井住友信託銀行本店営業部:100604 475,661
　普通預金　三井住友信託銀行本店営業部:3525579 739,089
　普通預金　三井住友信託銀行本店営業部:4209496 304,154
　普通預金　三井住友信託銀行本店営業部:3563036 233,152
　普通預金　三井住友銀行小石川支店:11734 6,902
　普通預金　三井住友信託銀行本店営業部:3474785 467,181
　普通預金　みずほ銀行本郷支店:1230133 2,817,864
　普通預金　みずほ銀行本郷支店:1259425 29,925
　普通預金　みずほ銀行本郷支店:2418101 98,522
　普通預金　みずほ銀行本郷支店:2806144 878,616
　普通預金　三井住友信託銀行本店営業部:3502411 421,839
　普通預金　みずほ銀行本郷支店:2801088 500,067
　普通預金　三井住友信託銀行本店営業部:6783169 3,053,712
　普通預金　三井住友信託銀行本店営業部:3548912 1,736,360
　定期預金　三井住友信託銀行本店営業部:7291127-14 2,000,000

郵便振替貯金　00160-9-127863 938,505
　普通預金　みずほ銀行本郷支店:1967063 41,072,089
　普通預金　三井住友銀行小石川支店:0529986 13,119,772
　普通預金　三菱東京UFJ銀行春日支店:0368547 198,995
　定期預金　三菱東京UFJ銀行春日支店:1083103 562,003
　普通預金　三菱東京UFJ銀行春日支店:1082160 8,005,070
　定期預金　みずほ銀行本郷支店:6653903 242,304
　普通預金　みずほ銀行本郷支店:2550301 399,832
　定期預金　みずほ銀行本郷支店:6653911 5,054,531
　普通預金　みずほ銀行本郷支店:2550077 3,368,899
　普通預金　みずほ銀行本郷支店:2549818 658,622
　普通預金　みずほ銀行本郷支店:2604940 499,092

郵便振替貯金　00130-7-581382 582,990
　普通預金　みずほ銀行福岡支店:2759146 8,479,121
　普通預金　みずほ銀行福岡支店:2759154 6,543,543
　普通預金　北洋銀行北七条支店:3954936 734,830
　普通預金　北洋銀行北七条支店:3954952 1,643,278
　普通預金　七十七銀行本店営業部:7912129 484,321
　普通預金　三井住友銀行本山支店:6827319 2,864,331
　普通預金　三井住友銀行本山支店:6827333 967,010
　普通預金　ゆうちょ銀行:13340-9894141 284,193
　普通預金　ゆうちょ銀行:13320-11479031 1,793,442
　普通預金　ゆうちょ銀行:14360-68564281 3,350,504
　普通預金　ゆうちょ銀行:14320-35092611 2,887,441
　普通預金　広島銀行五日市支店:3131787 1,204,718
　普通預金　広島銀行五日市支店:3131779 1,532,020
　普通預金　広島銀行五日市支店:3131809 1,863,935
　普通預金　ゆうちょ銀行:16370-3603901 1,487,634
　普通預金　四国銀行阿南支店:306225 879,643
　普通預金　ゆうちょ銀行:17720-11657461 4,033,664
　普通預金　ゆうちょ銀行:17710-14722831 970,692

未収金 会員他 2012年度会費収入未収金分他 22,845,161
立替金 国際会議運営資金貸与 52,590
仮払金 SICE2013実行委員会 国際会議運営費用 6,344,095

流動資産合計 163,530,032
（固定資産）
基本財産

土地 公益目的保有財産であり、 17,775,830
東京都文京区本郷1-35-28-303 事務局の施設に使用している

定期預金 　定期預金　三井住友信託銀行本店営業部:7291127-02 19,000,000

特定資産
退職給付引当資産

　定期預金　三井住友信託銀行本店営業部:7291127-01 職員退職給付引当金見合の引当資産として管理している 38,605,942

建物建築資金積立金

　定期預金　三井住友信託銀行本店営業部:7291127-19 建物の老朽化に備えた再取得資金 8,400,000

財　　　産　　　目　　　録
平成24年12月31日現在

貸借対照表科目



事務所営繕引当資産

　定期預金　三井住友信託銀行本店営業部:7291127-16 3,003,636
預り保証金引当資産

　定期預金　三井住友信託銀行本店営業部:7291127-03 保証金の返還に備えるための引当資産 5,000,000

蓮沼賞積立資産
　定期預金　三井住友信託銀行本店営業部:7291127-17 1,108,682

友田賞積立資産
　定期預金　三井住友信託銀行本店営業部:7291127-18 954,321

武田賞積立資産
　定期預金　三井住友信託銀行本店営業部:7291127-04 2,368,880

武田記念事業積立資産

　定期預金　三井住友信託銀行本店営業部:7291127-11 16,338,642
制御部門研究賞積立資産

　定期預金　三井住友信託銀行本店営業部:7291127-20 3,000,000
東北支部記念事業特定費用準備資金

　定期預金　七十七銀行本店営業部:7912129-2-002 東北支部の50周年記念事業に備えるための準備資金 300,000
中部支部創立50周年記念事業特定費用準備資金

　定期預金　三井住友銀行本山支店:44998 中部支部の40周年記念事業に備えるための準備資金 520,000

その他固定資産 建物 178.76㎡ 公益目的保有財産であり、 24,291,989
東京都文京区本郷1-35-28-303 事務局の施設に使用している

什器備品 272,263
固定資産合計 140,940,185

資産合計 304,470,217
（流動負債）

未払金 三美印刷(株)他に対する未払 会誌・論文集11，12月号発行費用等 19,040,247
前受金 会費、論文集代金 公益目的事業及び管理目的の業務に使用する翌事業年度の会費 1,475,005
預り金 職員他 社会保険料，源泉徴収税預り分，連合講演会口座等 5,927,518
仮受金 会員他 返金，保留分等 15,444,714

流動負債合計 41,887,484
（固定負債）

退職給付引当金 従業員に対するもの 職員に対する退職金の支払いに備えたもの 38,605,942
預り保証金 (広告料保証金) 5,000,000

固定負債合計 43,605,942
負債合計 85,493,426

（指定正味財産） 23,770,525
（一般正味財産） 195,206,266

正味財産合計 218,976,791
304,470,217負債及び正味財産合計

エレベーター取替え費用分担金、電気設備、給排水設備取替え費用分担金

公益目的保有財産の明細

財産種別
公益認定前取得
不可欠特定財産

公益認定後取得
不可欠特定財産

その他の
公益目的保有財産

使用事業

土地

37㎡
東京都文京区本郷1-35-28-303
17,775,830円

公益目的事業

建物

178.76㎡
東京都文京区本郷1-35-28-303
12階建の3階部分

24,291,989円

公益目的事業

合計 42,067,819円



　附属明細書

１．基本財産及び特定資産の明細
　　財務諸表に対する注記３．に記載している．

２．引当金の明細
（単位：円）

目的使用 その他
退職給付引当金 37,355,942 1,250,000 0 0 38,605,942

科目 期首残高 当期増加額 期末残高
当期減少額



  

証 明 書 
 

 

 公益社団法人計測自動制御学会における平成24年度正味財産増減計算書お

よび貸借対照表は，監査の結果，事実と相違ないことを証明します． 

 

 

 

 

平成 25 年 2 月 6 日 

 

公益社団法人計測自動制御学会 監事  高 田 晴 夫 ㊞ 

 

公益社団法人計測自動制御学会 監事  貝 原 俊 也 ㊞ 

 

公益社団法人計測自動制御学会 監事  河 野 克 己 ㊞ 
 



  

 

証 明 書 
 

 

 公益社団法人計測自動制御学会の平成 24年 12月 31日現在における資産総

額は 304,470,217 円であることを証明します． 

 

 

 

平成 25 年 2 月 6 日 

 

公益社団法人計測自動制御学会 監事  高 田 晴 夫 ㊞ 

 

公益社団法人計測自動制御学会 監事  貝 原 俊 也 ㊞ 

 

公益社団法人計測自動制御学会 監事  河 野 克 己 ㊞ 
 



1101 直轄会計⑳

正 味 財 産 増 減 計 算 書

平成 24 年 1 月 1 日 から 平成 24 年 12 月 31 日 まで

（様式２－１）

科 目

（単位：円）

当  年  度 前  年  度 増 　 　 減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
(1) 経常収益

76,038基本財産運用益 68,6467,392 ;
76,038基本財産受取利息 68,6467,392 ;

129,296特定資産運用益 47,31081,986 ;
129,296特定資産受取利息 47,31081,986 ;

83,935,500受取会費 2,743,68081,191,820 ;
62,505,050正会員受取会費 2,490,05060,015,000 ;
2,375,650学生会員受取会費 106,0302,269,620 ;

19,054,800賛助会員受取会費 147,60018,907,200 ;
71,254,458事業収益 2,590,23168,664,227 ;
2,051,385広告収益 1,555,9953,607,380

21,971,100論文集収益 3,461,90225,433,002
980,000産業論文収益 980,0000 ;

8,668,094英文論文集収益 535,9588,132,136 ;
26,375,657Annual　Conference収益 7,167,30119,208,356 ;
4,115,000委員会事業収益 944,0205,059,020

622,130規格調査収益 253,550368,580 ;
6,450,092会誌論文集収益 384,6616,834,753

21,000教材（CD)頒布収益 021,000
0受取補助金等 300,000300,000
0地方公共団体等補助金収益 300,000300,000
0受取負担金 300,000300,000
0受取分担金 300,000300,000

15,771,240受取寄付金 15,528,840242,400 ;
12,381,000受取寄付金 12,336,00045,000 ;
3,390,240受取寄付金振替 3,192,840197,400 ;

10,647,900雑収益 2,237,2438,410,657 ;
89,888受取利息 80,1239,765 ;

2,780,455国際会議分配金収益 1,065,8093,846,264
445,530会誌翻訳著作権収益 67,360378,170 ;

7,332,027雑収益 3,155,5694,176,458 ;
4,380,604他会計からの繰入額 3,792,2818,172,885

528,831支部会計からの繰入金収入 685,3991,214,230
3,851,773部門会計からの繰入金収入 3,106,8826,958,655

186,195,036経常収益計 18,823,669167,371,367 ;
(2) 経常費用

129,730,322事業費 12,310,908117,419,414 ;
41,603,498給料手当 2,947,87638,655,622 ;
1,941,925臨時雇賃金 378,3142,320,239
1,200,000退職給付費用 200,0001,000,000 ;
7,349,763旅費交通費 745,6798,095,442

10,377,053通信運搬費 1,442,4738,934,580 ;
958,868建物減価償却費 43,149915,719 ;
126,344備品減価償却費 45,62080,724 ;

1,545,590消耗品費 1,259,702285,888 ;
32,854,365印刷製本費 1,140,87331,713,492 ;

57,830保険料 18,51076,340
2,558,558諸謝金 1,787,616770,942 ;
3,522,750ＯＡ関係諸雑費 3,144,750378,000 ;

31,699租税公課 2,360,2012,391,900
1,088,496支払負担金 88,888999,608 ;
7,232,063委託費 2,382,5179,614,580
1,954,098会場費 479,0561,475,042 ;



1101 直轄会計⑳

科 目

（単位：円）

当  年  度 前  年  度 増 　 　 減

951,319原稿料 306,5831,257,902
8,620,810技術交流会合費 3,926,0604,694,750 ;
3,328,485表彰関係費 1,645,2531,683,232 ;

0広告宣伝費 60,00060,000
321,300事業未収金回収不能費 74,115247,185 ;

2,105,508雑費 337,2811,768,227 ;
48,714,629管理費 3,900,45444,814,175 ;
11,727,016給与手当 1,812,2429,914,774 ;
1,888,590臨時雇賃金 236,5352,125,125

300,000退職給付費用 50,000250,000 ;
8,192,312福利厚生費 462,7048,655,016

401,676会場費 46,216355,460 ;
5,535,005旅費交通費 93,4005,628,405
2,366,618通信運搬費 306,7402,673,358

239,717建物減価償却費 10,787228,930 ;
31,586備品減価償却費 11,40520,181 ;

2,440,893消耗品費 423,8512,017,042 ;
35,010修繕費 35,0100 ;

1,221,740印刷製本費 498,845722,895 ;
414,645賃借料 37,695452,340

3,531,749事務所費 129,5313,402,218 ;
4,030,262ＯＡ関係諸雑費 2,095,8211,934,441 ;

455,966会費自動引落費 22,473433,493 ;
59,500会費還元費 81,140140,640

3,755,920会費未収金回収不能額 131,7303,887,650
14,060保険料 014,060

817,500諸謝金 0817,500
1,254,864雑費 114,2171,140,647 ;

22,007,278他会計への繰出額 1,647,13323,654,411
10,406,978部門への支出 903,1959,503,783 ;
11,577,800支部への支出 2,474,32814,052,128

22,500事業未収回収不能引当支出 76,00098,500
200,452,229経常費用計 14,564,229185,888,000 ;
14,257,193評価損益調整前経常増減額 4,259,440; 18,516,633 ; ;
14,257,193当期経常増減額 4,259,440; 18,516,633 ; ;

２．経常外増減の部
(1) 経常外収益

0経常外収益計 00
(2) 経常外費用

0経常外費用計 00
0当期経常外増減額 00
0他会計振替額 00

14,257,193税引前一般正味財産増減額 4,259,440; 18,516,633 ; ;
14,257,193一般正味財産増減額 4,259,440; 18,516,633 ; ;

125,742,303一般正味財産期首残高 14,257,193111,485,110 ;
111,485,110一般正味財産期末残高 18,516,63392,968,477 ;

Ⅱ　指定正味財産増減の部
0受取寄付金 3,000,0003,000,000

3,390,240一般正味財産への振替額 3,192,840197,400 ;
3,390,240一般正味財産への振替額 3,192,840197,400 ;
3,390,240当期指定正味財産増減額 6,192,8402,802,600 ;

24,358,165指定正味財産期首残高 3,390,24020,967,925 ;
20,967,925指定正味財産期末残高 2,802,60023,770,525

Ⅲ　正味財産期末残高
132,453,035正味財産期末残高 15,714,033116,739,002 ;



1101 直轄会計⑳

貸 借 対 照 表

平成 24 年 12 月 31 日 現在

（様式１－１）

科 目

（単位：円）

当  年  度 前  年  度 増 　 　 減

Ⅰ　資産の部
１．流動資産

49,020,828現金及び預金 30,853,16318,167,665 ;
19,854,036未収金 1,776,62521,630,661

49,920立替金 1,62051,540
1,296,120仮払金 698,925597,195 ;

70,220,904流動資産合計 29,773,84340,447,061 ;
２．固定資産
(1) 基本財産

17,775,830土地 017,775,830
19,000,000基本財産信託預金 019,000,000
36,775,830基本財産合計 036,775,830

(2) 特定資産
37,355,942退職給付引当資産 1,250,00038,605,942
5,600,000建物建築資金積立金 2,800,0008,400,000
3,003,636事務所営繕引当資産 03,003,636
5,000,000預り保証金引当資産 05,000,000
1,196,417蓮沼賞積立資産 87,7351,108,682 ;
1,020,121友田賞積立資産 65,800954,321 ;
2,412,745武田賞積立資産 43,8652,368,880 ;

16,338,642武田記念事業積立資産 016,338,642
0制御部門研究賞積立資産 3,000,0003,000,000

71,927,503特定資産合計 6,852,60078,780,103
(3) その他固定資産

25,436,638建物 1,144,64924,291,989 ;
361,042什器備品 100,905260,137 ;

25,797,680その他の固定資産合計 1,245,55424,552,126 ;
134,501,013固定資産合計 5,607,046140,108,059
204,721,917資産合計 24,166,797180,555,120 ;

Ⅱ　負債の部
１．流動負債

18,455,304未払金 5,763,60912,691,695 ;
1,404,365前受金 6,6401,411,005
9,793,550預り金 4,046,1245,747,426 ;

259,721仮受金 100,329360,050
29,912,940流動負債合計 9,702,76420,210,176 ;

２．固定負債
37,355,942退職給付引当金 1,250,00038,605,942
5,000,000預り保証金 05,000,000

42,355,942固定負債合計 1,250,00043,605,942
72,268,882負債合計 8,452,76463,816,118 ;

Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産

20,967,925寄付金 2,802,60023,770,525
20,967,925指定正味財産合計 2,802,60023,770,525
20,967,925（ うち特定資産への充当額 ） 2,802,60023,770,525（  ）（  ）（  ）

２．一般正味財産
111,485,110一般正味財産合計 18,516,63392,968,477 ;
36,775,830（ うち基本財産への充当額 ） 036,775,830（  ）（  ）（  ）
8,603,636（ うち特定資産への充当額 ） 2,800,00011,403,636（  ）（  ）（  ）

132,453,035正味財産合計 15,714,033116,739,002 ;
204,721,917負債及び正味財産合計 24,166,797180,555,120 ;



1103 部門⑳

正 味 財 産 増 減 計 算 書

平成 24 年 1 月 1 日 から 平成 24 年 12 月 31 日 まで

（様式２－１）

科 目

（単位：円）

当  年  度 前  年  度 増 　 　 減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
(1) 経常収益

48,096,971事業収益 6,315,04554,412,016
16,822,210部門学術講演会収益 2,057,99418,880,204
5,456,457部門大会収益 221,4165,677,873

225,000講演会収益 705,500930,500
890,000講習会収益 158,4001,048,400

19,236,449シンポジウム収益 6,094,59213,141,857 ;
837,500研究会収益 60,500898,000
221,000見学会収益 11,000210,000 ;

4,408,355国際交流活動収益 9,202,82713,611,182
0体験活動収益 14,00014,000

1,350,000受取補助金等 662,3432,012,343
1,350,000地方公共団体等補助金収益 662,3432,012,343

28,717受取負担金 39,71068,427
28,717受取分担金 39,71068,427

1,603,990雑収益 1,270,502333,488 ;
10,497受取利息 1,9098,588 ;

1,386,978国際会議分配金収益 1,063,195323,783 ;
202,515共催事業分配金収益 202,5150 ;

4,000雑収益 2,8831,117 ;
9,042,500他会計からの繰入額 236,0009,278,500
9,020,000交付金収入 160,0009,180,000

22,500未収金補填収入 76,00098,500
60,122,178経常収益計 5,982,59666,104,774

(2) 経常費用
50,831,636事業費 1,130,54051,962,176
3,627,600臨時雇賃金 313,3113,940,911

10,933,376旅費交通費 2,734,8688,198,508 ;
1,163,273通信運搬費 343,149820,124 ;
2,248,565消耗品費 265,2161,983,349 ;
8,438,577印刷製本費 1,451,7756,986,802 ;

96,700保険料 9,80086,900 ;
2,715,194諸謝金 368,3673,083,561

0分配金支出 2,902,7282,902,728
617,403支払負担金 437,5971,055,000

1,187,813委託費 2,153,5683,341,381
8,853,588会場費 985,4667,868,122 ;

107,200原稿料 5,600112,800
7,244,409懇親会 991,5878,235,996

298,461表彰関係費 163,461135,000 ;
45,000事業未収金回収不能額 152,000197,000

3,254,477雑費 240,4833,013,994 ;
3,851,773他会計への繰出額 3,106,8826,958,655
3,851,773直轄会計繰入金支出 3,106,8826,958,655

54,683,409経常費用計 4,237,42258,920,831
5,438,769評価損益調整前経常増減額 1,745,1747,183,943
5,438,769当期経常増減額 1,745,1747,183,943

２．経常外増減の部
(1) 経常外収益

0経常外収益計 00
(2) 経常外費用

0経常外費用計 00



1103 部門⑳

科 目

（単位：円）

当  年  度 前  年  度 増 　 　 減

0当期経常外増減額 00
0他会計振替額 00

5,438,769税引前一般正味財産増減額 1,745,1747,183,943
5,438,769一般正味財産増減額 1,745,1747,183,943

60,475,224一般正味財産期首残高 5,438,76965,913,993
65,913,993一般正味財産期末残高 7,183,94373,097,936

Ⅱ　指定正味財産増減の部
0当期指定正味財産増減額 00
0指定正味財産期首残高 00
0指定正味財産期末残高 00

Ⅲ　正味財産期末残高
65,913,993正味財産期末残高 7,183,94373,097,936



1103 部門⑳

貸 借 対 照 表

平成 24 年 12 月 31 日 現在

（様式１－１）

科 目

（単位：円）

当  年  度 前  年  度 増 　 　 減

Ⅰ　資産の部
１．流動資産

62,442,608現金及び預金 26,606,50289,049,110
9,579,000未収金 8,020,5411,558,459 ;
5,754,225仮払金 26,5405,727,685 ;

77,775,833流動資産合計 18,559,42196,335,254
２．固定資産
(1) 基本財産

0基本財産合計 00
(2) 特定資産

0特定資産合計 00
(3) その他固定資産

0固定資産合計 00
77,775,833資産合計 18,559,42196,335,254

Ⅱ　負債の部
１．流動負債

4,773,352未払金 3,196,1207,969,472
112,500前受金 48,50064,000 ;
49,360預り金 123,322172,682

6,926,628仮受金 8,104,53615,031,164
11,861,840流動負債合計 11,375,47823,237,318

２．固定負債
0固定負債合計 00

11,861,840負債合計 11,375,47823,237,318

Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産

0指定正味財産合計 00
２．一般正味財産

65,913,993一般正味財産合計 7,183,94373,097,936
65,913,993正味財産合計 7,183,94373,097,936
77,775,833負債及び正味財産合計 18,559,42196,335,254



(単位：円)
科       目 当年度 前年度 増減

Ⅰ. 一般正味財産増減の部
1. 経常増減の部
(1) 経常収益

　　基本財産運用益
基本財産受取利息 0 0 0

　　特定資産運用益
特定資産受取利息 132 0 132

　　受取会費
        受取会費 0 0 0
　　事業収益
      　　 支部事業収益 60,000 0 60,000
　　　　学術講演会事業収益 1,498,157 1,745,500  247,343
　　　　講演会事業収益 44,000 54,000  10,000
　　　　講習会事業収益 0 223,000  223,000
　　　　シンポジウム事業収益 516,000 329,500 186,500
      　　  研究会事業収益 0 0 0
  　   　   見学会事業収益 300,000 312,000  12,000
　　受取補助金等

           受取補助金 0 115,000  115,000
　　受取負担金

           受取負担金 88,000 30,000 58,000
　　受取寄付金

           受取寄付金 0 0 0
　　雑収益

           受取利息 6,376 4,974 1,402
           共催事業分配金収益 128,186 79,820 48,366
           雑収益 4,787 82,707  77,920

　　他会計からの繰入額
           直轄会計からの繰入額 11,536,000 11,577,800  41,800
           直轄会計からの特別繰入額 2,516,128 0 2,516,128

　　　経常収益計 16,697,766 14,554,301 2,143,465
(2) 経常費用
事業費
給料手当 0 441,474  441,474
臨時雇用賃金 1,198,089 1,296,487  98,398
退職給付費用 0 0 0
旅費交通費 3,453,779 3,793,353  339,574
通信運搬費 429,651 515,547  85,896
建物減価償却費 0 0 0
備品減価償却費 2,537 3,370  833
消耗品費 169,406 229,874  60,468
事務所費 190,800 326,625  135,825
印刷製本費 1,372,677 1,828,625  455,948
保険料 2,160 0 2,160
諸謝金 1,283,628 1,627,985  344,357
租税公課 0 0 0
支払負担金　 651,500 404,366 247,134
委託費 23,760 104,430  80,670
会場費 1,179,736 2,576,314  1,396,578
原稿料 0 20,000  20,000

　平成２４年度旧(支部)会計正味財産増減計算書　
平成２４年１月１日から平成２４年１２月３１日まで



技術交流会合費 1,580,741 1,094,486 486,255
表彰関係費 801,508 589,957 211,551
広告宣伝費 0 75,000  75,000
事業未収金回収不能額 0 0 0
雑費 411,976 515,129  103,153

他会計への繰入金支出 0
(1) 直轄会計繰入金支出 1,214,230 528,831 685,399
(2) 消費税相当額支出 0 0 0

管理費
給料手当 0 0 0
臨時雇用賃金 0 0 0
退職給付費用 0 0 0
福利厚生費 0 0 0
会場費 0 0 0
旅費交通費 0 0 0
通信運搬費 0 0 0
建物減価償却費 0 0 0
備品減価償却費 0 0 0
消耗品費 0 0 0
事務所費 0 0 0
賃借料 0 0 0
印刷製本費 0 0 0
保険料 0 0 0
諸謝金 0 0 0
OA関係書雑費 0 0 0
会費自動引落費 0 0 0
会費還元費 0 0 0
会費未収金回収不能額 0 0 0
繰入金未収金回収不能額 0 0 0
雑費 0 0 0

経常費用計 13,966,178 15,971,853  2,005,675
当期経常増減額 2,731,588 1,417,552 4,149,140

2. 経常外増減の部
(1) 経常外収益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0
(2) 経常外費用 17,916

経常外費用計 0 17,916  17,916
当期経常外増減額 0 17,916 17,916

当期一般正味財産増減額 2,731,588 1,435,468 4,167,056
一般正味財産期首残高 26,408,265 27,843,733  1,435,468
一般正味財産期末残高 29,139,853 26,408,265 2,731,588

Ⅱ.指定正味財産増減の部
受取寄附金 0 0 0
一般正味財産への振替額 0 0 0
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ.正味財産期末残高 29,139,853 26,408,265 2,731,588



科       目 当年度 前年度 増　減 北海道 東北 中部 北陸 関西 中国 四国 九州
Ⅰ.一般正味財産増減の部

1. 経常増減の部
(1)経常収益
①基本財産運用益
基本財産受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②特定資産運用益
特定資産受取利息 132 0 132 0 54 78 0 0 0 0 0

③受取会費
正会員受取会費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学生会員受取会費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
賛助会員受取会費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取会費合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　④事業収益

広告収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
論文集収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
英文論文収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Annual Conference収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
支部事業収益 60,000 0 60,000 0 0 0 60,000 0 0 0 0
規格調査事業収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
会誌論文集収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
教材(CD)頒布収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学術講演会収益 1,498,157 1,745,500 247,343 310,157 0 0 0 0 424,000 50,000 714,000
部門大会収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
講演会収益 44,000 54,000 10,000 0 0 0 38,000 6,000 0 0 0
講習会収益 0 223,000 223,000 0 0 0 0 0 0 0 0
シンポジウム収益 516,000 329,500 186,500 0 0 183,500 0 284,500 48,000 0 0
研究会収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
見学会収益 300,000 312,000 12,000 0 0 0 0 300,000 0 0 0
国際交流活動収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事業収益合計 2,418,157 2,664,000 245,843 310,157 0 183,500 98,000 590,500 472,000 50,000 714,000
　⑤受取補助金等
　受取補助金 0 115,000 115,000 0 0 0 0 0 0 0 0

　⑥受取負担金
　受取負担金 88,000 30,000 58,000 10,000 0 0 0 0 18,000 0 60,000

　⑦受取寄付金
　受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取寄付金振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　⑧雑収益
　受取利息 6,376 4,974 1,402 429 119 753 810 1,465 990 574 1,236
　国際会議分配金収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　会誌翻訳者著作権収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　共催事業分配金収益 128,186 79,820 48,366 0 0 0 0 0 0 128,186 0
　雑収益 4,787 82,707 77,920 0 0 157 0 0 4,630 0 0

雑収益合計 139,349 167,501 28,152 429 119 910 810 1,465 5,620 128,760 1,236
⑨他会計からの繰入額
直轄会計からの繰入金収入 11,536,000 11,577,800 41,800 548,600 892,200 2,818,000 652,400 2,817,600 1,537,800 685,400 1,584,000
直轄会計からの特別繰入金収入 2,516,128 0 2,516,128 0 2,516,128 0 0 0 0 0 0
未収金補填収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常収益計 16,697,766 14,554,301 2,143,465 869,186 3,408,501 3,002,488 751,210 3,409,565 2,033,420 864,160 2,359,236
(2)経常費用
①事業費
給料手当 0 441,474 441,474 0 0 0 0 0 0 0 0
臨時雇用賃金 1,198,089 1,296,487 98,398 66,000 88,800 533,315 11,000 77,500 246,474 30,000 145,000
退職給付費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
旅費交通費 3,453,779 3,793,353 339,574 50,533 273,444 637,775 356,237 558,781 735,511 194,500 646,998
通信運搬費 429,651 515,547 85,896 27,367 85,471 72,797 57,380 47,730 74,355 4,610 59,941
建物減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
備品減価償却費 2,537 3,370 833 276 2,261 0 0 0 0 0 0
消耗品費 169,406 229,874 60,468 9,806 546 76,477 0 210 7,595 66,174 8,598
事務所費 190,800 326,625 135,825 0 0 0 0 190,800 0 0 0
賃貸料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
印刷製本費 1,372,677 1,828,625 455,948 154,380 0 340,318 0 322,350 302,930 0 252,699
保険料 2,160 0 2,160 0 0 0 0 2,160 0 0 0
諸謝金 1,283,628 1,627,985 344,357 44,445 22,222 396,276 133,329 103,332 330,693 106,666 146,665
OA関係諸雑費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
租税公課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
支払負担金　 651,500 404,366 247,134 110,000 80,000 0 118,000 50,000 1,500 280,000 12,000
委託費 23,760 104,430 80,670 0 0 23,760 0 0 0 0 0
会場費 1,179,736 2,576,314 1,396,578 25,680 12,200 235,979 163,870 380,289 108,758 87,750 165,210
原稿料 0 20,000 20,000 0 0 0 0 0 0 0 0
技術交流会合費 1,580,741 1,094,486 486,255 88,500 134,500 168,440 242,791 324,000 410,340 1,970 210,200
表彰関係費 801,508 589,957 211,551 0 60,000 123,058 205,000 150,200 127,500 30,000 105,750
広告宣伝費 0 75,000 75,000 0 0 0 0 0 0 0 0
事業未収金回収不能額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
雑費 411,976 515,129 103,153 6,000 24,122 82,576 21,805 2,267 150,108 38,180 86,918

②他会計への繰入金支出
(1)直轄会計繰入金支出 1,214,230 528,831 685,399 143,237 55,534 155,858 0 599,973 0 0 259,628
(2)消費税相当額支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事業費合計 13,966,178 15,971,853 2,005,675 726,224 839,100 2,846,629 1,309,412 2,809,592 2,495,764 839,850 2,099,607
③管理費
給料手当 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
臨時雇用賃金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
退職給付費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
福利厚生費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
会場費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
旅費交通費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
通信運搬費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
建物減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
備品減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
消耗品費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
事務所費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
修繕費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
賃借料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
印刷製本費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
保険料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
諸謝金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
OA関係諸雑費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
会費自動引落費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
会費還元費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
会費未収金回収不能額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
繰入金未収金回収不能額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
雑費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

管理費合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
経常費用計 13,966,178 15,971,853 2,005,675 726,224 839,100 2,846,629 1,309,412 2,809,592 2,495,764 839,850 2,099,607

当期経常増減額 2,731,588 1,417,552 4,149,140 142,962 2,569,401 155,859 558,202 599,973 462,344 24,310 259,629
2. 経常外増減の部
(1)経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(2)経常外費用 17,916 17,916

経常外費用計 0 17,916 17,916 0 0 0 0 0 0 0 0
当期経常外増減額 0 17,916 17,916 0 0 0 0 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 2,731,588 1,435,468 4,167,056 142,962 2,569,401 155,859 558,202 599,973 462,344 24,310 259,629
一般正味財産期首残高 26,408,265 27,843,733 1,435,468 2,096,310 693,946 4,079,624 2,611,155 5,108,691 5,047,745 2,224,645 4,546,149
一般正味財産期末残高 29,139,853 26,408,265 2,731,588 2,239,272 3,263,347 4,235,483 2,052,953 5,708,664 4,585,401 2,248,955 4,805,778

Ⅱ.指定正味財産増減の部
①受取寄附金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
②一般正味財産への振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ.正味財産期末残高 29,139,853 26,408,265 2,731,588 2,239,272 3,263,347 4,235,483 2,052,953 5,708,664 4,585,401 2,248,955 4,805,778

　平成24年度旧(支部)正味財産増減計算書総括表　
平成24年1月1日から平成24年12月31日まで



(単位：円)
科      目 当年度 前年度 増減

Ⅰ．資産の部
1．流動資産
現金預金 27,071,411      26,449,425      621,986           
未 収 金 2,616,128        46,200             2,569,928        
前 払 金 0                     0                     0                     
立 替 金 10,500             0                     10,500             
仮 払 金 9,765               0                     9,765               

流動資産合計 29,707,804      26,495,625      3,212,179        

2．固定資産
(1)基本財産

基本財産合計 0                     0                     0                     
(2)特定資産

東北支部記念事業特定費用準備資金/東北支部 300,000           199,997           100,003           
中部支部創立50周年記念事業特定費用準備資金/中部支部 520,000           350,044           169,956           

特定資産合計 820,000           550,041           269,959           
(3)その他固定資産
建　　物 0                     0                     0                     
什器備品 12,126             14,663             △ 2,537          

その他固定資産合計 12,126             14,663             △ 2,537          
固定資産合計 832,126           564,704           267,422           

資産合計 30,539,930      27,060,329      3,479,601        
Ⅱ．負債の部
1．流動負債
未 払 金 1,339,167        528,831           810,336           
前 受 金 0                     0                     0                     
預 り 金 7,410               47,493             △ 40,083        
仮 受 金 53,500             75,740             △ 22,240        

流動負債合計 1,400,077        652,064           748,013           
2．固定負債

固定負債合計 0                     0                     0                     
負債合計 1,400,077        652,064           748,013           

Ⅲ．正味財産の部
1．指定正味財産

指定正味財産合計 0                     0                     0                     
2.一般正味財産 29,139,853      26,408,265      2,731,588        
（うち特定資産への充当額） (820,000) (550,041) (269,959)

正味財産合計 29,139,853      26,408,265      2,731,588        
負債及び正味財産合計 30,539,930      27,060,329      3,479,601        

　平成24年度旧(支部)会計貸借対照表　
平成24年1月1日から平成24年12月31日まで



(単位：円)
科      目 当年度 前年度 増減 北海道 東北 中部 北陸 関西 中国 四国 九州

Ⅰ．資産の部
1．流動資産
現金預金 27,071,411      26,449,425     621,986           2,379,004 490,982 3,831,341      2,083,953 6,313,825 4,600,673 2,367,277 5,004,356      
未 収 金 2,616,128        46,200             2,569,928        0 2,516,128 40,000           0 0 0 0 60,000           
前 払 金 0                      0                      0                      0 0 0                    0 0 0 0 0                    
立 替 金 10,500             0                      10,500             0 0 0                    0 0 9,450 0 1,050             
仮 払 金 9,765               0                      9,765               3,150 0 0                    0 0 0 6,615 0                    

流動資産合計 29,707,804      26,495,625     3,212,179        2,382,154      3,007,110      3,871,341      2,083,953      6,313,825      4,610,123        2,373,892       5,065,406      

2．固定資産
(1)基本財産

基本財産合計 0                      0                      0                      0                    0                    0                    0                    0                     0                      0                     0                    
(2)特定資産

東北支部記念事業特定費用準備資金/東北支部 300,000           199,997          100,003           0                    300,000 0                    0                    0                     0                      0                     0                    
中部支部創立50周年記念事業特定費用準備資金/中部支部 520,000           350,044          169,956           0                    0                    520,000         0                    0                     0                      0                     0                    

特定資産合計 820,000           550,041          269,959           0                    300,000         520,000         0                    0                     0                      0                     0                    
(3)その他固定資産
建　　物 0                      0                      0                      0 0 0                    0                    0                     0                      0                     0                    
什器備品 12,126             14,663              2,537           355 11,771 0                    0                    0                     0                      0                     0                    

その他固定資産合計 12,126             14,663              2,537           355                11,771           0                    0                    0                     0                      0                     0                    
固定資産合計 832,126           564,704          267,422           355                311,771         520,000         0                    0                     0                      0                     0                    

資産合計 30,539,930      27,060,329     3,479,601        2,382,509      3,318,881      4,391,341      2,083,953      6,313,825      4,610,123        2,373,892       5,065,406      
Ⅱ．負債の部
1．流動負債
未 払 金 1,339,167        528,831          810,336           143,237         55,534           155,858         0 599,973 0                      124,937 259,628         
前 受 金 0                      0                      0                      0                    0                    0                    0 0 0                      0 0                    
預 り 金 7,410               47,493              40,083         0                    0                    0                    0 5,188 2,222               0 0                    
仮 受 金 53,500             75,740              22,240         0                    0                    0                    31,000 0 22,500             0 0                    

流動負債合計 1,400,077        652,064          748,013           143,237         55,534           155,858         31,000           605,161         24,722             124,937          259,628         
2．固定負債

固定負債合計 0                      0                      0                      0                    0                    0                    0                    0                     0                      0                     0                    
負債合計 1,400,077        652,064          748,013           143,237         55,534           155,858         31,000           605,161         24,722             124,937          259,628         

Ⅲ．正味財産の部
1．指定正味財産

指定正味財産合計 0                      0                      0                      0                    0                    0                    0                    0                     0                      0                     0                    
2.一般正味財産 29,139,853      26,408,265     2,731,588        2,239,272      3,263,347      4,235,483      2,052,953      5,708,664      4,585,401        2,248,955       4,805,778      
（うち特定資産への充当額） (820,000) (550,041) (269,959) (0) (300,000) (520,000) (0) (0) (0) (0) (0)

正味財産合計 29,139,853      26,408,265     2,731,588        2,239,272      3,263,347      4,235,483      2,052,953      5,708,664      4,585,401        2,248,955       4,805,778      
負債及び正味財産合計 30,539,930      27,060,329     3,479,601        2,382,509      3,318,881      4,391,341      2,083,953      6,313,825      4,610,123        2,373,892       5,065,406      

　平成24年度支部会計貸借対照表総括表　
平成24年1月1日から平成24年12月31日まで
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